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勇者リンの伝説




Lv.1 この夏休みの宿題が終わったら、俺も、勇者になるんだ。
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　第一章　この夏休みが終わったら……

　　　　　俺も勇者になるんだ




　冒ぼう険けん者しや育成機関、ユースタシア学園。

　その学園付属の図書館で、まるでドラゴンにでも挑いどむかのような険しい顔つきで机に向かっている、ひとりの男子学生が居た。

　伝記士課程に所属する、カイ・アンバーである。

　毛先がつんつんと飛び跳はねた鳶とび色いろの短たん髪ぱつに、琥こ珀はく色いろの目、不ふ機き嫌げんそうに結ばれた口。狼おおかみを思わせる野性味あふれる顔立ちをしているが、引き締しまった長身を包む白いローブが、どこかちぐはぐな印象を醸かもしている。

　そしてもっとも特とく徴ちよう的なのは、まなじりの切れ上がった凶きよう悪あくな目つき──なのだが、分厚い本を開いたその手は、生まれたての子こ鹿じかのごとく、ぷるぷると小刻みにふるえていた。

　──無理だ。

　ふいに、そんな三文字が頭をよぎる。

　この俺には到とう底てい無理だったのだ。勇者になると信じて剣けんの道を突つき進んできた俺には──！　そう、無敵と信じて生きてきたこの俺が、まさかこんなヤツ──本ごときに手も足も出ないなんて！

　ばたん！　と勢いよく本を閉じる。

　かばんを引っつかんで立ち上がると、本を乱暴に棚たなへと戻もどした。

　夏休みの宿題？　そんなもんやらなくたって、大人にはなれるんだよ！

　そんなハッタリを胸中で吐はき捨て、逃にげるように出口へときびすを返した、その時──

「カイ────────っ！」

「はあ!?」

　ぎょっとして顔を上げる。

　と、衆目の中を脇わき目めも振ふらずに疾しつ走そうする一人の少女が、カイの視界に飛び込んできた。

　上等の翡ひ翠すいをはめ込んだような、ぱっちりとした魅み惑わく的な瞳ひとみ。リボンで左右にくくられた、柔やわらかそうな猫ねこっ毛け。小こ柄がらでありながらすらりと健康的に伸のびた手足。赤を基調とした真新しい勇者課程の制服が、透すき通るような肌はだの白さを際きわ立だたせている。

　花のごとき可か憐れんな容姿だが、小さな身体からだでめいっぱい感情を表すその天真爛らん漫まんさが、彼女の印象を「愛らしい花」では終わらせず、よりのびやかで健全な魅み力りよくを醸し出していた。

　そんな美少女が、自分目がけてまっしぐらに猛もう進しんしてくるのだ。

「やっと見つけた！　カイー！」

「り、リン、お前どうしてここに……いや、まずは黙だまれ！」

　口をふさごうとしたカイの張り手をかろやかにくぐり抜ぬけて、大きな瞳に涙なみだを浮うかべた幼おさな馴な染じみ──リンは、すがるように胸むな倉ぐらをつかんできた。

「ちょっ、リン、苦しい！」

「カイ！　お願い、お願い、一生のお願い！」

　カイは頬ほおをひきつらせた。先ほどから、良識者たちの視線が全身につき刺ささって──いたたまれなさすぎる！

「オイ、声デカいって！　一体なんなんだよ！」

「夏休みの宿題手伝ってー！」

　事の成り行きを見守っていた観衆から、ざわっとどよめきが沸わいた。

「おまっ……そんなん堂々とお願いすることじゃねぇだろ！　せめて人目をはばかってコソコソ言え！」

「コソコソ！　夏休みのコソ宿題コソコソ手伝ってコソ！　ありがとうコソーッ！」

「違ちがう、そういう意味じゃない！　しかもありがとうってどういうことだ！」

「うわあああん、お願いだよ、助けてー！」

　襟えり元もとを揺ゆさぶる手をようやく払はらいのけたかと思うと、今度はしがみついてこようともがくリンの額を、カイは渾こん身しんの力で押し返した。

「お願い、カイ！　もう無理なの！　頭がパーンってしそうなの！　伝記士風にインテリっぽく言うと、もうのっぴゃきゃならないんだよー！」

「のっぴきな、のっぴき！　何だその『難しい言葉を使ってみました』みたいなドヤ顔は！」

「……ごほん」

　間近で聞こえた咳せき払ばらいに振り返ると、いつの間にか傍そばに立っていた図書館司書が、無言で『静せい粛しゆくに』の張り紙を突き出してきた。

『す、すみません！』

　二人同時に頭を下げてから、リンが「そうだ！」と顔を輝かがやかせて手を打った。

「お詫わびにカイが焼き土下座します！」

「お前はまた適当なこと言いやがってぇぇぇぇぇ！」

　カイは右手にリンの襟首を、左手にかばんを掴つかんで、図書館を転がり出た。

　俺の幼馴染はいつもこうなのだ。頭ん中は年中お花畑になっていて、しかもそのお花畑では色とりどりのちょうちょが飛び交かっていて、あまつさえそのちょうちょの一いつ匹ぴき一匹に「アンソニー」だの「ポチ」だのと名前を付けて愛めでているくらいのんきでお気楽なくせに、何かあればすぐに俺を頼たよってきやがる……ちょっとは俺の苦労を考えろ！










「で？」

　一年二組。扉とびらにつつましい字でそう掲かかげられている教室。

　窓際にある自分の席で、カイは椅い子すの背をまたいで後ろ向きに座っていた。向かいの机では猫っ毛の少女が顔を伏ふせて、うっうっと肩かたを震ふるわせている。

「宿題がどうしたって？」

　机につっぷしていたリンが勢い良く顔を上げたもので、カイは危あやうく頭突きを食くらうところだった。

「手伝って、宿題！　お願い！」

　幼馴染の泣き濡ぬれた表情からは、切羽つまった状じよう況きようが嫌いやというほど伝わってくる。

「どういうことだよ、お前、夏休みを順調に遊び呆ほうけてたくせに。やれカブトムシごっこだの、ブルーベリー割りだのって……」

「カイだって、私と一いつ緒しよに遊び倒たおしてたじゃん！」

「俺は無理やりつき合わされてたんだよ！　お前、十五歳にもなって脱だつ皮ぴするカブトムシの物まねさせられた俺の身にもなってみろ！　ブルーベリーなんかスイカと違って、すっげぇ的小せぇんだからな!?　俺が何百回空振りしたと思ってんだ！　……だいたいお前、つい四日前に『宿題なんかもう終わったもんねっ☆』とかいばり散らしてなかったか？」

「そ、それは……」

　その日もうだるような暑さだった。湖のほとりで釣つり糸を垂れたカイが「ところでさ、リン……お前、宿題終わった？」とおそるおそる尋たずねた時、Ｔシャツの裾すそに引っ掛かかった釣り針と格かく闘とうしていたリンは、肩をそびやかせて高らかに言い放ったのだ。

　いわく。

「もちろん！　宿題なんて、夏休みが始まったと同時に終わらせておくのが常識だよ！　私はとっくにやっつけたね！　嫌きらいな食べ物は、先に食べちゃうタイプだからさ！」

　あの時は「いやいや違うだろ。好物の卵焼きから真っ先に食っちゃうタイプだろ、お前は」と心の中で呆あきれながらも真に受け、それなりに感心したものだが……。

「……あれは嘘うそだったのか？」

「だって、まだ全くの手付かずだなんて白状したら、カイ、遊んでくれなくなるでしょ!?」

「当たり前だろ！　二学期まであと何日だと思ってんだ、十日しかねえんだぞ！」

「そういうカイだって！」

　鼻先に指を突きつけられて、カイは思わずのけ反った。

「あの時、思いっきり頷うなずいてたくせに！　『ああ、常識常識。俺もとっくに片付けたわ。風ふ呂ろに入ったら真っ先に股こ間かんから洗うタイプだからさ、俺』とか張り合ってたじゃない！」

「うっ……！」

「それに私、知ってるんだからね、カイが筋金入りの活字ぎらいだってこと！　剣術ひとすじの体力ばか、本を開いただけでじんましんを起こして寝ね込こんじゃうようなカイが、こんな時期に図書館に来るなんて……一体どういう風の吹ふき回し!?」

「痛いところを突くなよ……」

　素す直なおに認めるのも癪しやくだったが、たしかにカイは伝記士課程という学科にそぐわぬ、生きつ粋すいの活字ぎらいであった。

　そんな俺が、なぜ勇者と並ぶもうひとつの花形──伝記士課程なんぞに振り分けられてしまったのか……。

　窓の外に広がるポプラ並木に目を泳がせながら、カイは半月前のことを思い出していた。




　　　　†




　冒険者育成機関、ユースタシア学園。

　ここはその名の通り、学生に特とく殊しゆな職業に関する技術を修得させることを目的に創立された、いわば冒険者を目指す者のための学園である。

　課程は多た岐きに亘わたり、勇者課程、伝記士課程、戦士課程、黒くろ魔ま術じゆつ師し課程はもちろん、獣けもの使い課程から踊おどり子課程、薬くすり師し課程、口伝士課程などなど、果てはすべてが謎なぞに包まれたニンジャ課程まで揃そろっている。

　中でも人気を二分する二大看板は、もちろん勇者と伝記士だ。




　事が起こったのは、一学期の最終日──課程振り分け試験の日のことであった。




　晴れ上がった蒼そう穹きゆうの下では、三百人を超こす一年生が『翼よく獅じ子しの神しん殿でん』の前に列をなしていた。浮うわついた顔をした学生たちは、一人ずつ名前を読み上げられては神殿内に足を踏ふみ入れ、悲喜こもごもの表情で出てくる。

「あっ、見て、カイ！　あの人、眼鏡を持ってるよ。精せい霊れい師し課程になったんだね」

「そうだなー」

「籠こ手ては何課程だっけ？」

「あー……拳けん闘とう士しだったかな。盾たてなら戦士、竪たて琴ごとなら吟ぎん遊ゆう詩人、弓矢なら弓使い……」

「獣使い課程は、獣耳と尻尾しつぽのアクセサリーなんだね。可愛かわいいなぁ！」

　カイの前に並んでいるリンはしきりに飛び跳はねながら、神殿へと熱い視線を注いでいる。

「でも不思議だよねぇ。なんでライオンの銅像の口から、武器とか道具とかが出てくるんだろうね？」

「さあ……」

「伝記士になるには、万年筆を引き抜けばいいんだっけ？　それとも手帳だったっけ？」

「あー……そうだなー……」

　その時、俺は完全に上の空だった。なにせいよいよ勇者の剣が与あたえられる振り分け試験だ。その興奮で、俺の胸は怒ど濤とうの十六ビートを刻んでいた。

　幼い頃ころに見た勇者に憧あこがれ続けて、はや十年。以来、俺は日夜心身の練れん磨まに励はげみ、剣術・体術の授業ではぶっちぎりの首位をマークし続けてきた……この俺こそが勇者になるのだと、そう信じて疑ったことなど一度もなかった。

　勇者の席は、一学年に二十前後と相場が決まっている。気が遠くなるような倍率だが、カイにはそのわずかな可能性を射止める自信は、十分にあった。

　そこまで考えて、カイはふと、自分の前にあるつむじを見下ろした。

「そういえば、改めて聞いたことなかったけど……お前は何になりたいんだ？」

　リンがパッと振ふり返る。その瞳ひとみには、きらきらと星のごとき光がまたたいていた。

「実は今まで内ない緒しよにしてたんだけど、私もなんだよね！」

　カイは思わず、幼馴染の童顔をまじまじと見つめてしまった。

「──は？」

「私も『翼獅子』から剣けんを引き抜ぬいて、勇者になるんだよ！」

「はあああ!?　勇者!?　お、お前が!?　剣も扱あつかえない劣れつ等とう生せいのお前が!?」

「ふっふっふ。それもただの勇者じゃないよ！　勇者の中の勇者……勇者王に、私はなる！」

「勇者王って！　何その新しい概がい念ねん！　そんな〇賊ぞく王おうみたいに！　お前このあいだ剣術の授業で剣がすっぽ抜けて、俺を串くし刺ざしにしかけたこと、まさか忘れたとは言わせねぇぞ！」

「そういうカイだって、伝記の授業でお腹なか壊こわしてたじゃん！」

「俺はいいんだよ、そもそも勇者になったら伝記の執しつ筆ぴつとか関係ねぇしな!?　お前なんか地図を描かかせれば謎の似顔絵が完成するし、隙すきあらば防具で蝉せみを捕つかまえようとするしっ……俺が素振りに励んでた時だって、木刀をうちわに持ち替かえさせて、一人で涼すずんでたじゃねぇか！」

「大だい丈じよう夫ぶ、なにごとも当たって砕くだけ散れって言うじゃない！」

「いや砕け散ったら駄だ目めだろ、さすがに！　粉々になる前に身の程ほどを知れよ！」

「ふふん。そんなこと言って、怖こわいんだね？　私の才能が！」

「阿あ呆ほか！　俺はお前を心配して言ってんの！　どうせまた思いつきなんだろ!?　勇者ってのは、お前みたいに適当でお気楽なやつがなれるもんじゃねぇんだよ！」

「だったら勝負だよ！　せーので一緒に手を突つっ込んで、剣を抜いたほうが勝ちだよ！」

「勝負って、おまっ……!?」

　反論を終える前に、小さな手に手首を掴まれていた。その温かい感かん触しよくに、不覚にもどきりとしてしまう。あれっ？　なにこのふんわりもぞもぞする感覚……リンの手って、案外小さくてやわらかい……！

　と、神殿の横に立っている教師が、手元の羊皮紙に目を落とした。

「次、リン・アルクス！」

「はいっ！」

　リンは返事をするが早いか、カイの手をしっかりとつかんだまま神殿へと突とつ進しんする。

「あっ、ちょっ、待っ……おわわわわわっ！」

　しまった、すっかり邪じや念ねんに気を取られて──！　カイはそのままリンに引きずられるように、神殿へと足を踏み入れてしまっていた。

　背中から教師の声が追いかけてくる。

「あっ、だめですよ、神殿には一人で──」

「大丈夫です、私とカイは一心同体ですから！」

　お前また適当なこと！　とツッコみを入れる前に、リンは扉を閉め、周しゆう到とうにも鍵かぎをかけてしまった。

「よしっ！　これで心置きなく勝負できるね！」

「……はぁぁ」

　深々と嘆たん息そくする。こうなったら仕方ない。この幼おさな馴な染じみは、言い出したら聞かないのだ。

　二人を待ち受けていたのは、台座がひとつ据すえられているだけの至し極ごく簡素な空間だった。その台座の上では、二ふた抱かかえもある獅子の銅像が口を開けていた。背には壮そう麗れいな翼つばさを有しており、口こう蓋がいからはハチミツ色の光がとろりと溢あふれ出している。

「なるほどな、ここに手を突っ込むわけだ」

　カイは獅子の口をのぞき込んでみた。喉のどには光の膜まくのようなものが張っていて、奥までうかがうことは出来ない。

「さあカイ、覚かく悟ごはいい!?」

　リンは腕うでをまくって張り切っている。カイは「ふん」と鼻を鳴らした。受けて立とうじゃないか。今日という日のために、この十年というもの脇わき目めも振らず身体からだを鍛きたえ、剣術に打ち込み、ひたすら研けん鑽さんを積んできたのだ。この俺が負けるわけないだろうが！

「じゃあ、せぇので腕つっ込んでみるか？」

「のぞむところ！」

『せーのっ！』

　二人は並んで獅子の銅像の前に立つと、カイは左腕を、リンは右腕を銅像の口へと突っ込んだ。ぬるま湯に浸つかったようなあたたかさが腕を包み込む。

　ここが勝負所だ。カイは光の中へと意識を集中させた。

　確固たる自信を胸に、息を止め、ただ無心に待つ。

　その瞬しゆん間かん──

　指先に何か硬こう質しつな感触のものが触ふれた。

「っ……──！」

　──剣の柄つか……？

　その予感が頭を過よぎると同時に、カイはとっさにその『何か』に向かって手を伸のばしていた。掴つかんだと思うが早いか、ほとんど反射的に引き抜く。

「おりゃああああああああッ！」

　そして自らの手に握にぎられているものを見下ろし──驚きよう愕がくした。




　それは──黒くろ塗ぬりの万年筆だった。




「え、え、ええええええええ!?」

　どうためつすがめつしたところで、それが万年筆であることに変わりはなかった。どこからどう見ても剣ではない。勇者になれなかった。それどころか。

「伝記士……!?」

　この俺が、伝記士……だと……!?　剣術道場の師し範はんに「ヤダ、この子もしかして、神童……？」とまで言わしめた俺が!?　その師範をすら、今や十じゆう合ごうで負かしちゃう俺が!?　勇者になったときのために、新聞部の取材への受け答えまで念入りに練習していた、この俺が……っ!?

　一瞬愕然としたあと、はっと気が付く。

「あっ、そうだ！　り、リン……！」

　ばっと顔を上げたカイの視界に飛び込んできたのは──上半身をまるまる引きずり込まれたリンの姿であった。

「……」

　獅子の口からぶら下がった足が、じたばたと揺ゆれる。

　あまりにシュールな光景に言葉を失っていると、みっちり詰つまった隙間から「タスケテ……」と、か細い声が漏もれ出してきた。

「どうしてそうなったぁぁぁぁぁ!?」

　カイは慌あわてて駆かけつけると、リンの細い腰こしに腕を回して力の限り引っぱった。が、

「重っ……!?」

　ぴくりとも動かない。この重さはどうしたことだ、鯨くじらでも釣つろうとしているのか!?

　奥歯を食いしばり、腹筋と背筋に力を込こめる。もうこうなったら、リンの腰が折れないことを願うばかりだ！

「ぐぬぬぬぬぬ！」

　渾こん身しんの力で足を踏ん張ると、リンをくわえ込んでいた何ものかの力がふっと緩ゆるみ、勢いよく引っこ抜けた。

「うおッ！」

　そのままジャーマンスープレックスをかましそうになって、とっさに手を離はなす。結果、リンの小さな身体はほとんど空中に投げ出されることになった。

　しまった！　と見上げるカイの目の前で、可か憐れんなスカートがひらりとひるがえる。その隙間から、わずかに、ほんの一瞬──輝かがやかしい、桃もも色いろの、聖なる布が見えた……！

　な、なんというダイナミックパンチラ！　幼馴染のものとはいえ、パンツに罪はない！　パンツは嬉うれしい！

　カイが至高のお宝映像を網もう膜まくに焼きつけている間に、っぽーん！　と空を飛んだリンは一度大きくバウンドし、きりもみ回転しながら石の床ゆかを何度か跳ねたかと思うと顔面で激しいスライディングを敢かん行こうしてみせ、頭から壁かべに激突してようやく止まった。うつぶせた顔の辺りから、しゅぅぅと煙けむりが立ち上っている。

　カイは胸にせり上がってくる恐きよう怖ふをごくりと飲み下した。

「……り、り、リン……？　おーい」

　──返事がない。ただの屍しかばねのようだ。

　リン、変な奴やつだったけれど、俺、お前のこと忘れないよ……合がつ掌しよう。

　刹せつ那な、リンが起き上がりこぼしのように跳ね起きた。両手でスカートを押さえて、首まで赤くしている。

「ぱっ、ぱ、パンツ、見たでしょ!?」

「いやいやいや、パンツよりすげーもん見たわ！　なに今の躍やく動どう感あふれるアクロバット！　お前大丈夫か!?　頭とか打って……」

「頭大丈夫かだなんて、ひどいよ！　私これでも脳内しりとり覇は王おう大会では優勝の常連なんだよ!?」

「なにその寂さびしそうな大会！」

「脳内しりとり覇王大会っていうのはね、私の脳内にいる十三人のリンが、出されたお題に沿っていかに面おも白しろおかしい単語でしりとりを続けられるかという言葉遊びの一種で……」

「そうか、聞いといて悪いんだけどスゲェどうでもいいわ！」

　でも良かった！　頭は打ったみたいだが、こいつはもともとばかだった！

「いや、それよりお前、その、それ……それっ！」

　カイが示した先──リンの手には、一振りの剣が握られていた。

「は……」

　ぽかんと開いたリンの口から、間の抜けた声が零こぼれ落ちる。

「剣けん……？　ゆ、勇者……？」

『翼よく獅じ子し』から授さずけられた勇者の証あかしは、鞘さやに収まったままひっそりと沈ちん黙もくを保っている。

「私、勇者になったの……？」

「……う……嘘うそ、だろ……」

　そんな……こいつが……ふわふわしてて何の取り柄えもなくて、いつも遊ぶことしか考えてないこいつが、勇者……？　嘘だろ、そんな、そんな……！

「そんなわけっ……！」

「やったぁぁぁぁぁ！」

　いきり立ったカイは、唐とう突とつにリンに抱だきつかれて、完全に勢いを削そがれてしまった。

「カイ！　やった、私やったよーっ！　すごい、すごいっ、すっごく嬉しいよーっ！」

　リンはカイの身体にしがみついたまま、ぴょんぴょんと飛び跳はねている。

　カイは言葉に詰まった。

「……リン……」

　顔をくしゃくしゃにしてはしゃいでいるリンを見下ろす。こんなに喜ぶなんて……幸せそうに目を細めて、頬ほおをばら色に染めて。こんな嬉しそうな顔をされては、「良かったな」の一言も言いたくなってしま──

「ところで、カイは何になったの？」

　リンは問いかけるなり、カイの手元に目を落とした。パァァッと無む邪じや気きな笑え顔がおを咲さかせ、

「あっ、伝記士だねっ！」

「イヤァァァァァ！　そうだったぁぁぁぁぁ！」

　カイは膝ひざからくずおれた。

　己おのれの手に握られているものを凝ぎよう視しする。万年筆。目を移せば、リンの手には勇者の剣。

　なぜ……なぜこうなった……!?　俺が勇者になるために、一体どれだけの日々を費ついやしたと……!?　なぜこんなお気楽な奴が選ばれるんだ……!?

「なんでなんだぁぁぁぁぁぁぁ!?」

『翼獅子』の神しん殿でんに、悲ひ哀あいの咆ほう哮こうが響ひびき渡わたった。




　　　　†




　剣術の一点突破で入学を果たし、勇者候補筆頭とまで囁ささやかれたカイ・アンバーが伝記士課程に──そして、天然お気楽なお子サマ女生徒、リン・アルクスが勇者課程になった。

　この番ばん狂くるわせは風のように校内を駆け抜ぬけ、教師や学生たちを心底驚おどろかせた。が、この結果をもっとも受け入れることが出来ていないのは、カイ自身であった。勇者になれなかったのはもちろん、なにせカイには、『活字嫌ぎらい』という致ち命めい的な弱点があるのだから。

　打ちのめされたカイは夏休みに入ってからもしばらくは立ち直れず、生きる屍のまま魚さかな釣つりだの川遊びだのとリンに散々連れ回され、ここ数日でようやく息を吹ふき返したのだ。

　──そんな俺が、なぜ地じ獄ごくにも等しい図書館などにいたのか……？

「本当は、カイだって終わってないんでしょ、宿題」

　うろんげなリンの視線で、カイは現在に引きずり戻もどされた。

「……」

「伝記士課程の宿題って、なんなの？」

「……で、伝記……」

「え？」

「伝記を、書き上げること……」

「ええええ!?　まるまる一本!?」

「まるまる、一本……」

「勇者の冒ぼう険けんに同行させてもらってってこと？　そんなこと出来るの!?」

「できねぇよ！　ただ、今回に限っては完全創作でもいいって話だ！　だから、まずは伝記の基本を学ぼうと思ってだなぁ……！」

「そっか……だから図書館にいたんだね。カイ、偉えらいね」

　さすがにリンの声にも憐あわれみが滲にじんでいる。今度はカイが机に突つっ伏ぷす番だった。

「なんだよ、俺もう分っかんねぇよ……！　伝記って一体なんなんだよ……！」

「ええと、伝記っていうのは、伝記士って呼ばれる人が勇者のお供をして、その冒険を書き留めたものでね……」

　……いくら本が苦手な俺だって、さすがにそれくらいは知っている。なにせこれでも子どもの頃ころ──活字嫌いを発はつ症しようする前には、相当な読書家だったのだ。勇者の冒険にあこがれて、伝記という伝記を読みあさったもんだ……。

　遠い記き憶おくに浸ひたるカイをよそに、リンはまだ一生懸けん命めいにしゃべっている。

「だから、勇者と伝記士は運命共同体とも言われてるよ。伝記士の腕うでがいいと伝記も売れて、勇者も、ほら……ほら、ホラ吹きムール貝、い、い、芋いも洗い仙せん人にんのゆううつ、つ、つ、ツンドラ生まれサバンナ育ち、肉食うやつはだいたい友達、ち、ち……」

「おい待て、途と中ちゆうからしりとり覇王大会が始まってんぞ」

　カイは「はぁ」とため息をこぼした。

「まぁいいや。で、お前の宿題は？」

「……」

「勇者課程の宿題っつったら、一ひと筋すじ縄なわではいかねぇんだろうな。どんな宿題なんだ？　剣の素す振ぶり千本か？　それとも世界地図の模写か？　自由研究なら、まだ希望はあるぞ」

　リンは目を伏ふせてもじもじと丸い膝をすり合わせている。……なんだよ。なんか、俺がイヤらしい質問でもしたかのような気分になるじゃねぇか。

「なんだよ、早く言えよ」

　低い声でせっつくと、リンの尖とがらせた口からようやく呻うめくような声が絞しぼり出された。

「……クエスト……五個……」

「は？」

「クエスト達成、五個……」

「はああああああ!?　五個!?　五個ってお前、あと十日で!?」

　カイの剣幕を押し返すかのように、リンは両手を突き出した。

「あ、でもクエストの内容自体は大したことないんだよ!?　仲間を集めよう、とか、さらわれた娘むすめたちを助け出そう、とかさ！」

「娘たちぃぃぃ！　大したことあるだろ、早く助けに行ってやれよ！　しかもそのクエストってお前、町とか国とかまたがってんだろ!?」

「ね、一人じゃ出来ないでしょ!?　手伝ってよ！」

「無理だ！」

　カイは迷わず即そく答とうした。

「大体お前、図書館でどうする気だったんだよ！　一刻も早く町を出てクエストに取り掛かかるべきだろ！」

「いや、あの、まずは勇者としての知識を積んでからと思ってさ！　テュフっ☆」

「テュフじゃねぇよ！　さっさと荷物をまとめて馬車を手配しろ！」

「だってあと十日しかないんだよ!?　もうだめだ、間に合わないよ！」

「諦あきらめるなリン、お前はやれば出来る子だ！　俺は諦めねえぞ、俺だって本当はやれば出来る子のはずだって、母ちゃんがよく励はげましてくれた！」

「私のママは、そんなご都合主義の励ましは幻げん想そうだって言ってたよ！　ヤってデキるのは子どもだけだって言ってたよ！」

「オイお前の母ちゃん自分の娘になんてこと教えてんだ、今すぐ呼んでこい！」

「結局私は一人じゃ何もデキないんだよ！　私がデキるにはカイの存在が必要なんだよぉぉぉぉ！」

「なにその斬ざん新しんなプロポーズ！　デキるとかデキないとかやめなさい、はしたない！」

　全すべての音を拒きよ絶ぜつするかのように再び机に突っ伏されて、カイは途と方ほうに暮れた。

　勇者という響きからは程ほど遠とおい華きや奢しやな肩かたを見ていると、さすがに憐れみが胸にこみあげてくる。正直手を貸してやりたいのは山々だが、俺だって崖がけっぷちだ……。

　頭を抱かかえて嘆たん息そくする。忘れていた暑気が、急に重たくのしかかってきた。

　と、机に額をのせたまま沈黙していたリンが出し抜けに「ふふふふ」と笑い出したので、カイは椅い子すにまたがったまま後ずさった。

「ど、どうした、大だい丈じよう夫ぶか、リン……落ち着けよ、まだ人生が終わったわけじゃねぇんだから、たかが夏休みの宿題ごときで……」

　リンが糸に引っ張られたからくり人形のようにゆらりと頭をもたげた。顔に張りついている満面の笑みが、いっそ不気味だ。

「いいことを考えたんだよ」

「い、いいこと？」

「そう！」

　大きな瞳ひとみを宝玉のごとく輝かがやかせながら、リンは「こうしよう」と身を乗り出した。

「共同戦線を張るの！」

「共同戦線……って？」

「カイは、私の伝記を書けばいいんだよ」

「……お前の、伝記？」

「そう！」

　リンの細い指が、お互たがいの鼻を交こう互ごに指した。

「私はクエストに挑いどむ。カイは、私を主人公にして伝記を書く。勇者がいれば、伝記は書けるでしょ？」

「いやいや、待てよ」

　リンの「いいこと」は、いつだって突とつ拍ぴよう子しもない。カイはこめかみを押さえた。

「お前簡単に言ってくれるけど、伝記だぞ？　本もまともに読んだこともない、文体の基本すらままならない俺が、実話を基もとに一本書ききれると思うか？」

「じゃあ、今からお話考えるの？」

「うっ……」

「どっちにしろ書かなきゃいけないなら、一から創作するよりも、実際に目で見たことを書いたほうが、絶対に筆が進むよ！」

「そ、そりゃ……」

「それにね」

　そう言って、リンは不意に目を細めて笑った。

「カイなら大丈夫だよ。私についてくれば、きっといい伝記が書けると思う！　なにせ私は、勇者王になるんだからねっ！」

「いやいや、だからなんなんだよ、その勇者王って……」

　呆あきれ交じりの溜ため息いきに、リンはただ楽しそうに「ふふっ」と口を押さえて笑った。

「ね、お願い！　私にはカイしかいないの！」

「……」

　……ああ、もう──俺は本っ当に、こいつのお願いに弱いなぁ……。

　カイは額を押さえて息を吐はくと、腹をくくった。

「……分かったよ、手伝ってやるよ」

「ほんと？」

「ただしお前も、ちゃんと伝記になるように協力しろよ。勇者がクエストを達成しなきゃ、伝記として認められねぇんだからな」

「わあ、ありがとう！」

　これから先、勇者の一いつ切さいの言動は伝記を記す上での貴重な資料になる。カイはリンとのやりとりを、逐ちく一いち手帳に書き留めることにした。

「なんだか本格的に伝記士っぽいね！」

「たしかに、ちょっとテンションあがってきたな」

　こうなったらやりたいようにやってやろう。宿題ごときで人生が終わるわけではあるまいしと、つい先刻さつきリンに言い聞かせた言葉が、図はからずもカイの背中を押した。

「で、クエストの内容は？」

「これだよ！」

　リンは手を後ろに回すと、背中から薄うすい冊子を取り出した。ベルトに挟はさんでいたらしい。水色の表紙には『夏休みの友』とポップな見出しが打たれている。

「また安直な名前だな」

「先生が言うには、これには勇者になるために必要な基本のステップが網もう羅らされてるんだって。クエストの内容はランダムに付ふ与よされるみたい」

　リンが読み上げたところによると、クエストは『仲間を集めよう！』『伝説の武器を手に入れよう！』『囚とらわれの娘たちを救おう！』『洞どう窟くつに隠かくされたお宝を探せ！』『魔ま物ものを五体以上倒たおそう！』の五つであった。

「……これを、あと十日で……？」

　腕を組んで唸うなるカイをよそに、リンは勇んでステップ１を指差す。

「まずはこれからだね！　『仲間を集めよう！』。さっそく取り掛かろうよ！」

　リンは今にも教室を飛び出しそうだ。カイは「いや待て」と手を上げてそれを制止した。

「その前に、まずはお前がどれくらいの能力を持ってるのか把は握あくさせてくれ」

「ええっと、金魚すくいと木登りと、ひよこの雌し雄ゆう判別、あと三点倒とう立りつが得意です！」

「変な方面に多才だな！　そうじゃなくて、勇者として必要な剣けん術じゆつとか体術とか、危険回かい避ひ能力のことだよ。それによって、どんな仲間を集めるべきかが決まるだろ。剣の切れ味も確かめておきたいし……とりあえず手始めに、周辺の低級な魔物──スライムあたりから戦ってみるか」

「じゃあ、町の外に出るの？」

「そうだな」

「いよいよ勇者リンの大冒ぼう険けんが始まるんだね！　なんだかすっごく楽しくなってきたよ！」

「そりゃ良かった」

　苦肉の策ではあったが、手放しではしゃいでいるリンを見ると、そう悪い気はしない。

「じゃ、スライムを探しに出発するか」

「ねえねえ、カイ」

　袖そでを引かれて、カイは立ち上がりかけた椅子に再び沈しずんだ。

「なんだよ」

「これからは読者を意識したほうがいいよね！」

「読者？」

「そう！　せっかく伝記にするなら、面おも白しろいほうがいいでしょ？」

「いや別にいいよ、自然体のままで」

「私、カイのために読者にアピールしておくよ！」

「アピールってなんだよ」

「こういうことさ！」

　椅子を蹴けって立ち上がるなり、リンは虚こ空くうに向かってびしいっと指を突つきつけた。

「ポロリもあるよっ！」

「ねーよ！」

「痛っ！」

　手帳でリンの頭を引っぱたくと、思いのほかスパァン！　と小気味よい音がした。







　町を後にした二人は、夏草が萌もえる土手を下って小川に辿たどり着いた。

「おし、じゃあ探すか。あんまり離はなれるなよ」

「うん！」

　スライムなどの低級な魔物は水辺の草むらに潜ひそんでいることが多いと、魔物学で習った。一学期が終わる間ま際ぎわのことだが、もう遠い昔のようだ。

　地平線の縁ふちには、入道雲がどっしりと腰こしを据すえている。

　魔物学の教師が、最近は魔物の数が極きよく端たんに減ってきたようだと言っていたが、たしかにその通りかもしれない。太陽が肌はだを焼く音までが聞こえてきそうな炎えん天てん下かの中、文字通り草の根を分けて探して、カイはようやく一匹ぴきのスライムを生いけ捕どりにしたのだった。

「リン、いたぞ！」

「ほんと!?」

　カイは靴くつの底で踏ふみつけていたスライムを拾い上げた。

　駆かけ寄ってきたリンの前に、弾だん力りよくのある緑のゲルの頭（？）を持ってぶら下げる。スライムは我が身の危険を悟さとったのか、にゅるんにゅるんと死にもの狂ぐるいで蠢うごめいた。あまりの気持ち悪さに全身の毛穴が開く。耐たえろ、俺。これも伝記のためだ。

「よぉし、リン！　記念すべき一匹目だ、派手にやっちまえ！」

「うん！　あっ、でも、先に準備運動しなくちゃだよね！」

　スライムくらいその場でパパッと片付けちまえよ、と唸るカイを置いて、リンは勢いよく屈くつ伸しんを始めた。

「よーし、やるぞー！」

　さらには念入りに膝ひざ回まわしまでしている。

「やるったら、やるんだからね！」

　と宣言しつつ、さらに高速で膝を回す。

「やるったら、やるったら、やるんだからねっ！」

「いいから早くやれ。どんだけ膝をほぐす気だ、しまいにゃ外れるぞ」

　しかし、ようやくへっぴり腰で剣の柄つかに手をかけたリンは、スライムを見み据すえたっきり、微び動どうだにしなくなってしまった。

「……どうした？」

　学期末試験もかくやという真剣な表情をしたリンが、宙ぶらりんのスライムと見つめ合う（？）ことしばし。

「……できない……」

　上うわ擦ずったリンの声をたっぷり五秒反はん芻すうしてから、カイは声を絞しぼり出した。

「……は？」

「私にはできないよ！」

「はあああ!?」

　リンはカイの手からスライムをひったくるなり、薄っぺらい胸にひしと抱だき締しめた。スライムはゼラチン状の身体からだをぷるぷると震ふるわせている。

「こんな可愛かわいい子を斬きるだなんて、そんな非道なまね、私にはできない！」

「いやいや、なに言っちゃってんのお前！　ばかなの!?　目も口もない緑のゼリーの、一体どこが可愛いんだ！」

「ああ、物も言わず、暴れもしない！　こんないたいけな生き物を、私は知らない！」

「魔物を倒せなきゃ話にならねぇだろ！」

「なんて残ざん酷こくなっ……これが勇者の定めなのか！」

　リンが腕うでに力を込こめると、スライムが上下左右からはみ出した。

「この子を殺したいのならば殺せばいい！　ただし、この私を倒してからにするんだね！」

「なにその痛い子丸出しの台詞せりふ！　勇者リンの伝記はどうすんだよ！」

「ううっ、勇者がこんなに辛つらい立場だったなんて……！　私なんか……私なんかどうせ、学園でも一、二を争う異能の持ち主でありながら、優やさしさゆえに本当の力を解放することが出来ず、けれども仲間がピンチに陥おちいった時には第二の人格が目覚めて殺さつ戮りく兵器と化してしまう、生まれながらに業ごうを背負った悲しき闇やみ勇者なんだッ……にゃん！」








[image: ]








「にゃんってなに!?　なんだよその取って付けたようなキャラ設定！　まだ読者を意識してんのか！　書かねぇからな、そんな虚きよ構こうにまみれた伝記、俺は書かねぇからな！」

「うああああん、だって可愛いんだもん！　見てよこのつぶらな瞳ひとみを！」

「まずはその瞳がどこに付いているのかを俺に教えてくれ！」

「えっとね、このあたり!?」

　リンはＶサインを作ると、速すみやかにスライムへと突き刺さした。

「ピギィィィィ！」

「おい鳴いたぞ！　こいつ鳴いたぞ！　俺スライムの鳴き声初めて聞いたわ！　ってかむしろ泣いてんじゃねコレ!?」

「ひゃあああああ！　痛かったよね、ごめんね、ごめんねぇぇぇぇぇっ！」

　ピイピイ鳴くスライムを、リンが幼子をあやすように揺ゆする。その時。

「わーはははは！」

　甲かん高だかい哄こう笑しようが降ってきて、二人は土手を振ふり仰あおいだ。

「奇き遇ぐうだな、カイ・アンバー！」

　坂の上に四つの影かげがあった。ちょうど太陽を背負っているせいで、姿形が判然としない。

　カイは額に手びさしをかざしながら呻うめいた。

「誰だれだ？」

「おっと、オレとしたことが。ついいつもの癖くせで、後光を背負って登場しちまったぜェ！」

　四人組は颯さつ爽そうと身をひるがえし、ずざざざざ！　と草地を滑すべり降りてくると、カイたちの前に並んだ。先頭で仁に王おう立だちになっているのは小こ柄がらな少年であった。男にしては愛あい嬌きようのある顔立ちだ。勇者課程の男子学生服を身にまとい、腰には細身の剣を佩はいている。小さいながらもその出いで立ちは絵になっており、まさに腕利ききの勇者といった佇たたずまいだ。

「三週間と三日ぶりだな、カイ・アンバー！　ここで会ったが百年目！」

「いや、三週間と三日目なんだろ」

「まさかせっかくの夏休みに、その辛しん気き臭くさい面つらを拝む羽目になるとはな！　まあこれも何かの縁えんだ、ひとつ手合わせ願おうか！」

　少年は無む駄だのない動きで腰の剣を抜ぬいてから、「おっと」とわざとらしく肩かたをすくめた。

「そうかそうか、お前は伝記士課程になったんだったな！　くくく、武神の申し子、勇者最有力候補ともてはやされた天下のカイ・アンバー様が、剣の代わりに万年筆、鎧よろいの代わりにクソうざったいローブとはお似合いだぜ、わーはははは！　わーはははははは！」

「ねえ、カイ」

　カイが唖あ然ぜんとしていると、ローブをついついと引っ張る者があった。リンだ。

「この子、カイの友達なの？」

「いや、知らん」

「オイィィィ！」

　少年は地じ団だん駄だを踏んだ。これぞ地団駄と世界に誇ほこれるような、非の打ちどころがない立派な地団駄だ。

「言うに事欠いて知らんとはなんだ、知らんとは！　オレだよ、オレ！　同じクラスのクロト！　お前を差し置いて勇者になった！」

　カイの困こん惑わくは深まるばかりだ。少年は首まで真っ赤にしながら吠ほえる。

「クロト・ラインフォールだよ！　ほらほら、剣けん術じゆつで、常に、その、お、お前の次に優ゆう秀しゆうな……じ、次席の！」

「すまん、分からん」

「授業で何度も剣を交えたぞ!?　えっと、よく剣を弾はじき飛ばされて、たまに身体ごと吹ふっ飛ばされてた……！」

「まったく覚えがねぇ」

「っ、ああもう、あれだ！　カイ・アンバーの打ち込み台！　噛かませ犬のクロトーッ！」

　カイは後頭部を掻かきながらしばし記き憶おくを手た繰ぐってみたが、

「えーと、なんつーか……すまん。心の底から、すまん」

「や、やめろ、謝るな！　なんだよ視界にすら入ってなかったのかよチクショー！　この鬼おに、人でなし、ばかばか、小こ悪あく魔ま！　なんでだよ、お前強すぎるんだよ、ばかぁ！」

　しゃがみ込んでメソメソと泣くクロトを、連れの三人が代わる代わる慰なぐさめている。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですわよ、クロト！　こんなチンピラなんかに負けてません！　ナウい、ナウいですわよ！」

「そうっスよ！　クロトってば、ナウなヤングでチョベリグでイケイケっス！」

「そうそう、イケてる、クロト。フンバ」

「う、うん……うん……ありがと……」

　パーティーは見たところ全員学園の女生徒で、課程は伝記士に黒魔術師、拳けん闘とう士しという構成だ。バランスを重視した手て堅がたい編成と言えよう。ただ、言葉のセンスは軒のき並なみ古い。

　クロトは掌てのひらで頬ほおを拭ぬぐって立ち上がると、左手を腰に当てて剣の切っ先をカイに向けた。

「ま、まあ、そんな優秀だったカイ・アンバー様は、結局勇者になれなかったみたいだけどな！　でもオレは！　勇者に！　なれたから！　このオレは！　お前と違ちがってな！」

「ああ？」

　カイがほんの少しドスを利かせて凄すごむと、少年は「ふぇっ！」と跳とび上がって仲間の後ろに隠かくれた。

「まあ！　私たちの可愛いクロトを怯おびえさせるなんて、性た質ちの悪いごろつきですこと！」

　クロトは伝記士の女生徒に庇かばわれたままうさぎのように震えていたが、ふとカイの背後──リンの腕の中に視線を移して、目を丸くした。

「おい、リン・アルクス」

「あれっ？　私のこと知ってるの？」

「そりゃあな。稀き代たいのアホの子、お子様勇者のリン・アルクスと言えば、ユースタシア学園で知らない奴やつはいないぜ」

「えっ、本当？　なんだか照れるなぁ！」

　……リン、違うぞ。それは褒ほめ言葉ではない、中傷だ。

　心の中で呟つぶやくカイをよそに、クロトは何も気にすることなく「それに」と付け加える。

「女勇者なんて、珍めずらしいからな！」

「え？」リンはきょとんと首を傾かしげた。

「ええっと、でも、君もおん……」

　と、──

「言わせませんわっ！」

　伝記士の女が右手を一いつ閃せんした。投げつけられた塊かたまりが、リンの顔面へまともに命中する。

「リン!?」

　慌あわてて振り返ると、リンは──口に詰つめ込まれたビスケットをさくさくと咀そ嚼しやくしていた。

「おいしー！」

「必殺、口くち封ふうじの術ですわ！」

「なにこのちょっとだけ心がほっこりする口封じ！」

　一仕事終えたとばかりに額の汗あせを拭う女伝記士を押しのけて、クロトが進み出る。

「そんなことより、リン・アルクス。お前、なんでスライムなんか抱だいてんだ？　肌はだがカブレちまうぞ」

　リンは口中のビスケットを慌てて飲み込んだ。

「あっ、あのね、この子はいいスライムなんだよ。いじめないでね」

　クロトは「はぁ？」と眉まゆをひそめる。

「何寝ねぼけたこと言ってんだ？　そんな弱い魔物、一息にやっちまえよ」

「えっ、でも……」

「なんだよ、魔物に肩入れしてんのか？　魔物は悪いやつなんだぞ！」

「そんなことないよ！　この子は私たちを襲おそおうとしないし……それにほら、こんなに大人しいし！」

「ばっかじゃねーの!?　勇者のくせに！　魔物は人間の天敵なんだぞ！」

　クロトは尖とがった八や重え歯ばをむき出しにして激げつ昂こうすると、手を差し出した。

「そのスライム、こっちによこせよ。オレが持っててやるから、その剣で斬きれ」

「できないよ！」

「魔物を殺したら、核かくも手に入って小こ遣づかい稼かせぎにもなるんだぜ？」

「わ、私にはできない！　カイやってよ！」

「俺!?」

　急に振られて声が裏返る。

　リンは片手にスライムを、片手に剣を捧ささげて、カイにずいと突つき出した。

「さあ、斬って！　斬れるものならね！」

「よ、よし、やってやろうじゃねぇか……こんなスライムごとき──！」

　カイは、言って柄つかに手を伸のばそうとし──

「本当に、斬れるの？」

「ぐっ……!?」

「ほら見て、カイ。この子は覚かく悟ごを決めたようだよ。澄すんだ瞳で、きりりとカイをにらみ据すえているよ。死を前にした気高い戦士のようにね！　それでもカイは斬るの!?」

　ど、どういうことだ、リンの掌で鎮ちん座ざしたスライムが……だんだん正座した戦士の姿に見えてきたぞ……!?　いや、そればかりか高潔な魂たましいさえ感じさせて……ッ！

「さあどうしたの、斬ってよ！　ずばっと！」

「で、で、できねええええええ！」

「ね、できないでしょ!?　このぷるぷるっとした透とう明めいな身体からだを見てるとさ、こう得も言われぬ不思議な感覚が込み上げてきて……じゅるり」

「じゅるりっつった!?　不思議な感覚って食欲のこと!?　いや第一、伝記士は魔物には手ぇ出せねぇ決まりだし！　お前がやれよ！」

「私だってできないよ！　そうだ、もういっそ野に放してあげよう！」

「てめっ！　そいつを探すのにどんだけ苦労したと思ってんだ！」

　いがみ合う横でクロトがふんと鼻を鳴らして、カイたちは同時に口を噤つぐんだ。

「仕方ねーな、オレが手本を見せてやるよ！　この勇者クロト様がな！」

　クロトは叫さけぶが早いかスライムをひったくると、高々と空へほうり上げた。ぷよぷよした緑の個体が、夏空に放物線を描えがく。リンが慌てて手を伸ばすが、その指が届く前に。

　クロトの手元から掬すくい上げるような一閃が伸び、音もなくスライムを両断した。一いつ瞬しゆん鏡のような切断面を見せた個体はサァッと風に溶とけ、リンの手の上に変わり果てた小さな石が落ちた。

「ああっ……！」

　上うわ擦ずった悲鳴を上げて目を見開くリンの掌で、石は澄んだ光を放っている。

　カイは資料でしかお目にかかったことのない、その輝かがやきに魅みせられた。

「これが、魔物の核……！」

「わーははは、見たか。これが、オレが『翼よく獅じ子し』から引き抜いた剣の切れ味よ！」

　クロトは薄はく氷ひようのように研とぎ澄まされた刃やいばを太陽にかざす。

「こいつはな、羽根みたいに軽くて、抜ばつ群ぐんに鋭するどいんだ。オレの機き敏びん性っていう強みを、最大限引き出してくれる。もちろんオレにしか扱あつかえねーけどな！」

『翼獅子』から授さずけられる剣は、持ち主の特性に合わせた様々な効果を持つという。カイはもしも自分が引き抜いていたらと、羨せん望ぼうと悔くやしさを噛みしめずにはいられなかった。

　そんなカイの胸中を見み透すかしたように、クロトは「ふん」と鼻を鳴らす。

「こいつさえあれば誰にも負ける気はしねーぜ。なんなら一戦交えてみるか？　リン・アルクス！」

　カイは、核を握にぎり込んだリンの手が細かく震ふるえているのを見た。

「ひどい……ひどいよ、何の罪もない子を……っ！」

　リンは桜色の唇くちびるを引き結び、そしてきっと顔を上げた。

「何も悪いことをしていない、自分より非力な魔物を狩かるなんて──弱い者いじめと変わらないよ……っ！　こんなの、勇者がすることじゃない！」

　核をカイに押しつけて前へと走り出ると同時、リンの白い手が柄に走る。

「ほー、やるのか、へっぽこ勇者。──そう来なくちゃな！」

　正眼に構えたクロトと、柄に手を掛かけたリン。向かい合う両者の後ろで、連れの三人とカイが無言で睨にらみを利きかせる。

　カイは静かに腰こしを落とした。リンに賛同するわけではないが、こちらの言い分も聞かずたたっ切るというクロトの乱暴なやり口が気に食わない。

　蝉せみすら声を潜ひそめて、草いきれの混じった濃こい空気がぎしりと軋きしむ。リンの瞳ひとみが、ひたりとクロトを睨み据え、その腰から剣が鞘さやから走り出て──

「!?」

　その刃を視界の端はしにとらえた瞬間、カイは血の気が引くのを覚えた。リンの剣の刀身は曇くもり、放つ光はあまりに鈍にぶい。まさかとは思うが……──刃を潰つぶされて、斬れないようにされている!?　一体なぜ……いや、それよりも……リンに与あたえられた剣けんがこんななまくらであることがクロトに知られれば、リンはなおさら馬ば鹿かにされてしまう！

「リン、ちょっ、待てッ！」

「えっ、な、なに!?」

　剣を抜ぬく手を押し止とどめようとしたカイは、リンが驚おどろいて身を捩よじったせいで太ももをまともに撫なでる形となった。

「おお!?」

　きめ細かいもち肌が、しっとりと掌に吸いついてくる。なんという魅み惑わくの手て触ざわり！　こ、こ、この極ごく上じようの柔やわらかさよ……！

「ひゃあ!?　か、カイ、なにするの!?　こんな所で……！」

　カイは首を振ふりながら慌てて跳び退すさった。

「ち、違う違う違う！　すまん、手が滑すべった！」

「ひ、ひどいよ、最近太ったの気にしてるのに！　よ、よ、よりによってそんなぷよぷよしてるところ……っ！」

「ああああ、確かにちょっとぷにっとしてたかも！　あっ、これいい意味でな!?」
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「いやああああ！　いやああああ信じられない！　忘れて、忘れてよぉぉばかぁぁぁぁ！」

「いたたたた！　分かった、分かったから叩たたくな！」

　でも良かった、おかげでリンの怒いかりの矛ほこ先さきがこっちに向いたようだ！　いたたたた！

「おい、な、なにイチャイチャしてやがるんだ！　このクロト様を仲間外れにするなぁ！　っつーか……あれっ？」

　散々喚わめいていたクロトが、ふと眉をひそめた。

「もしかしてカイ……リン・アルクスとパーティーを組んだのか？」

「ん？」

　カイは呆あきれ返った。

「いや、今さらだろ」

「えっ……だ、だってお前……夏休み前にオレが誘さそったときは、断ったのに……？」

　リンが弾はじかれたようにカイを仰あおぎ見る。

「カイ、誘われてたの？」

　カイにしてみれば「誘われたっけ？」という程度だったのだが、そういえば終業式の直後、「わーははは！　伝記士とはざまぁみろだな、カイ・アンバー！　あんまりにも可か哀わいそうだから、特別に、オ、オレさまの旅のお供にしてやってもいいぞォ！　ありがたく思えー！」とかまとわりついてきたチビがいた気がする。当時の自分の精神状態をかんがみるに、おそらくにべもなく一いつ蹴しゆうしたのだろう。

「オレの誘いは断って、そいつと組むなんて……もしかして、お前、リン・アルクスのこと……？」

　クロトの声は震えている。このままではあらぬ誤解を招きそうだ。

　カイは親指でリンを示した。

「いや、こいつ幼おさな馴な染じみだからさ。俺にとっては妹みたいなもんで、頼たのまれると断れないっていうか……」

「……妹、みたいな……？　……なぁんだ、そっか」

　なぜか胸を撫で下ろすクロトを見て、リンが「むむっ！」と口を引き結んで進み出る。

「た、ただの幼馴染じゃないよ！　私とカイはね、つい最近まで一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったりしてた仲なんだよ！」

「んなっ!?　そうなのか、カイ・アンバー!?」

「いやいやいや！　つい最近って、お前！　十年以上前のことをつい最近って！」

「その気になったら今だって一緒に入れるもんね、カイ！」

「いや入れねぇよ!?　こう見えて俺も成長してっから！　もうあの頃ころの俺とは訳が違ちがうから！　既すでに部分的にはお前の知らない俺になっちゃってるからね！」

「なるほど、つまり湯船が狭せますぎると！」

「そういう物理的な問題じゃねぇんだよ！　さっきから適当なこと言い過ぎだろ、お前！」

「そ、そんな……ずるい……！」

　クロトは頬ほおを紅潮させている。のみならず、目を潤うるませてすらいる。

「ずるいぞ、幼馴染だからって……！　オレだって、オレだって、カイと……っ」

　クロトは言葉を詰つまらせたかと思うと、ぶんぶんと剣を振り回した。

「くそっ、鼻の下伸ばしやがって！　このすけべ、女ったらし、ふぬけのカイ・アンバー！」

「ああ？　てめぇだって女ばっかりはべらせてハーレム状態だろうが、このムッツリが！」

「ムッツ……！　そんなんじゃないやい！　もういいっ！　ばぁか、あーほ、お前なんか大ッ嫌きらいだ！　覚えてやがれ！　今度という今度こそ覚えてやがれ！　ぜひ覚えてやがれください、お願いします！　うう、く、くそーっ！　行くぞ、お前ら！」

「あっ、ねえ、クロトちゃん」

　パーティーを引き連れて逃にげるように走り去ろうとするクロトを、リンが呼び止めた。

「君はもう、宿題終わったの？」

　振り返ったクロトはすんと鼻を鳴らして胸を張る。

「ふん、大体な。ちょろいクエストばっかりだったぜ！　……ただ、『魔ま物ものを百体倒たおせ』は、ちょっと難しかったかな。魔物がなかなか見つからなくて。──まあ、残すところあとひとつだ。魔物狩がりでもしながらのんびりやるさ」

　すこし調子を取り戻もどしたのか、クロトはカイに向かってびしりと指を指す。

「その核かくはくれてやるよ。そんなちっぽけな核、換かん金きんしたところではした金にもなりゃしないからな！　あと、二度とこのクロト様を忘れたら承知しねーからな！　あばびょ！」

　恥はじすらも置き去りにして、クロトは仲間を引き連れ、草が生おい茂しげった川沿いの道を全速力で遠ざかって行った。

「捨て台詞ぜりふかんだぞ、あいつ」

　一体なんだったんだ……と小さな背中を見送って、ふと気付く。

　全員去ったかと思いきや、伝記士らしい女生徒が残っていた。人形のように整った顔に、にこにこと得体の知れない笑えみをはりつかせている。

「……なんだよ？」

「ひとつだけ忠告させていただきますわ」

　細い指がまっすぐにリンを示した。

「その服、着き替がえたほうがよろしいですわよ」

「え？」

　指し摘てきされて初めて、カイはリンの格好をまじまじと見た。

「……！」

　そこには世にも艶なまめかしい光景が展開されていた。薄うす手でのブラウスは緑のゲルで湿しめり、丸みを帯びたリンの柔やわ肌はだにぴたりと張り付いている。おかげでつつましい二つのふくらみとそれを包む繊せん細さいなレースの模様までもが浮うき上がり、くびれた腰のラインが夏の太陽の下にくっきりとさらされていた。起き伏ふくは乏とぼしいながらも、男では持ち得ないたおやかで儚はかなげな曲線美に、思わず釘くぎ付づけになってしまう。

「は、……はぅぅ……っ～～!?」

　自分の有様を見下ろしていたリンの顔が、みるみる赤くなっていく。頬を染め、目には涙なみだまで浮かべて……──あ、あれっ？　リンのこういう表情って、すっげぇ新しん鮮せんかも……なんか、妙みように艶つやめいていてそそられ……！　いや、そんなことを考えている場合ではない！

「あ……り、リン……あの……」

「み、み、みみみみみ……見ちゃダメ──────！」

　リンは混乱と羞しゆう恥ちが極限に達したのか、両手をべちーん！　とカイの顔面に打ちつけてきた。

「ぶっ！」

「見ないで、見ないで！　見ないでってばぁぁぁ！」

　リンは煙けむりが出そうなほど顔を真っ赤にして、胸をかき抱いだいたりうずくまったり、カイのローブに包くるまっては背中をべちべち連打したりと大おお騒さわぎだ。

「お、おい落ち着け！　見てない、見てないから！」

「うそつき！　見たくせに、見たくせに！　貧ひん乳にゆうとか思ったくせにーっ！」

「お、思ってねぇよ！　あ、でもいっちょ前に可愛かわいい下着つけてるんだって思っ……」

「!?　やややっぱり見たんじゃない！　ひどいよ、いっちょ前にってどういう意味ッ!?」

「すまん、それは謝る！　謝るからとりあえず離はなれろ！　つーか、さりげなく人のローブでゲル拭ふいてんじゃねぇぞ！」

　カイは急いでローブを脱ぬぐと、リンに向かって投げ出した。

「ほらっ！」

「ほわっ!?」

　ローブを頭から被かぶってもがくリンに告げる。

「目の遣やり場に困るから、しばらくはそれ着てろ！」

「あ、暑いよ、カイ！　それに湿ってる！　スライムくさい！」

「誰だれのせいだと思ってんだ」

　うんざりと呟つぶやきながら見ると、リンはローブをかき合わせて、すりすりと頬ずりしていた。

「……散々文句垂れてるくせに、なんでそんな嬉うれしそうなんだよ？」

「えっ!?　う、嬉しいわけないよっ、こんなに暑いのに！　あーっ、暑い暑い！」

　などと言いながら、リンは未いまだに風も通さず、しっかりとローブに包まっている。

「あああ……お前、そんな、ゲル擦こすりつけて……ああああ、俺のローブ……」

　カイはがっくりと首を垂れた。ローブがゲルまみれになること必至だが、背に腹は代えられない。このあと荷物をまとめるついでに、寮りように帰って着替えて来よう。

　ふとカイが顔を上げると、すでに伝記士の女生徒の姿はなかった。

「……なんだったんだ、あいつら……」

　気を取り直して、カイはリンに向き直った。

「リン。その剣けんを抜ぬいて見せろ」

「え？　うん……あっ、そうだよ！　さっきはどうして剣を抜くのを邪じや魔ましたの？」

「それを今から教えてやるから。とにかく抜いてみろって」

　カイが促うながすとリンは大人しく従い、剣をすらりと抜き放った。

　その刀身は、鈍にぶく太陽の光を照り返している。

　──やはり、研とぎ澄すまされているべきはずの刃はは丸く、どう見ても斬きれそうにない。

　カイは無言のまま手を伸のばすと、刀身をむんずと握にぎった。

「カイっ!?　何するの!?　そんなことしたら、手が切れちゃ……ッ！」

　リンが悲鳴を上げてカイの手をもぎ取る。そしてその掌てのひらを食い入るように見つめた。

「──あ、あれ？　怪け我がして、ない……」

　相当力を込こめて握ったにもかかわらず、カイの手には傷一つついていなかった。

「……やっぱりな」

「どういうこと？」

「刃を潰つぶされてんだよ」

　きょとんと瞬まばたきするリンに、カイは低く唸うなる。

「こいつは、相手を斬ることも傷つけることも出来ないなまくらだ、ってことだ」

「えっ？」

　リンが驚おどろくのも無理はない。勇者に与あたえられる剣は、魔物を倒すためにあるのだ。それが一体、なぜわざわざ斬れないように加工されているのか。

「刃を潰されてるって……なんで……？」

「さあな。とにかく、こんな剣を人前で抜いたら、笑いものになるだけだぞ」

　しきりと首をひねるリンを眺ながめながら、カイは呟いた。

「……勇者って、それぞれ特性に合わせた剣が与えられるんだよな？」

「うん。でも……その剣がこんななまくらって、どういうことかな？」

　……それは、暗にお前がなまくら勇者だということを示しているのでは……？　と思ったものの、さすがに口には出せずにいたところ、リンがぽんと手を打った。

「分かった！　斬れない代わりに、きっと、すごい魔力が込められてたりするんだ！　ひゃっほう！」

　すっかり有う頂ちよう天てんになって飛び跳はねるリンに、カイは頭痛を覚えた。

　この先が不安すぎる────っ！　どこまでポジティブなんだ、こいつは……！　浅く息を吐はいてふと顔を上げた時には、リンは町を目指して走り始めている。

「さあ、カイ、寮に戻ろう！　旅の準備だよ！」

「あ、待て、こら！　ああ、もうっ……せめて防具だけはしっかり固めろよ!?」

　とにもかくにも、出発しないことには始まらない。草いきれの立ち込める川辺を後にして、二人は旅の準備に取り掛かかることにしたのだった。










　カイはおおよそ冒ぼう険けんに必要と思われる物資をかき集めて、部屋を出た。リンとは女子寮と男子寮の中間にある食堂で落ち合うことになっている。

　カイが食堂の扉とびらを開けると──防具に４の字固めを極きめられているリンの姿があった。

「カイ、助けてぇ！」

「どうやったら防具を敵に回せるんだよ！　逆に器用だな！」

　絡からまった防具からリンを助け出すと、装着方法を細かに説明しながら、装備を手伝ってやる。まったく、本当にこいつ勇者なのかよ……先行き不安すぎるぜ……。

　ようやくリンの装備を終えると、二人は互たがいに持ち寄った物を交こう互ごにテーブルへと並べていった。

「まずは着替えに石けん、革かわ袋ぶくろだろ……」

「釣つり竿ざお！」

「麻あさ縄なわに短剣、光球……」

「虫取り網あみ！」

「薬草、包帯、胃腸薬……」

「水着と浮き輪！　色いろ鉛えん筆ぴつにスケッチブック！」

「待て、お前の持ち物浮かれすぎだろ！　遊びに行くんじゃねぇんだぞ！」

「もちろんカイの分もあるよ！」

「ありがとう！　でもそういう気き遣づかいはいらないから、ちょっと荷物を減らそうな！」

「はい先生！　バナナは武器に入りますか！」

「凍こおったバナナだけ認めます！　生のバナナは置いていきなさい！」

「……薬草って、必要かな？」

「なに必要不可欠なものから減らそうとしてんだ！　もういい、俺が取捨選せん択たくしてやるから、リュックの中身全部そこに並べろ！」

　はちきれそうなリュックからいそいそと荷物を取り出すリンを眺めながら、カイは頬ほお杖づえをついた。

　不安な要素は多々あるが、まぁ装備も整えたし、このあたりの魔物程度なら大だい丈じよう夫ぶだろ。いざとなれば逃にげればいいし──はあ……この俺が……魔物を薙なぎ払はらう勇者の姿にあこがれて剣の腕うでを鍛きたえ上げた俺が、魔物に背を向けて逃げるのか？　情けないったらねぇな……。

「ところで、地図は持ったか？」

「もちろん！」

　リンが意気揚よう々ようと広げたのは──大陸地図だった。

「範はん囲い広ぇぇぇぇ！　道とか宿場とか、大事な情報がぜんっぜん分からねぇぇぇ！」

「夢はでっかく！」

「そうだな！　よぉし、ついでに縮尺もでっかくしよう！　なっ！」

　二人は三分の一に減らした荷物を背負うと立ち上がった。

「どんな冒険になるのかなぁ。楽しみだね！」

「そうか？　俺は前ぜん途と多難な気がしてならねぇんだが……」

　中庭に面した扉を開けたリンは人の話も聞かず、ぱっと駆かけ出す。

「カイ、早く早く！」

「おい待て！　お前のリュック、穴が開いてないか確かく認にんしろ！　さっきからぽろっぽろこぼれてんだよ！」

　カイはこぼれ落ちた薬草やら光球やらを拾い集めながら、リンの後を追った。

「はぁぁ。あいつ、本当に大丈夫なのか？」

　勇者はそんなに甘いものではないのに。そう、俺が勇者だったら、きっとこんな間抜けな展開にはならなかった。

　中庭から小さな身体からだで精いっぱい背せ伸のびして手招きするリンを見ながら、カイは思う。

「──まだ、チャンスはある」

　カイは勇者になる夢を諦あきらめたわけではなかった。

　不幸のどん底に落ちたカイに新たな展望が開けたのは、つい昨日のこと──ようやく失意の淵ふちから蘇よみがえったカイは、新しい担任の住所を調べ上げ、家に押しかけて泣きついた。
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「もう一度、『翼よく獅じ子し』に挑ちよう戦せんさせてください！　勇者になる機会を、俺に下さい！」

　その時の担任の驚いた顔といったらなかった。

「やはりカイくんは、勇者志望だったのですね……」

　テーブルに二人分のコップを置きながら、若い女教師はまつげを伏ふせた。

「……とても言いづらいのですが、原則として『翼獅子』への挑戦は、学期末の試験で優ゆう秀しゆうな成績を収めた、各課程上位一割の生徒にしか許されません。つまり次に神しん殿でんに入れるのは──直近でも、五か月先です」

　カイは肺から声を絞しぼり出す。

「伝記士課程の試験の、内容は……」

「文術です」

　だめだ、終わった……！　活字嫌ぎらいの俺にとって、立ちはだかった壁かべはあまりに高い……！　足元が崩くずれ去るような絶望に襲おそわれ、カイは声すら発することが出来なかった。

「──ただし、カイくんは期待の優等生でしたからね」

　不意にほっそりとした白い手が、机の上できつく固められたカイの拳こぶしをさする。

「先生……？」

　担任は立ち上がったかと思うと、ぐいと身を乗り出した。真っ白に輝かがやく谷間が目を射て、カイは弾はじかれたように顔を背そむけた。細い指が蛇へびのように腕を這はい上がってくる。

「あ、あの……？」

「あのね、カイくん？　先生、君に相談があるのです」

　妖あやしくうごめく手がカイの肩かた、胸むな板いたへと滑すべる。教師のぽってりとした唇くちびるから、「ああ……」と悩なやましい吐と息いきがこぼれた。

「なんて美しい筋肉なんでしょう！　先生、嬉しいです。うちのクラスでこんなにいい身体をしている生徒は、他に居ませんから……」

「……っ！」

　竦すくむカイを、脳のう髄ずいまで蕩とろかすような上うわ目め遣づかいの視線がからめとった。

「ねぇ、カイくん。先生は、君の身体にとても興味があるのです。その鍛えあげた身体で、先生の欲望を満たして欲しいの……」

　──食われる!?

　カイは白い手を振ふりほどくと、持ち前の脚きやく力りよくを惜おしみなく発揮して飛び退すさった。

「つっ、つつつつつ謹つつしんでお断りもももも申し上げますッ！」

「うふふっ、冗じよう談だんですよぉ。そんなに怯おびえなくてもいいじゃないですか」

　だらだらと脂あぶら汗あせを垂らすカイに笑いかけると、担任はするりと椅い子すに戻もどった。先ほどまでの妖しさはすっかり抜け落ちている。つかみどころのない教師だ。

　カイがボスの機き嫌げんを窺うかがう犬のようにそろそろと席に戻るのを待って、担任は口を開いた。

「夏休み明けに行われる伝記の校内人気投票で、一位になって下さい」

「……」

「伝記士課程の学生が書き上げた伝記は、図書館で無料配布され、全校生徒をあげての投票が行われます。夏休み明けの投票でカイくんの伝記が一位になったら、特別に、『翼獅子』に挑いどむ権利をあげましょう」

「ほ、本当ですか……！」

「ええ。ただし、みんなには内ない緒しよですよ。先生との約束です」

「は……はい……っ！」

　カイは頷うなずいた。噛かみしめるように頷いた。伝記を書き上げることの難しさよりも、もう一度機会をもらえたという喜びの方が大きかった。その時は、まだ。
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「活字嫌いの俺が、伝記の人気投票で一位になる、か……」

　断たたれたわけではないとはいえ、勇者への道のりは遠い。だが……！

　カイは背筋を伸のばすと左ひだり頬ほおを叩たたき、己おのれに活かつを入れた。

　──そう、俺が勇者になれなかったのは何かの間ま違ちがいだ。勇者になるためには、まずはこの旅を成功させることが必ひつ須す……！　ならば仕方ない、勇者候補のエースだった俺が、お子様なリンを引っ張っていってやるか！

　リンは跳ねるように中庭を抜ける。木こ漏もれ日を弾くブラウスの白さが眩まぶしい。その背中を追いかけながら、カイは決意を新たにした。

　俺は絶対にリンとの旅を成功させて、必ずこのチャンスを物にしてみせる……！








　第二章　まず仲間にするなら屈強な戦士！

　　　　　そう思っていた時期が、俺にもありました




「ねえ、どこに行くの？」

　学園の校舎内。脇わき目めも振らずに廊ろう下かを歩くカイを、リンが小走りに追ってくる。

「とりあえず、仲間を募つのろう」

　リンが「仲間っ！」と声を華はなやがせた。

「ああ。『夏休みの友』のステップ１、『仲間を集めよう！』だ。お前は魔ま物ものを倒たおせないってことが判明したから、とりあえず戦力重視で、戦士課程の学生と──」

　指折り数えながら、カイは使命感に燃えていた。見てろよ、リン！　勇者候補筆頭とまで呼ばれたこの俺が道みち標しるべとなって、勇者らしいまっとうな冒険をプロデュースしてやるからな！

　勇んで歩調を上げようとした瞬しゆん間かん、見計らったかのようにローブを引っ張られて、カイは「ぐえっ」とカエルが潰つぶれるような呻うめきを漏もらした。

「なんだよ!?」

　振り返った先で、リンはきらきらと大きな瞳ひとみを輝かせている。

「酒場に行こう！」

「はあ!?」

「酒場に行くんだよ！」

　カイは廊下のど真ん中で立ち止まったリンの手を慌あわてて引いて端はしに寄せた。

「酒場が、なんだって？」

「酒場で本職を探すの！　プロを雇やとうんだよ」

「出来るわけねぇだろ、そんなこと」

「やってみなきゃ分からないよ」

「だってお前、未成年が酒場なんて……」

「でもほとんどの学生は里帰りしちゃってるし、今から手伝ってくれる殊しゆ勝しような学生を見つけようっていう方が難しいよ」

「……それは、まあ、そうかもしれねぇけど」

「その点、本職ならそれが仕事だし。それに勇者が酒場で仲間を探すのは基本でしょ？　将来のための、いい予行演習になると思うの！」

　突とつ飛ぴな案ではあるが、カイは内心で感かん嘆たんしていた。確かに『夏休みの友』には、「学生に限る」などという指定はなかった。

　こいつ、目の付けどころはいいというか……正直、俺じゃあ、ちょっと考えつかなかったな……。

「……い、いや！　まあそれくらい、俺も考えたけどなっ、うん！」

「そうなんだ！　カイ、さっすがぁ！」

「ま、まあなっ！」と額の汗あせを拭ぬぐって、カイは動どう揺ようを払はらうように首を振った。

「問題は人選だな」

「うん。どんな職業の人がいいかなぁ？　黒魔術師に薬くすり師し、弓使い。踊おどり子とか吟ぎん遊ゆう詩人がいたら、旅が楽しくなりそう！　あ、ニンジャも謎なぞめいててかっこいいよね！」

「阿あ呆ほか！　それは駄だ目めだ」

「なんで？」

　きょとんと目をしばたたかせるリンを見て、カイは内心で胸を撫なで下ろした。良かったー、やっぱりこいつはただのお子様思考だった。俺がしっかりリードしてやらないとな、うん。

「お前はただでさえ弱いんだから、まず無難に戦せん闘とう面を固めよう。欲を言えば百戦錬れん磨まの戦士か、旅慣れた精せい霊れい師しが欲ほしいところだ」

「なるほど！」

「どれだけ優秀な手て駒ごまを仲間に出来るかは、お前の腕うでの見せどころだぞ、リン」

　頼たのんだぞ、とけしかけると、任せておいて、と歯切れのいい返事が返ってくる。

「どうせ目指すならてっぺんがいいもんね！　よーし！」

　足を踏ふん張って仁に王おう立だちになるなり、リンは天てん井じように向かって高々と拳を掲かかげた。

「勇者王に、オレはな──」

「言わせねーよ!?」

　言いさした口を手の中に押し込めて、カイはすんでのところでリンの暴挙を阻そ止ししたのだった。










　二人は少ない日ひ陰かげを奪うばい合うようにして、繁はん華か街がいの一角──『猫ねこのおしり』亭ていに辿たどり着いた。規模こそ小さいものの、集まる冒険者の質では町で三本の指に入る酒場である。

「『猫のおしり』亭だって！　猫のおしりが見放題なのかな！　ひゃっほーう！」

　勇んで店内に踏み込もうとするリンの頭を押さえつけて、カイは思案した。……俺はまぁ、どうにか誤ご魔ま化かせるとして……リンの童顔じゃ、見み咎とがめられる危険性が高いなぁ……。

「リン、ちょっとこれ着てろ」

　カイは再び脱ぬいだローブをリンに羽織らせると、フードを目ま深ぶかに被かぶらせた。

「仕方ないなぁ！　暑いけど、そんなに言うなら着てあげるよっ！」

　上から目線な台詞せりふとはちぐはぐに、リンは頬を紅潮させて嬉うれしそうだ。

　ほんっとに変な奴やつだよなと呆あきれながら、カイは酒場のドアノブを握にぎった。

「いいか、学生だってバレるなよ。出来るだけ大人っぽく振る舞まうんだぞ」

「了りよう解かいでござる！」

「いや、なんでござる口調？」

「大人っぽいでしょ！」

　うんそうだねと伝家の宝刀のスルースキルを発動させつつ、くすんだノブを回す。頭上で乾かわいたベルが鳴り、にぎやかな喧けん騒そうが二人を迎むかえた。

　薄うす暗ぐらい店内はひどく込こみ合っていて、たばこの煙けむりが天井まで充じゆう満まんしている。二人は雑然と並んだテーブルの間を、小走りに通り抜けた。

　壁かべ際ぎわの席に辿り着くなり、リンが鼻息荒あらくテーブルを叩く。

「無事に潜せん入にゆうできたね！　うわあ、これが噂うわさの酒場か！　本当の勇者になった気分だよひゃっほぉぉぉおう！」

「あんまりはしゃぐな、つまみ出されるぞ」

「はしゃいでないよ、私はカイとは違って大人だからねひゃっほぉぉぉぉぉおう！」

「説得力皆かい無むだぞ。語ご尾びにことごとくひゃっほう付いてるから」

「ええっ、そんな！　全然気付かなかったよ（ひゃっほーぅ）」

「（くっ、こいつ直接脳内にひゃっほうをねじ込んできやがった!?　どんだけひゃっほうな気分だってんだ……！）」

　注文を取りに来たウエイターには、顔を伏ふせて一番渋しぶく見える角度を作り、よそ行きのバリトンで木きい苺ちごの甘かん露ろ水すいと炭酸水を頼んでおいた。

　と、カイの横で小動物のように周囲を見み渡わたしていたリンの動きが、ふいに止まった。

「ねえカイ、なんだかお腹なかがすかない？」

　視線の先を追うと、ふたつ先のテーブルの上で色とりどりの料理がまるで咲さき誇ほこる花のように溢あふれかえっていた。昼間っからずいぶん景気がいい。やはり社会人は違う。

「そういや、昼飯食ってねぇな」

「お金ある？」

「いや、飲み物代くらいしかねぇわ。……あれ、旅に出るのにこれってまずくね？　仲間とか雇えないんじゃね？　俺たちクエスト云うん々ぬんの前に飢うえ死にするんじゃね？」

　カイが財さい布ふをのぞきこんでいる間に、飲み物が運ばれてきた。よく冷えた炭酸水をブランデーよろしくちびちびと舐なめながら、店内を物色する。

　扉とびらに近い席で額を突つき合わせている四人組は勇者一行だろう。あまり人気が芳かんばしくないパーティーの典型のようで、伝記が売れないだの、最近は魔物の数が減って稼かせげないだのと、みっともなくくだを巻いている。他ほかにも赤ら顔をした精霊師、古参の戦士からフードを目深に被った黒魔術師まで、老ろう若にやく男なん女によ、様々な人種が集まっている。……と。

「カイ」

　ちょいちょいと袖そでを引かれて、カイは眉まゆをひそめた。

「なんだよ」

「どうせ仲間にするなら、可愛かわいい子がいいよね！」

　フードの奥のリンの目が、興奮を宿して輝かがやいている。

「はあ？」

「だって、伝記はエンターテイメントでしょ？」

「まあ、面おも白しろけりゃそれに越こしたことはねぇだろうけど」

「だったらいっそ、徹てつ底てい的に読み手のこと考えて、萌もえを狙ねらった方がいいと思うんだ！」

「萌えだぁ？」

「そう！　たとえばツンデレだったり、童顔だったり、巨きよ乳にゆうだったりさ」

「なんだそりゃ」

　リン曰いわく、伝記には華が欠かせないのだという。

「売れない伝記って、いまいち読む気がしないでしょ？　それはひとえに、登場人物がむっさい戦士だったり堅かた物ぶつの黒魔術師だったりして、魅み力りよくがないからなんだと思うの！」

「そんなことはないだろ。実際、踊り子や精霊師には女が多いし」

「違ちがうよ、ただ女がいればいいってもんじゃないんだ！　もっとあざとく男受けを狙おうってこと！　思わず守ってあげたくなるような、可か憐れんな女の子を仲間にしよう！　ムチムチの巨乳とかもいいよね！」

「ムチムチってお前、そのセンスどうかと思う」

「いいから私に任せて！」

　リンはしばし、「童顔、巨乳、ムチムチ、萌え、ムチムチ……」と唱えながら鋭するどい視線をさまよわせていたが、やがて勢いよく店内の一角を指示した。

「あ、あれなんてどうかな！」

　半信半疑だっただけに、リンのドヤ顔に嫌いやでも期待が高まる。カイは身を乗り出した。

「どれだ？」

「あれだよ！」

　リンの指の先を追うと、喧騒が飛び交かう酒場の隅すみ、光の届かないテーブルに、一人の人物が座っていた。

　カイの目がたばこの煙にくらんだのでなければ、──それはどこからどう見ても、ヒゲ面づらのおっさんだった。

「萌えは!?」

「あ、そうだった」

　男はいかつい体たい躯くを縮めるようにして、一人静かにグラスを舐めている。燃え立つような赤い髪かみ、浅黒く引き締しまった頬ほお、まばらに生えた無ぶ精しようひげ、右目を覆おおう眼帯。絵に描かいたような屈くつ強きような戦士だ。よほど腕に自信があるのか、身を守るはずの鎧よろいは無む駄だに露ろ出しゆつが多く、盛り上がった筋肉が見て取れた。

　でもちょっと……あれ、鎧が小さすぎるんじゃないだろうか……？

「別の意味でムチムチしてんぞ……」

　カイはリンの耳を引き寄せた。

「見れば見るほどごついおっさんじゃねぇか！　可憐で巨乳の美少女はどうしたんだよ！」

「ははっ、巨乳だって？　やだなぁカイ。私たちは素人しろうとなわけだしィ、萌えとかじゃなくて、戦闘力重視で選んだ方がいいと思うんだよねぇ。ごめんね、なんか、期待に応こたえてあげられなくて、さ……」
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「なんで俺が萌えを求めてたみたいになってんだ！　何その見下したような目、腹立つ！」

　リンの指がテーブルの下でカイの膝ひざをつついた。

「ねえカイ、誘さそってきてよ」

「なんで俺が」

「なんだか怖こわいんだもん、あのおじさん」

「俺だって怖こえぇよ、昼間っから一人で飲んだくれてる戦士なんて、訳ありに決まってんだろ」

「大だい丈じよう夫ぶ、私には分かるんだよ。あの手合いは、カイみたいにやんちゃな男の子が好きだよ。きっと偏へん執しゆう的なくらい好きになってくれるよ」

「なんだよそれ！　なおさらイヤだよ！」

「じゃあ声は私がかけるから、カイは盾たてになってよ。こう、二人羽織みたいにさ！」

「いやいやそれもおかしいだろ。というか、おちょくってるようにしか見えねぇだろ」

　押し問答の末、結局カイはリンを背後に庇かばいながら、及および腰ごしで戦士のテーブルににじり寄ることになった。

「離はなれちゃいやだよ、カイ！　離れちゃいやだよ！」

「分かってるって！　分かってるから脇わき腹ばらを掴つかむな、くすぐってぇな！」

　カイは出来る限りテーブルに近付くとごくりと唾つばを飲み込み、掠かすれた声を絞しぼり出した。

「あ、あのー……」

　戦士の隻せき眼がんがぎろりと二人を捉とらえた。薄暗い店内ですら底冷えするような光を帯びて、猛もう禽きんのように鋭い。

「何か用か」

　腹に響ひびくような、厚い手て触ざわりのある声だった。自然と身体がしゃちほこばる。

　カイは背中にしがみついていたリンを迷わず押し出した。

「こいつがお話ししたいことがあるそうですッ！」

「ええええ!?　ひ、ひどいよカイ、鬼おに！　外げ道どう！　裏切り者！　隠かくれサディスト！」

「うるせえ、もともとお前の仕事だろ！」

「いやだよ怖いよ！　この人めっちゃ睨にらんでるよ！」

「わかった、まずは空気を和なごませろ！」

「い、一番リン、一曲歌います！」

「そういうのはいいから！　気の利きいたジョークで！」

「そ、その時トムが言ったのさ！」

「どの時だよ!?　あとトムって誰だれ!?」

　男の武骨な指が、とん、とテーブルを叩たたいた。カイとリンはドラでも打ち鳴らされたように飛び上がって口を噤つぐむ。

「何の用かと聞いている。さっさと用件を言え、子どものお遊びに付き合っている暇ひまはないのだ」

「えっ、昼間からお酒を飲む暇はあるのに？」

「い、いいから早く誘えよリン」

　肩かたをかちかちに強こわ張ばらせて、リンは男に向き直った。

「あ、あの、突とつ然ぜんのお誘いで驚おどろかれるかもしれませんが、あ、あの、な、な、な、仲間になって頂きたいのですが！」

　裏返るほど上うわ擦ずったリンの申し出に、男の眉がぴくりと寄った。

「仲間だと？」

「は、はい！　私、勇者のたまごなんです！　でもまだ本当に駆かけ出しで……貴方あなたのような、手て練だれの戦士の力が必要なんです！」

「ほう、勇者のたまごか」

　男の精せい悍かんな顔がふっと和やわらいだのを、カイは見み逃のがさなかった。

「いいぞリン、もうひと押しだ！」

「うん！」

　勢いづいたリンは、両手をテーブルに叩きつける。

「勇者のたまごは、この町の名産なんです！」

「そうじゃねぇよ!?　なんで架か空くうのたまごをひと押ししてんの!?　なんだよそのしたり顔、全然したりじゃねぇんだよ！」

「何かと思えば、勇者ごっこか」

　男は無精ひげをなでながら笑った。

「子どもだけで酒場に乗り込む、その度胸だけは見上げたものだ。だが、子どものままごとに付き合ってやれるほど、この世界は甘くはないぞ」

「ままごとじゃありません！　私、本当に真の勇者を目指しているんです！」

　言い募つのるリンを、男がなるほどなと遮さえぎった。その口の端はしが吊つり上がっている。

「肝きもだけは人一倍据すわったはねっ返りのようだ。しかし身の程ほど知らずは、いつか己おのれを滅ほろぼすことになるぞ。……どうやら、世間の厳しさを教え込んでやる必要がありそうだな」

「え？」

「これも何かの縁えんだ。協力してやろう」

「ほ、ほんとですか!?」

　雀すずめが跳はねるが如ごとく手を取り合って狂きよう喜きしていた二人は、だが、という声に息を止めた。

「手を貸すからには、それなりの報ほう酬しゆうをもらうぞ」

「報酬……」

「お前は、俺の魂たましいと志こころざしを満たすだけの見返りを持っているか」

　やはりそう上う手まくはいかないようだ。見るからにいたいけなリンが懇こん願がんすれば、あるいは無む償しようでとも期待したのだが……。

　しかし落らく胆たんするカイを押しのけて、リンはとんでもないことを言い出した。

「報酬は、あります」

「おいリン、また適当なこと……」

　たしなめようとするカイを手で制して、リンは淡あわい翠みどりの瞳ひとみにかつてないほど真しん摯しな色を浮うかべた。男の独眼を真っ向から見据えて、とつとつと語り出す。

「今はこんな頼たよりない私ですが、いつかきっと歴史に名を刻む、偉い大だいな勇者になってみせます。あなたへの報酬は、そう……このリン・アルクスを一人前の勇者として育てたという、名声と誇ほこりでいかがですか！」

「いやいやいや！　なに大それたハッタリかましてんだよ、なまくらの剣けんしか持ってないへっぽこ勇者が!?」

　しかしリンの説得は、男に予想だにしない影えい響きようを与あたえたようだった。

「なるほど、出しゆつ世せ払ばらいというわけか」

　おもしろいと立ち上がるなり、男は吠ほえた。

「よかろう！」

「ええっ！」

「お前の栄はえある未来に、俺のこの命、賭かけてやろうではないか！」

「すげぇ重たい覚かく悟ごで博ばく打ちに乗ってきやがった！」

　どうしよう！　高潔に見えた戦士がまさかの博打うち！

「やったあ！　じゃあさっそく旅に出よう！」

「うむ」

「待てよ、リン！」

　カイは男の後にくっついて酒場を出ようとするリンの手を慌あわてて掴んだ。腰こしをかがめて小声で囁ささやく。

「どうすんだよ、あんな大おお風ぶ呂ろ敷しき広げて。報酬の当てもないのに」

「ふはははは、何を言っているんだね、カイくん」

「いや、なんで悪役口調？」

「口八丁も勇者の才能のうちってね！　口から出まかせのハッタリも、要は実現しちゃえばいいんでしょ？　私はきっと、歴史に名を残す勇者になってみせるよ！　勇者王に、オレはな──」

「それはもういいって！」

　男はごつい手をノブに掛かけながら、渋しぶみのある声をカウンターに投げた。

「マスター、ツケにしといてくれィ」

「かしこまりました」

　それを見たリンがせわしなく足あし踏ぶみする。

「聞いた？　ツケだってさ！　かっこいいね！」

「常連なんだな。言い慣れてる感じがまたいいよなぁ。一度でいいから言ってみたいぜ」

　リンも思うところは同じだったのか、扉とびらをくぐりながらニヒルな笑えみを浮かべた。精せい一いつ杯ぱいの渋い声で、

「マスター、ツケにしといてくれィ」

「いや、あんた誰ですか」

　ですよねー……

　カイとリンはなけなしの小こ遣づかいから飲み物代をカウンターに置いて、男の後を追った。










　外に出た途と端たん、白い陽光で目がくらんだ。蝉せみの声が耳元で聞こえるようだ。

　並んで歩くと、男はカイよりも頭ひとつぶん背が高く、いかにも偉い丈じよう夫ふといった隆りゆう々りゆうたる体つきをしている。

　繁はん華か街がいを後にして来た道を戻もどりながら、カイは改めて確かく認にんせずにはいられなかった。

「あ、あの、本当にいいんですか？」

「なに、ちょうど暇を持て余していたところだ」

　深しん灰かい色しよくの左目が、笑み含ぶくみにカイを見下ろす。

「それにお前たち、ユースタシア学園の生徒だろう」

「え、なんで」

「いや、なんでも何も、丸出しではないか」

　男が視線を振ふった先では、カイが貸したはずのローブを丸めて小こ脇わきに抱かかえているリンの姿があった。今にも溶とけそうな顔でカイに訴うつたえることには、

「あついー」

「なにあっさりボロを出してくれてんだ！　俺が何のためにローブを貸したと思ってんの!?」

　ひったくったローブを羽織る。学生だということがバレてしまった以上、早いとこ全部打ち明けてしまった方が身のためだ。

「いや、すみません……力を貸してほしいってのも、実は、こいつの夏休みの宿題で……」

「構わんよ。そんなところだろうと思ったさ」

「え？」

　カイは耳を疑った。学生の夏休みの宿題と知ってなお付き合ってくれるとは、常じよう軌きを逸いつしたお人よし……ではなく、寛かん大だいにも程がある。

「お前たち、勇者課程と伝記士課程の学生だな」

「そうですけど……」

　カイを見下ろす男の隻眼が、笑みの形に和む。

「実は何を隠そう、俺もユースタシア学園の出身なのだ」

「えっ、じゃあ先せん輩ぱいだ！」

　リンの驚きよう愕がくに、男は頷うなずく。

「ああ。戦士課程だったがな」

「へぇぇ」

　ユースタシアの戦士課程は一流をもって鳴る。これは心強いことこの上ないが、まさか同じ学園出身だったとは！　世間は狭せまい。

「あれ？　でも」

　本来あるべきものを探して、カイは男の鎧よろいに目を凝こらした。

「武器とか、戦士の紋もん章しようは……？」

　ユースタシア学園を卒業すれば、各職業に応じた徽き章しようが自動的に授じゆ与よされる。それ自体が資格の証明になっているから、それぞれの職業を名乗るためには、必ず徽章を左胸に掲かかげておかなければならないのだが……。

「ああ、実は、故ゆえあって転職したのだ」

「転職？　じゃあ、今は何を……」

　男は深い灰色の目を上げて前を見据えると、腹に響ひびく声で重々しく宣言した。

「遊び人だ！」

「ニートかよ！」

「ニートではない、遊び人だ。日がな一日瞑めい想そうにふけったり、お布ふ団とんと仲良くなったり、ちょうちょと鬼おにごっこをしたりしながら、この身が腐くさり果てるまでだらだら過ごすのだ！」

「だからそれはニートだろうが！」

「世の中は不ふ況きようだぞ、驚おどろくほど不況だぞ。世間の荒あら波なみに揉もまれても決して希望を失うなよ、お前たち！」

「あんた思いっきり波に呑のまれてんじゃねぇか！」

「違ちがう、俺は波に乗ったのだ！」

「乗りすぎだよ、何ノりにノって無職になってんだ！　なんなんだよその無む駄だな筋肉は!?」

「備えているのだ、いざという時のポロリのためにな！」

「ヤダこのひと何をポロリする気!?」

「ふむ！　まずは大胸筋を始めとして、三角筋、腹直筋は外せんな。あとは僧そう帽ぼう筋と……！」

「誰だれも望まねぇよ、そんなむさ苦しいポロリは!?」

　なにこの無駄にたくましい遊び人！　夏休みの宿題を手伝ってもらうどころか、この人リアル人生の夏休み真っ最中じゃねぇか！

「なんでニートのおっさんが鎧着てんだよ!?　まぎらわしいんだよ、ちくしょう！」

「勘かん違ちがいするな。俺は、伊だ達てや酔すい狂きようで遊び人などやってるわけではないぞ」

「はあ？」

　男の奥歯がぎりりと鳴る。

「遊ぶことこそが生きるための生なり業わいであるという、その辛つらさがお前には分かるか！　しかし俺の高潔な魂は、一度選んだ道を投げ出すことを潔いさぎよしとはしなかった！　ああ、そうだ」

　男は信念厚き革命家のごとく瞳に炎ほのおをたぎらせて、雄お々おしく咆ほう哮こうした。

「働いたら負けだ！」

「どうすりゃいいんだ、こんな誇り高いニート見たことねぇよ！」

　リンはというと、もうどうでもよくなったのか、よだれを垂らしてパン屋の窓にかじりついている。いいな、俺もあんなふうに気楽に生きたい。いっそサンドイッチになりたい。冷たい野菜とか挟はさんだら涼すずしそう。

　空想の翼つばさを広げてどこか遠くに飛んで行こうとするカイの思考を、男の声が遮さえぎった。

「冗じよう談だんではなく、今の時代は戦士に限らず、ひどい就職難だぞ。特にここ五年ほどは、討とう魔まの職業自体が飽ほう和わ状態にある」

「飽和？」

「一昔前は、ユースタシア学園卒といったら超ちよう一流のステータスだったさ。だが、最近は勇者の数が増えすぎてな。伝記格差が開いてクエストにあぶれる者も増え、核かく稼かせぎを目当てにした魔物の乱らん獲かくが多発しているという。中には遊び感覚で魔物を狩かるパーティーもあるとか……まこと、嘆なげかわしいことよ」

「ふうん」カイは唸うなった。

「最近魔物の数が減ってることも、何か関係があるのかもな」

「さあ、それは分からんが」

　と、小走りに追いついてきたリンが、「そういえば、自己紹しよう介かいがまだだったね！」と澄すんだ翠みどりの瞳でニートのおっさんを覗のぞき込んだ。

「私の名前はリンだよ！　ユースタシア学園の勇者課程！　よろしくね！　それで、こっちはカイ！　伝記士課程だよ！　ちょっとツッコミはきついし、目つきと口と寝ね起おきは悪いし、硬こう派はな振りして巨きよ乳にゆう好きだけど、根はいいやつなんです！」

「お前どさくさに紛まぎれて、なに人の性せい癖へきを暴ばく露ろしてくれてんだ！」

「それで、おじさんの名前は？」

　リンの問いかけに返ってきたのは、したり顔だった。

「ふふ、名乗るほどのものではないさ」

　気持ちは分からないでもない。きっとこの台詞せりふを言いたくてたまらなかったんだろう。

「名前がないの？」

「ああ」

　驚くリンに、男はさらに笑みを深めた。得たりとばかりに斜しやに構える。

「だが、人々は俺をこう呼ぶ。戦場を駆かける赤き虎とら、紅ぐ蓮れんの槍そう斧ふハルバー……」

「じゃあ私が名前を付けてあげるよっ！」

「えっ……」

　びくんと痙けい攣れんしたおっさんのなけなしの名めい誉よのために、カイはリンをなだめた。

「待て、リン。この人、いま明らかに名乗ろうとしてたぞ、名乗るほどでもないとか言いながら、大層な二つ名を持ってるっぽいぞ」

「え、そうなの？」

「……」リンの期待に満ちたまなざしを受けて、男は鷹おう揚ような笑みを浮うかべた。

「……ふ。構わん。これまでの人生、誰に飼われることもなく、野生の獣けもののように生きてきた。初めての主を得た今、名前で呼ばれるのも面おも白しろいではないか」

「ほらね、カイ！　やっぱり名無しみたいだよ！」

　いや、明らかに取り繕つくろった感が満まん載さいなんだが。

「まあ、いいか。よく考えりゃ、ニートに二つ名なんておこがましいよな。あってせいぜい布団の守護神とか、万年安座とかだよな」

　おっさんの隻せき眼がんにきらりと涙なみだが光ったように見えたが、気のせいだろう。

　リンは歩きながら思案顔をして腕うでを組む。

「うーん。強そうで、かつ高貴な名前がいいよねぇ」

「そうだな、名前くらいは立派なのがいいな」

「おい名前くらいとはどういう意味だ」

「ええとねぇ」

　唸ることしばし。「よし決まった！」と吠ほえたリンは、自信に満ちた顔を上げると男に向かってビシィっと指を突つきつけた。

「チチジル！」

「何がどう高貴!?」

「だめかな」

「だめだろ！　チチジルって何!?　チチジルってなんだよ!?　チチは何のチチ!?　連呼すればするほど卑ひ猥わいな妄もう想そうが膨ふくらんでくるぞ、ナニコレ不思議！」

　しかしカイによる渾こん身しんのフォローを粉ふん砕さいして、男は大きく頷いた。

「よかろう、気に入った！」

「気に入っちゃったの!?　いいのかホントに！」

「うむ」

　リンは手を打って喜んでいる。

「良かったぁ！　今日から君はチチジルだ！」

「なぁリン、やっぱりちょっと問題だと思うんだが。せめてチチは削けずってやろうぜ。ジルでいいだろ」

「待て、すまんが俺はどちらかというとチチの方が気に入って……」

「いや悪いこと言わねえからジルにしとけ、頼たのむから」

「よろしくね、ジル！」

　こうしてハルバーなんとかは、今日から新生ジルとして生きていくことになった。

「ところで、その独眼はどうしたんだ？」

　はにかむということを知らないのか、ジルは真しん剣けんな表情のまま、ほんの少し頬ほおを染めた。

「蚊かに刺さされた」

「……そうか」

　名誉の負傷とか激戦の勲くん章しようとかではないだろうなと予想はついていたが、さすが期待を裏切らない。悪い意味で。

　どうしよう、このひと遊び人の唯ゆい一いつの取り柄えである陽気さすらないんですけど。

　町の外を目指してここまで来てしまったが、重い足を持ち上げるのが億おつ劫くうになって、カイはついに立ち止まった。

　リンの腕をぐいと引き寄せ、小声で囁ささやく。

「リン、もう一度酒場に戻もどるぞ。この面子メンツでクエストに挑いどんでも、話にならん……」

　しかしリンは「ちちちち」と指を振ふった。

「見る目がないなぁ、カイ。私はジルこそが、私たちが求めていた仲間なんだと思うね！」

「……まさかお前、本当にこれで『仲間を集めよう！』が完かん遂すいされたと思ってんのか」

「じゃあ『夏休みの友』に訊きいてみよう！」

　リンは背中から冊子を取りだすと、意気揚よう々ようと開いた。

「ええっとね、先生は、クエストがクリアできたら自動的に判はん子こが捺おされるって言ってたんだけど」

　しかし件くだんのページには何の変化も見当たらなかった。

「ほら見ろ」

「おかしいなぁ。まだ人数が足りないってことかな」

「つーか自動的って、誰が合否を判断して、どうやって判子を捺すんだよ」

　カイはこめかみを押さえて息を吐はいた。

「リン……ジルには悪いが、今回は断って、別の仲間を探したほうが……」

「でも、私はジルが仲間になってくれたら素す敵てきだと思うなっ！　旅が楽しくなりそう！」

「いや楽しさ基準じゃ冒ぼう険けんはできねぇよ!?　まあ違う意味で大冒険だけれども！」

　リンはそれでも引き下がらず、必死に訴うつたえかける。

「だって、遊び人は遊びのプロだよ？　こう、常識じゃ考えられない、とてつもないことを起こしてくれそう！」

「この状じよう況きようがすでにとてつもねぇんだよ！　なんだよ、なまくら剣けんの勇者に活字嫌ぎらいの伝記士に屈くつ強きような遊び人って！　なんだこれ、改めて並べてみるとなおさらとてつもないな！」

「おい、まさかお前たち、散々俺をもてあそんで、今さら捨てるつもりではなかろうな」

　……無職で丸まる腰ごしのおっさんが、仲間になりたそうにこちらを見ている。

「大だい丈じよう夫ぶだよ！　だってジルは、もう私たちの仲間だもん！」

　リンはジルに向かって笑いかけると、切なげに潤うるんだ目でカイを見上げた。

「ねっ、カイ！　私、ジルと一いつ緒しよに旅がしたいの！　お願い、お願い！」

「……う」

　ああああ、リン、頼むからそんな子犬のような目をしないでくれ……！　思わずうなずいてしまいそうにっ……いや、でもこればっかりは譲じよう歩ほするわけには……！

「ね、ねぇカイ！　それよりも大切なことがあるよ！」

「ああ？」

「私はお腹なかが減ったんだよっ！」

　タイミングを見計らったかのように、リンの腹がどぅるるるんと唸る。

　カイは額を押さえた。

「どんな腹の虫だ。ちょっとは慎つつしみを持てよ、節操のない腹だな」

「しょんぼりーぬ！」

「え、なにそれ!?」

「奥ゆかしさをあらわしてみたよ」

「なにがしょんぼりーぬだ、ただの悪ふざけじゃねぇか！」

「しょんぼりーぬ・リン！」

「なんで通り名みたくなってんだよ！　そんながっかりな勇者聞いたことねえわ！　その二つ名で伝記に残すぞ!?」

「ねえねぇ、お腹減ったよー。お腹と背中と右わき腹と左わき腹がくっついて、砂時計みたいになっちゃうよぉー」

「よーし、なってみせろ。逆に興味が湧わいた」

「見てよほら！　胸がぺったんこになっちゃった！」

「いや最初っからだろ」

「…………」

　はっと口を押さえたときにはもう遅おそい。自分から自じ虐ぎやくネタを出してきたくせに、リンは死んだ魚のような目で黙だまりこくってしまった。

「い、いや、あの……今のはすまんかった、ほんと……」

「安心しろリン、俺はすこし小ぶりなくらいが好きだぞ！」

「あんたの好みは聞いてねぇよ！」

　ジルの慰なぐさめで復活したのか、リンはカイの袖そでを引いて、飢うえた子犬のように空腹を訴え続ける。

「ねえカイ、おなかが減っては戦いくさができないよー！」

「だれと戦する気だよ。そんなこと言ったって仕方ねぇだろ。金はないし、家は遠いし、ジルは無職だし」

　こうなったら時間はもったいないが、一いつ旦たん寮りように帰るしかないかと本気で思案し始めた時。

「ならば俺の部屋に来い」

「え？」

　カイとリンの視線を受けて、ジルは厚い胸を反らした。

「たいしたものはないが、パンとチーズ、干したナツメヤシくらいなら出してやれるぞ」

「ジルのおうち、近いの？」

「ああ。このまま商店街を抜ぬけて、左に折れればすぐだ」

「一人暮らしなのか？」

「うむ。学生時代に借りていた下宿に、そのまま居い候そうろうしている」

　ユースタシア学園は、他の町から来ている学生が大多数を占しめる。ほとんどの学生は下宿や寮に入っていて、実家から通っている学生の方が珍めずらしいのだ。

「西向きの部屋なので、少し暑いがな。風通しはいいぞ」

「どうする？　カイ」

　食べ物があるのはありがたい。このままでは寮に着くまでに干物になってしまいそうだ。

「お言葉に甘えるとするか」

「やった！」

　こうして三人はパンとチーズにありつくべく、陽ひざかりの商店街を急ぐのだった。








　第三章　まさかこんな可愛い花屋の娘が、

　　　　　最強召喚士なはずはない……！




　日ひ陰かげを歩くジルの後について角を曲がると、古ぼけた煉れん瓦が造りの長屋が現れた。この二階建ての建物が、ジルの下宿先のようだ。

　どうやら一階が花屋で、二階が貸し部屋になっているらしい。色いろ鮮あざやかな花が咲さき誇ほこる店先で、小こ柄がらな娘が街路に水をまいていた。

「大丈夫かな、あの子。何もない地面に水をあげてるけど。そこには一本の雑草も生えていませんよ、あなたが水をあげるべきは自分自身ですよって、教えてあげたほうがいい？」

「いや、ただの打ち水だろ。あれだけでもけっこう気温が下がるらしいぜ」

「二人とも、ちょっと待て」

　煉瓦の建物にまっすぐ向かおうとしたカイとリンは、襟えり首くびを掴つかまれて引きずり戻された。

「なんだよ、ジル」

「まいったな」

「なにが？」

　角の塀へいに身をひそめたまま、ジルは険しい顔をして唸うなっている。

　二人もそれにならって、塀に背中を押しつけた。

「あの女だ」

「知り合いなのか？」

「下宿の大家の娘だ」

「大家さん、お花屋さんなの？」

　大家の娘とおぼしき少女は、今度は鉢はち植うえを日陰に寄せはじめた。

「なにが問題なんだ？」

「家賃を二年分滞たい納のうしている」

「ずいぶん溜ためたな……」

「言葉で言うのは簡単だが、二年という歳さい月げつの重みは凄すさまじいぞ。考えてもみろ、いま一歳の赤子などは、二年前には影かげも形もなかったのだからな。まこと、生命の神秘を感じる」

「なんで家賃ごときで生命の神秘を感じてんだよ」

「今まさに、生命の危機にさらされているからだ」

　わけが分からんという視線の意図をくみ取ったのか、ジルは眉まゆ根ねをぐっと寄せた。

「あの女、見た目にそぐわず凶きよう暴ぼうなのだ。家賃を取り立てるためには手段を選ばん。昼間っから職も探さずぷらぷらしているところを見つかれば、撲ぼく殺さつされること請うけ合いだ」

「そんな過激な子なの？　全然そうは見えないけど」

　リンの疑問ももっともだ。背中に流れる長い髪かみといい整った顔立ちといい、遠目に見た限りではいかにも花屋の娘といった、可か憐れんで優やさしげな女の子という印象を受ける。おまけに店の制服なのか、メイド服に似た華はなやかかつ優美な服をまとっていて、手にはぞうさんのジョウロを装備しているあたりがまた愛らしい。

　──なにより良い胸をしている、うん。巨きよ乳にゆうと美乳は無条件に正義だろう、違ちがうのか？

「ともかく見つかりたくない。裏口までたどり着ければ、階段があるのだが」

「わかった」

　リンが可か哀わいそうなくらい薄うすっぺらい胸を、どんと叩たたく。

「私が特とつ攻こうするよ！」

「特攻？」

「私があの子の注意を引きつけておくから、カイとジルは、その間に裏に回って！」

「なるほどな、囮おとり作戦というわけか」

「けど、どうやって気を逸そらせるんだ？」

「大丈夫、任せてよ。出来る限り遠くに誘さそい出してみせるから。名付けて、夏の☆チキチキ・ナンパ大作戦！　泥どろ船ぶねに乗ったつもりでいてね！」

「いや大船だろ。泥船ってお前、最初から難破する気満々じゃねぇか」

「ナンパだけにね！」

「なるほど、それが言いたかっただけか。リンのくせにずいぶん巧たくみに誘ゆう導どうしやがったな」

　しぶるカイとは対照的に、ジルは「それでいこう」などと妙みように乗り気だ。

「ナンパ大作戦ならば王道を狙ねらって、喉のどかわいてない？　から始まって、一いつ緒しよにお茶しようよ！　の流れだな」

「喉かわいてない？　から始まって、一緒にお茶しようよ！　だね、分かった！」

　ジルはリンの細い肩かたを両手でしっかと掴んだ。

「お前の肩に、俺たちの命運がかかっている。頼たのんだぞ！」

「ランチャー！」

「なんだよその物ぶつ騒そうな了りよう解かい！　ラジャーだろうが！」

　リンはなぜか塀から激しく前転しながら転がり出ると、花屋に向かって歩んで行った。なんだかぎこちないと思ったら、右手と右足が一緒に出ている。

「やっぱり俺が行くべきだったかな……危なっかしくて見ていられな……あっホラつまずいた、なにやってんだよ足元見て歩けよ危ねぇだろうが、だいたい注意力が散さん漫まんすぎるんだって普ふ段だんから言ってるでしょうが、あの子はもうっ！」

「落ち着けカイ、お母さんみたいになっておるぞ」

　道に落ちた花弁を拾っていた娘が、不意に顔を上げた。ぎくしゃくと歩んでくるリンの姿を認めるなり、ぱっと笑え顔がおを咲かせる。

「まあ、可愛いお嬢じようさん！　何か御ご用ようかしら？」

　……うん？　カイは眉まゆをひそめた。まともだ、まとも過ぎる反応だ……。それどころか柔やわらかい笑みを浮うかべた表情は、思わず見とれてしまうほどに愛くるしい。この笑顔目当てに花の一本も買い求めたくなってしまう。本当にこれが、ジルが言っていたような凶暴な女なのだろうか？

　リンはぎこちないながらも娘の前に立った。いよいよ作戦開始だ。

　リンはゆっくりと手を持ち上げると、親指を自分の首に当てた。その親指を勢いよくシュッと真横に薙なぐなり、

「ヘイ！　喉かわこうよ！」

「どんな誘い方!?」

「なんだあのジェスチャー!?」

　カイとジルの二段構えのツッコミは届かない。

　自分でも失敗に気付いて慌あわてたのか、リンはしゃかしゃかと足を踏ふみかえて、妙に曲がりくねったポーズを決めた。そしてばちんと片目をつむり、

「お茶、かわいてない？」

「何の話!?」

「混ざっておる、完全に混ざっておるぞ！」

　リンの動どう揺ようはとどまるところを知らない。

「あ、あのっ、チキチキ！　じ、じゃなくて、えーっと、大船とナンパが囮でねっ！」

「まあ、うふふ。なんだかよく分からないけれど、とても楽しそうね！」

　娘は引くどころか、「なにかしら、この可愛い生き物は」とでも言いたげな愛いとしげな目つきで、あわてふためくリンを見守っている。

「……なんか、普通に出て行っても問題なさそうじゃね？」

「早まるな、カイ！　彼女が優しいのは、ごく限定的な相手に対してのみで……！」

「あら、何か声がしなかった？」

　少女がくるりと踵きびすを返して危あやうく見つかりそうになり、男二人は慌てて顔を引っ込めた。

「あっ！　あの、あのねっ！」

　うろたえたリンはいきなり両手を伸のばすと、少女の顔を挟はさんだ。力任せにぐいと引き寄せるなり、噛かみつかんばかりに吠ほえたける。

「もう花なんていいから、黙だまって私だけを見み詰つめていなよ！」

「どんなプロポーズ!?」

「見かけによらず肉食系だな！」

　陽ひざかりの花屋の店先で、少女たちはただただ無言で見つめ合っている。

「なにあの絵え面づら。すげえシュール」

「今だカイ、行くぞ！」

「え？　なにこれ、行っていいのか？　もしかしてナンパ成功してんのか、あれ。なんで成功するんだ？　あんな口説き文句アリなのか？　乙女おとめ心ごころってマジ不可解」

「つべこべ言わずについてこい！」

　泥棒のごとく身を屈かがめて走り抜ぬける。そのまま一気に店の裏へと飛び込もうとした。が。

「……ハルバード？」

　硬こう直ちよくしたジルの腰こしに腹部を強打して、カイはジルもろとも地面に転がった。

「いってぇ！」

「……やあ、ニーナ」

　どうやら努力もむなしく見つかってしまったようだ。しかしハルバードとはまた、たいそうな名前だ。

　ニーナと呼ばれた娘は、腕うでを組んでジルを見下ろしている。

「ずいぶん楽しそうね。あなた、こんな時間になにをしてるの？」

「いやいや、ははは、ちょっと後こう輩はいと親しん睦ぼくを深めていてな」

「後輩？」

「うむ。二人ともユースタシア学園の学生だ。たまたま出会って、懐なつかしくて、つい、な」

「……で、新しい就職先は見つかったの？」

　語ご尾びに含ふくまれた静かな怒ど気きに気付かなかったのか、あろうことかジルは「そんなもの」と一いつ笑しように付した。

「就職など、遊び人たる俺の美学に反する！」

「あら、そう」

　次の瞬しゆん間かん、カイは彼女が凶暴と評される所以ゆえんを目まの当たりにすることになった。

　ニーナの端たん整せいな顔が鬼おにの形相に変わるなり、華きや奢しやな足が雄お牛うしのごとくジルの頭を猛もう然ぜんと踏みつけたのだ！

「こンの寄生虫が！　あんたの犬の餌えさみたいな生き様なんざどうでもいいから、いい加減に家賃払はらえっつってんのよ、社会の蛆うじ！　人間のクズ！　哺ほ乳にゆう類るいの恥はじさらし！」

「いだだだだ！　すまんがニーナ、その靴くつ、ヒールがついてないか確かく認にんしてくれぬか!?　頭がえぐれるように痛いのだが！」

「安心しなさい、ヒールはないわ！　えぐるように踏んでるのよ！」

「そうかなるほどな、それは安心だ！」

「ついでに顔面もすりおろしてやるわよ！　石いし畳だたみで削けずってミンチにしてやるわよ！　その薄っぺらい美学とやらを捨ててただの肉にく塊かいになれば、少しは世の中に貢こう献けんできるんじゃないの!?」

　カイの角度から見ると、ニーナの姿はちょうど太陽を背負っていて、輪りん郭かくだけが浮かび上がって逆に怖こわい。トラウマになりそうだ。

「い、いや、ちょっ、あの……そんな踏みにじったら、さすがに死ぬんじゃ……」

「何か言った!?」

「何でもございません！」

　カイは全力で五体投地した。すまんジル、助けられなかった。お前の屍しかばねを越こえて、俺は強くなるよ！

「っつーか、俺たちとリンへの対応の差が激しすぎねぇか!?」

　小声の呻うめきを拾ったのか、ニーナの靴の下から、ジルが「そうとも！」と同意を示す。

「何を隠かくそう──彼女は可愛かわいい女の子が大好物で……っ！」

「なんだか生ゴミがうるさいわね」

「おお……！」

　体重を掛かけられて恍こう惚こつの声をあげるジルなど歯し牙がにもかけず、ニーナは夢見るようなまなざしを蒼そう穹きゆうへと向けて、ふわりと両手を広げた。

「けれど、否定はしないわ──女の子は天使。女の子は宝……この世界に存在する、すべての可愛いもの、可愛い女の子は、読んで字のごとく、愛されてしかるべきなのよっ！」

　興奮が頂点に達したのか、ニーナはジルの頭をぐりぐりと踏みにじる。

「さあ、愛らしくもなければ家賃も払えない無能な生物よ、ミンチになりなさい！」

　ジルの顔面はますます石畳にめり込み、いよいよ鼻からすりおろされるかに見えたその時──ずごごごごぉぉぉむ、とすさまじい地鳴りが響ひびいた。

「えっ、な、なに!?　何の音!?」

「えへへ、ごめん、私のおなか」

　照れ隠しなのか、リンは「いっけね」とばかりに舌を出して胃の辺りをさすっている。

「ミンチって聞いたら、急にお腹なかが減っちゃって☆」

「お前今の流れでよく食欲が湧わくな!?　どんな悪あく食じきの腹の虫だよ!?」

　ニーナはジルの頭に足をのせたまま唖あ然ぜんとしている。

「もしかして、お昼ごはん食べてないの？」

「うん。私たち無一文なの」

　ニーナは細い顎あごに手を当てて考え込んでいたが、やがて晴れやかな笑顔をリンに向けた。

「ちょっと待っててね、後で行くわ！　……ハルバード、ぼさっとしてないで、お客様を部屋に案内してあげなさいよ！」

「うむ」

　ニーナが長い髪かみをなびかせて店の奥に引っ込んだのを確かめて、カイはぐったりとうなだれた。

「はぁー、助かった。リンの腹に感謝だな」

「まったくだ」

　ようやく解放されたジルの顔は擦すり傷きずだらけになっていた。頭もちょっとへこんでいる。

「あれが大家の娘むすめか……」

「そう。ニーナだ」

「ジル、苦労してるんだな……」

「なんの。今のはまだ序の口さ。さすがに客人の前だからな、手心を加えてくれたようだ」

「お前、店たな子ことしては最低だけどタフさは一流だよ。心から尊敬する。でも家賃は早いとこ払ったほうが身のためだぞ」

　重い身体からだを引きずるようにして、裏手にある階段を上がる。リンの足取りだけは弾はずむように軽かろやかだ。

「もしかしてニーナ、ごはん作ってくれるのかな」

「そうみたいだな」

「ねえカイ、ジル。私、いいこときらめいたんだけど！」

「なるほど、お前が何か閃ひらめいたらしいことは分かるが、それが果たしていいことかどうかは俺に判断させてくれ、頼たのむ」

　リスのように階段を駆かけ上がって、リンはカイたちの前に回り込んだ。

「あのね、ニーナも仲間になってくれないかな！」

「はあ!?　お前なに言って……今の所業見ただろ!?　鬼き畜ちくの行いだぞ！」

「私はまじめに考えたんだよ、今の私たちに、何が足りないのか！」

　さて何が足りないのかと考えてみれば足りないものしか見当たらないのだが、まあ珍めずらしく真しん剣けんに考えたらしいし、勇者リンのご高説を聞いてみよう。

「私たちに必要なもの、それは」

　リンは細い肩かたをそびやかした。

「ツッコミキャラさ！」

「……」

　いろんな想おもいが走馬灯のように駆け廻めぐる。脳内で複雑な感情がかきまぜられて遠心力でふっ飛んで行って、カイはようやくひとつの疑ぎ問もん符ふを口にした。

「え、なんで？」

「私は伝記としてのバランスを考えたんだよ」

「バランス？」

「そう、バランス。この面子メンツを見てごらんよ、カイ。見事にボケがそろい踏ぶみじゃないか。私は危機感を抱いだいたの。そろそろツッコミキャラを投入するべきだ、ってね。ボケ倒たおしじゃ話がまとまらないし、読者もきっと疲つかれちゃうだろうからね」

「ちょっと待て！」

　譲ゆずれねえ！　お年寄りには笑え顔がおで席を譲る俺でも、これだけは断固として譲れねえ！

「お前、俺の苦労を知らんとは言わせねぇぞ！　今だって立派にツッコんでんだろうが、こんなに健けな気げに！　だいたいあの女はツッコミじゃない、ボケ属性だ、俺には分かる！」

「でも、ニーナはカイが大好きな巨きよ乳にゆうの美人さんだよ。萌もえはクリアしてるよ」

「だから俺がいつ萌えを求めたよ！」

「ごはんだって作ってくれるし」

「早い話が餌え付づけされてんじゃねぇか！　断言できるぞ、あいつを仲間に入れたら大変なことになる！　俺は反対だ！」

「俺も、カイの意見に同感だな」

　助け船を出してくれたのはジルだった。

「彼女を仲間にするのは、やめたほうがいい」

　思いがけない加勢を得て、カイは胸をなでおろす。

「そうだよな。ジルは生死にかかわるだろうし」

「いや、そうではない」

「え？　じゃあなんで……」

「ニーナは、俺と……」

　呻くように言うと、ジルは階段の手すりを叩たたいて断言した。

「キャラが被かぶっている！」

「どこがだよ！」

「よく考えてみろ、カイ！　ニーナとニートだぞ、響きがほぼ丸被りではないか！」

「ついに認めやがったな！　お前やっぱり純然たるニートなんじゃねぇか！」

　こいつらぁぁぁあああ！

　怒いかりに任せて足を踏ふみ鳴らすと、木の階段がみしみしと悲鳴をあげた。

「だから、足りねぇのは経験と頭脳と戦力だっつってんだろ！　花屋の娘なんか仲間にしたところで、せいぜいお花畑でウフフアハハな展開になるのが関の山だろうがぁぁぁああ！　ほらほら捕つかまえてごらぁん、やだ待ってよぉ、キャッキャイチャイチャ！　あれっ、それ結構よくね!?」

「ご、ごめんねカイ、ちょっとふざけすぎたよ」

「はやく日ひ陰かげに入ろう。暑さで意識がもうろうとしているのかもしれん」

　ジルがカイを羽は交がい締じめにして部屋へと引きずり、リンが手帳で顔をあおいでくれた。

　男の一人暮らしではさぞかし混こん沌とんとしているのだろうと思いきや、ジルの部屋は殺風景の一言に尽つきた。窓まど際ぎわにちょこんと飾かざられたサボテンが浮ういてみえるほどだ。

　カイはリンの肩を借りて、質素なベッドに横たわった。

「疲れてるんだよね、ごめんねカイ。私ったら、いっつもカイに甘えてばっかりで」

「いや、別にいいけど……」

　言いさした時、額にぴたりと優やさしい感かん触しよくがのった。

「え？」

　目を開けると、リンの翠みどりの瞳めがじっと覗のぞき込んでいた。小さくて柔やわらかい手が、なでなでと一生懸けん命めいに額をさすってくれている。それが思いのほか心地ここちよい。

　……あれ？　これ、ちょっと良くね？　リンのことなんとも思ってないにしろ……女の子に優しく介かい抱ほうされるとか、ちょっぴり幸せじゃね？　い、いいな、これ。いいよ、うん。

　真剣な顔をしたリンが小さな声で「よしよし、よしよし」と心配そうに呟つぶやくたびに、カイの口元はだんだんとにやけてくる。

　ああ、ことあるごとに暴走しようとするリンの手た綱づなを絞しぼり続けて十六年、今この瞬間、俺の壮そう絶ぜつなるツッコミ人生は報むくわれているのだ……！

　が、残念ながらさんさんたる日光が親のかたきのごとく顔に直ちよく撃げきする。じりじりとまぶたを焼かれて、カイは十秒ともたずに起き上がった。

「まあ飲め、カイ。ゆっくりな」

「悪いな」

　水が満たされたコップを受け取ると、ジルの口から思いがけない事実が告げられた。

「カイ、あいつ、ただの花屋ではないぞ」

「は？」

「ニーナは召しよう喚かん士しだ」

「え？」

「召喚士？」

　隣となりに座ったリンが、きょとんとおうむ返しに問う。

　召喚士と言えば、冒ぼう険けんに携たずさわる職業の中でもさらに異色とも呼べる存在である。

　この世界にはごく稀まれに、磁場の歪ゆがみに干かん渉しようできるという特とく殊しゆな体質を生まれもつ人間がいるらしい。

　彼らは訓練によって異世界──主に幻げん獣じゆう界と接する術すべを持ち、そこから、この世界にはない存在を召喚することができる。その威い力りよくは絶大で、故ゆえに召喚士は一人一人が戦略級の戦力を有していると言われていた。カイも話には聞いたことがあるが、実際にお目に掛かったことはない。天下のユースタシア学園にすら、召喚士の課程はない。召喚士だけは天性の才能がなければ、資格を得ることはできないからだ。

　あのサディスティックでバイオレンスな花屋の娘が、召喚士？

「まさか、嘘うそだろ」

「いや、大家から──彼女の父親から聞いたから間ま違ちがいない。たしか、ほんの幼い頃ころに召喚士同盟の者が迎むかえに来たとか言っておったな。紋もん章しようもまだ持っているはずだ」

「だったら、なんで花屋なんかで働いてるんだ？」

「一時は大陸守護騎き士し隊も務めたらしいが、やはり故郷で家業を手伝いたいからと、戻もどってきたということだ」

「すげえな。騎士隊を蹴けったのか」

　まさか、こんなところで召喚士にお目見えできようとは。

　リンが興奮してカイの肩をゆする。

「ね、やっぱり誘さそってみようよ！」

「ハルバード」

　その時、叩きつけるような呼びかけとともに、部屋のドアがノックもなしに開いた。足音も荒あらく入ってきたのは、バスケットを携えたニーナだ。

「入ったわよ」

「事後承しよう諾だく!?」

「うむ」

「うむじゃねーよジル、プライバシーとかないのか、この部屋!?」

「プライバシー？」

　ニーナの顔には、そんなものは犬に食わせてしまえとでも言わんばかりの侮ぶ蔑べつが浮かんでいる。

「寄生虫以下のゴミに、プライバシーなんて必要？」

「必要ございません！」

　ほとんど身体を折り畳たたむように頭を下げるカイには目もくれず、ニーナは手にしたバスケットをリンに差し出した。

「これ、どうぞ？　余り物で申しわけないんだけど……」

　リンに手て渡わたされたバスケットには、彩いろどりも鮮あざやかなサンドイッチが詰つめ込まれていた。

「わあ、おいしそう！」

「俺もひとつ……」

「待ちなさい。あんたらにはこれよ」

　投げつけられた袋ふくろには、パンの耳がぎっしりと詰まっていた。

「……いや、これ本当の余り物だよな。サンドイッチ作った時の余り物だよな」

「うむ、ありがたくいただこう！」

「なんだろう、涙なみだが出てきた。悲しくないのか、ジル」

「いただきまーす！」

　リンは腹ペコの小動物のように、ハムとチーズのサンドイッチを大きくほおばった。息を詰めて見守っていたニーナに、ぱぁっと笑いかける。

「うわぁ、おいしい！　これとってもおいしいよ、ニーナ！」

「ほ、ほんと？　良かった……」

「うん、カイが作ってくれるお弁当と同じくらいおいしいー！」

「えっ」

　ニーナの視線がナイフのように尖とがってカイを貫つらぬいた。

「あんた、料理できるの!?」

「あー……まあ、小さい頃から作ってたから。両親は共働きだし、姉貴は身体からだ弱いし……」

「そうなの。ユースタシア学園に入学して寮りよう生活になってからは、ときどきお弁当も作ってくれるんだよ。卵焼きが甘くてふんわりしてておいしいの。私、カイの卵焼き、大好き！」

　大好きという無む邪じや気きな一言に過か敏びんに反応して、ニーナは猛もう獣じゆうのようにカッと目をみはった。粘ねばるような視線でカイをからめとり、怨おん念ねんに満ちたうめきを紡つむぐ。

「もげろもげろもげろ……！」

「やめてくんね？　人の下半身を凝ぎよう視ししながら不ふ吉きつな呪じゆ文もん唱えるのやめてくんね？」

　有う頂ちよう天てんのリンは、カイの口に「今度こういうの作ってー」とたまごのサンドイッチを詰め込んでくる。ニーナの表情がぎしりと強こわ張ばった。

「ふ、二人はずいぶん仲が良いのね……？」

「うん！　私たち幼おさな馴な染じみなの！」

「幼馴染ですって!?　そ、そう、それはうらやまし……もげろもげろもげろ……っ！」

「やめてください。お願いだからやめてください。リンとは全然そういうんじゃねぇから。もげたところで、ただのもげ損だから」

「あっ、そうだ！　私、ニーナにお願いがあるんだよ！」

　リンはバスケットを置いて立ちあがるなり、ニーナの両手をしっかと握にぎった。

　ニーナは「あら」と嬉うれしそうに首を傾かしげる。

「なにかしら、可愛かわいいお嬢じようさん？」

「私、勇者を目指してるんだ！」

「まあ、勇者？　あなたが？」

「そうなの！　あっ、まだ名前を教えてなかったね！　順番に自己紹しよう介かいするよ！　私はリンだよ、リン・アルクス！　ユースタシア学園の一年生！　勇者課程だよ、よろしくね！」

「ええ、よろしく」

「俺はカイだ。同じく一年生で、課程は伝記士……」

「もげろ」

「そして知っての通り、俺はハルバード、誇ほこり高き遊びに……」

「働け寄生虫」

　どうやらニーナの中でリンを頂点としたピラミッドは、カイ、ジルの順番に形成されているらしい。それにしたって、リンと次点の差が開きすぎではないだろうか……？

「ジルに聞いたよ！　ニーナ、召喚士なんでしょう？」

「……えっ？」

　リンが無邪気に問うと、ニーナの菫すみれ色いろの目がかすかに泳いだ。

「そ、そうだけど……」

「あのね！　私の仲間になってほしいの！」

「え……仲、間……？」

　リンの手から逃のがれようとするように、ニーナは華きや奢しやな身体をみじろがせる。

「でも、リン……私、ずっと昔に召喚士をやめてしまって……今は、ただの花屋なのよ？」

「お願い、私にはニーナの力が必要なの！　私いま、とっても困ってて……ニーナが仲間になってくれたら、とっても嬉しいの！　ねっ、お願い！」

「駄だ目めよ、リン……私、そういうのは、もうしないって決めたの……」

「嫌いやだ！　私は他の誰だれでもない、ニーナがいいんだよ！」

「嫌だって、そんな……わがままね……」

「お願い、お願い！　もしニーナが不安なら、お試ためし期間でもいいから！　ねっ？」

　ニーナはしばし迷うように沈ちん黙もくを保っていたが、やがて口を開いた。

「……わかったわ」

「ニーナ！」

　ぱっと顔を輝かがやかせるリンを、ニーナは「けれど」と遮さえぎった。

「それなら、カイが私の呼び出した召喚獣に勝てたらね！」

「何でだよ!?」

「分かった！　それなら仕方ないね！」

「何でだよ!?　ちょ、おい待て！」

　なんなの、この流れ!?　俺が幻獣に八やつ裂ざきにされればいいの!?　妙みように浮うかれた足取りで出ていくリンとニーナの後を、カイは転がるように追い掛かけたのだった。










　リンとカイ、ジルを呼び出した店の裏に、ニーナは巨きよ大だいな布を広げた。光こう沢たくのある紺こん色いろの生き地じに、白い魔ま法ほう陣じんが描えがかれている。大人二人が手を繋つないだほどの円だ。

「言っておくけれど、私の召喚は格が違うわよ。せいぜい腰こしを抜ぬかさないことね」

　格が違うも何も、召喚自体、目まの当たりにするのが初めてだ。

　ニーナは魔法陣の前に立って目を閉じると、口の中で歌うように流りゆう麗れいな呪文を唱え始めた。

　空気が張りつめて、暑気すら遠のく。初めて目の当たりにする召喚に、カイは自分の置かれた状じよう況きようも忘れて胸を昂たかぶらせていた。幻獣界から召喚される獣けものは、瞬まばたきをも忘れてしまうほどの神こう々ごうしさだと聞く。果たして何を呼び出すのだろう。幻獣ユニコーンか、グリフォンか、あるいはまさか、天界の神々か……!?

「出いでよ、異界の住人！」

　ニーナの咆ほう哮こうと共に、魔法陣に白光が溢あふれた。その瞬しゆん間かん──！

「ッ！」

　リンが声にならない悲鳴を上げた。

　烈れつ風ぷうが渦うず巻まく。異世界への扉とびらと化した魔法陣から、すさまじい威い圧あつ感が吹ふきつけてくる。

「な……ッ！」

　カイの全身が粟あわ立だった。なんだ、このすさまじいまでの瘴しよう気きは……!?　あまりの恐きよう怖ふに、まともに顔を向けることすらできない。魔法陣の中から、何かが……──圧あつ倒とう的な存在感を持った何かがせり出してくる……！
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　──あれは本当に、この世界に呼び出していいものなのか……!?　しかし暴力的なまでの力を伴ともなって押し寄せてくる光が、その疑問を口に出すことを許しはしなかった。

　光は鮮せん烈れつさを増し、空を貫つらぬくかのごとく膨ふくれ上がり、そして集束し……──！

「……っ！」




　魔法陣の中央に立っているのは、白い服に身を包んだおっさんだった。




「………………」

　小鳥のさえずりですら耳に痛いほどの沈黙。ごくりと誰かの喉のどが鳴る。

　それはどうひいき目に見ても、ただのおっさんだった。頭頂は日差しを反射してまばゆく輝き、申しわけ程度に左右に残された毛がそよそよと風にたなびいている。

　──彼は幻げん獣じゆうなのだろうか、それとももしかして、とても高貴な神の類たぐいなのだろうか……？　何もかもがよく分からない。

　四人とおっさんの間を、白いちょうちょが横切っていった。

「……だれだ？」

　やっと絞しぼり出したカイの疑問に答えたのは、召しよう喚かんされたおっさんだった。

「園その田だです」

「どこのソノダさん!?」

「カリスマ美容師の園田です」

「え、カリスマ美容師!?　カリスマって自じ称しようしていいの!?　てかソノダさんってなに!?」

　おっさんには事足りてるんですが！　もうジルだけでおなかいっぱいなんですが！

「どういうことだ、ニーナ！」

　ニーナはしれっと答えた。

「私、異世界の一いつ般ぱん人じんを召喚できるのよ」

　ニーナの話によると、召喚士は生まれつき干かん渉しようできる異世界が各おの々おの決まっているらしく……ニーナの場合は、他に例のない特とく殊しゆな世界と通じているということであった。

「そうか」

　背せ伸のびしてソノダさんの頭とう髪はつをさわさわと撫なでているリンを眺ながめながら、カイはある結論にたどりついた。

「凄すごいのか凄くないのかはよく分からんが、ただひとつ言えるのは、ソノダさんは今、何の役にも立たないということだな」

「いや、そうでもないぞ」

　肩かたで風を切るようにして進み出たのは、ジルだった。

「ソノダ殿どの、カットをお頼たのみ申す！」

「かしこまりました」

「なにどさくさに紛まぎれてこざっぱりしようとしてんだよ！」

「ああ、あとひげも剃そってくれ。すぐにカミソリ負けするので、丁てい重ちようにお願いする」

「ひげまで!?」

「分かりました、それでは敏びん感かん肌はだ用の刃はを使いましょう」

「肌だけは繊せん細さいなのね、ハルバード」

　カイはこめかみを押さえた。召喚とは掟おきて破りな最強の能力だと思っていたが、まさかこんな使えない異世界があるとは。これでは大陸守護騎き士し隊も務まらないわけだ。

　鮮あざやかな手つきでジルの髪かみを刈かっていくソノダさんを眺めながら、ニーナが呟つぶやく。

「決まったわね」

「なにが？」

「忘れたの？　あれがあんたの対戦相手──つまり対戦内容は、青空美容院対決よ！」

「いやいや、無む謀ぼうだろ！　相手は仮にもカリスマだぞ!?　仮にも！」

「なぜ仮にもを二回も繰くり返したのよ、ソノダさんに失礼じゃない」

「第一カットする相手がいねぇよ！」

　カイの抗こう議ぎを耳ざとく聞きつけたのか、リンがとことこと駆かけ寄ってきた。

「ちょうど良かった、カイ、私の髪切って！　伸のびちゃって暑いの！」

「え、えっ、いや、ちょっとそれは……」

　リンは裏口から一階に飛び込むと、どこからか布や椅い子すを引っ張り出してきた。面食くらう当事者を差し置いて、あれよあれよという間に段取りを整えてしまう。

　貫かん頭とう衣いをすっぽりかぶって椅子に腰かけたリンは、新手のてるてる坊ぼう主ずのようだった。

「よろしくお願いします！」

　ニーナがカッと目を剥むいた。てるてる坊主なリンを目の当たりにして、萌もえメーターが上限値を振ふり切ったらしい。

「やだリンかわいいわ、かわいい！　ぺろぺろしたいぺろぺろぺろぺろ！　ちょっとカイ、私と代わりなさいよ！」

「いやそれじゃ勝負の意味がねぇだろうが！」

　カイは隣となりでジルのひげを手て際ぎわよく剃っているソノダさんをちらっと見み遣やり、「っつーか！」とニーナに食って掛かった。

「そもそもおかしいだろ！　なんだよ異世界の一般人って！　んなもん召喚できたところで、何の役にも立たねぇだろうが！」

　カイの気き迫はくはニーナの負けん気を刺し激げきしたようだ。

「そ、そんなことないわよ！　異世界の主婦を呼び出したこともあるけど、すごいのよ、その主婦。特許を取ったんですって。洗せん濯たくしながら糸くずを除去できるボールを作って、大金持ちになったんですって！」

「……ふぅん」

「なによ、反応薄うすいわね」

　他ほかにどんな相あい槌づちを打てばよかったのか、逆に教えていただきたい。

「終わりましたよ」

　数分後、ソノダさんの声がした。ニーナから今までに呼び出したすごい一般人の自じ慢まんを延々と聞かされていたカイとリンは、これ幸いとばかりに振り返る。

　おでこの汗あせを拭ぬぐうソノダさんの横には、目もくらむような美青年が立っていた。

「……えっ、ジル!?」

「ジルなのか!?」

　ひげを剃り終えたジルは、精せい悍かんな顔にちらりと白い歯をのぞかせて笑った。

「いかにも！」

「いかにもじゃねーよ！　なにその無む駄だなかっこよさ！　なんで今いま更さらそんなイケメンなんだよ！　展開が急すぎて追いつけねぇよ！」

「これがギャップ萌えというものだ！」

「無職のおっさんから無職の美青年のギャップなんて誰も萌えねぇよ！」

　ちくしょう、ニートのくせに！　負けらんねぇ！　負けられない戦いがそこにはある！

　奮い立ったカイは、猛もう然ぜんとハサミを構えた。リンの猫ねこっ毛けに右手を差し込む。石けんの香かおりが鼻をかすめると同時、ふわりと柔やわらかな感かん触しよくが手を包んだ。

　あれ……？　この感触、なんかに似てるぞ……子犬とか、子こ猫ねこみたいな……。

「……もふもふ……」

「!!　ずるいわ、カイ！　私もリンをもふもふしてイヤッホウしたい！　どきなさいよ！　どきなさいったら！」

「やめてくんない!?　自分から勝負を持ちかけといて邪じや魔ますんのやめてくんない!?」










　結局ニーナの妨ぼう害がいに遭あって切れませんでした……！

　膝ひざをつくカイを置き去りにして、青空美容院対決はついに審しん査さ発表の時を迎むかえた。

　無職のおっさんから非の打ちどころのない男前へと劇的な変身を遂とげたジルと、相変わらずてるてる坊主なリン。

　ニーナは腕うでを組んで厳しい目つきで二人を見比べ、

「リンの圧勝ぉぉぉ！」

「わーい！」

「切ってないのに!?」

　ニーナは白々しく首を傾かしげる。

「やっぱりモデルの差かしらね」

「美容師の腕とかまったく関係ねぇぇぇぇええ！」

　と、陽光を頭にきらめかせたままぼんやりと佇たたずむソノダさんに気付いたニーナが、野の良ら犬でも追い払はらうかのように手を振る。

「あ、もう帰っていいわよ、ソノダさん」

「いやあ、もう少しここに居させてもらっても構いませんかねぇ。出がけに女によう房ぼうとケンカしちまったもので、帰りづらくて。せめてほとぼりが冷めるまで」

「いや帰れよ。なんでいきなり呼び出された異世界に平然と居座ろうとしてんだよ」

「お願いしますよ。あの世界には、もうろくな居場所がないんですよ。会社じゃ窓際、家じゃベランダ。最近ではベランダにいても、ミケにすらフーッてされる始末で。ミケのやつ、図ずう体たいばっかりでかくなって、一体誰だれがあのピンクの水玉の首輪を買ってやったと……」

「知らねぇよ、他人の家庭の悲しい事情なんて」

「うだつのあがらない中年男、ソノダがある日突とつ然ぜん飛ばされたのは、見知らぬ異世界だった。冴さえない男の一大抒じよ情じよう詩しが、いま始まる！」

「オイなに自分で勝手なナレーション入れてんだ、帰れ、今すぐ」

　最終的には、ソノダさんはジルの剛ごう腕わんで二つに折りたたまれるようにして、無理やり魔ま法ほう陣じんへと押し込まれた。

「……ねえ、リン」

　こぼれた髪を耳に掛かけ、ニーナがふっと力なく笑う。

「……これで分かったでしょう？　私はきっと、リンの役には立てないわ。……だって、……だって、私が召喚できるものといったら、こんな召喚獣じゆうしか……」

「いやアレ獣けものじゃねぇだろ」

　呟くカイを押しのけて、リンがニーナの両手を握にぎった。

「すごいよニーナ、心強いよ！」

「……えっ……？」

「カリスマ美容師を召喚できる人なんて、私、初めて見た！　すごいよ、いつでも髪が切り放題だよ！　それにニーナがいてくれたら、旅がとっても楽しくなりそう！」

　ニーナはうろたえながら、かすれた声で尋たずねた。

「いいの……？　こんな私でも……？」

「もちろん！」リンは白い歯を見せて笑う。

「頼たよりにしてるよ。これからもよろしくね、ニーナ！」

「あ……」

　ニーナは目をみはり、少し眉まゆを下げ、──そして微笑ほほえんだ。

　……あれ？　こいつって笑ったら、ちょっと可愛かわいいんじゃね？

　と、ほだされかけたのもつかの間、ニーナはカイと目が合うなり、口を歪ゆがめてふんと鼻を鳴らした。

「し、仕方ないわね。約束通り仲間になってあげるわ！　べ、別に隙すきあらばリンをぺろぺろしたいとか一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入りたいとかドサクサに紛れてパンツを盗ぬすみたいなんて、そ、そんなタテジマな下心があるわけじゃないんだからねっ！」

「落ち着けニーナ、それを言うならヨコシマだ」

　ともかくカイは無事に勝利したらしい。四人で手分けして、即そく席せき美容院セットを片づける。と、片づけを終えるなり、ニーナがじろりとジルをねめつけた。

「ところでずっと気になってたんだけど。ジルってなによ、ハルバード」

　ジルはよせばいいのに自慢げに胸を反らした。

「いい名だろう。リンに新しく付けてもらったのだ。俺はジルとして生まれ変わったのだ！」

「生まれ変わっても無職だけどな」

　カイのツッコミも緩かん衝しよう材ざいにはならなかったらしい。

　案の定、ニーナは眉まゆを吊つり上げて激げつ昂こうした。

「ずるいわ、ハルバードのくせに！　ゴミのくせに！　私にも名前をつけてよ、リン！」

「い、いや、リンの命名センスは壊かい滅めつ的だぞ。やめたほうが……」

「お黙だまり！　お黙りよ、お黙りったら！」

　カイをおしのけて鼻息も荒あらく詰つめ寄るニーナに、リンは胸を叩たたいて請うけ合った。

「いいよ、私が考えてあげる！」

　眉み間けんを親指で揉もみながらうなっていたリンは、やがて手を打つなり顔を上げた。

「ミケってどうかな！」

「それソノダさんちのフーッてするやつじゃねぇか！　明らかにペットの名前だろ！」

「ミケ！　いいじゃない、興奮するわ！　さあ呼びなさい、呼びなさいよ、思うさまミケと呼ぶがいいわ！」

「ミケなんておそれ多くて呼べません。お願いです、どうかニーナと呼ばせてください」

　カイの渾こん身しんの土下座によって、どうにかミケは回かい避ひされた。

　リンは「ようし！」と拳こぶしを握りしめる。

「これで仲間が四人そろったわけだね！　さっそく町を出て……」

「いや待て、リン。もう一回このメンツをよく見てみろ」

「え？」

　落ちこぼれの学生が二人に、イケメンのニート、そして新たに加わったのは、一いつ般ぱん人じんを呼び出す召しよう喚かん士し。

　リンは指を鳴らして、ヒュウッと口笛を吹ふいた。

「なんてバラエティーに富んだ、個性的な、私のすてきな仲間たちなんだろう！」

「うんうん、お前風味にポジティブに味付けするとそうなるわな。よし、『夏休みの友』を開いてみろ」

「大だい丈じよう夫ぶ、きっと今度こそ判はん子こが捺おされてるはずだよ！」

　リンは背中から取り出した『夏休みの友』を広げた。四人で額を突きあわせて覗のぞき込む。

　──カイは目を疑った。『仲間を集めよう！』の欄らんに、──『達成・よく出来ました』の判子が捺なつ印いんされている……！

「嘘うそだろ!?」

「やったぁ、仲間集めはクリアだ！　ステップ２に取り掛かろう！」

「いやおかしいだろ！　この面子で冒ぼう険けんに出るとか自殺行こう為いじゃねぇか！　このクリア認にん定ていは一体誰が下してんだ!?　ちょっと責任者呼んでこい！」

「『夏休みの友』がいいって言ってるんだからいいんだよ！　それに……」

　冊子から勢いよく顔を上げて、リンはジルとニーナに笑いかける。

「二人とも、もう私の大切な仲間なんだから！」

「……」

　カイは嘆たん息そくしつつ後頭部を掻かいた。あーあ、仕方ねぇな……俺はほんっと、どうしてこんなにリンの笑え顔がおに弱いんだろ。ニーナもジルも、嬉うれしそうな顔しやがって……。

「さあ、次はこれだ！」

　ステップ２『伝説の武器を手に入れよう！』と銘めい打うたれたページには、伝説の剣けんが眠ねむるという村の名前が明記され、ご丁てい寧ねいに地図まで描えがかれている。

「……けっこう親切なんだな」

「伝説の武器かぁ、わくわくするね。どんな武器なんだろう。とりあえずこの村に行ってみれば分かるかな」

　それまで熱心に地図を目でなぞっていたジルが「ううむ」と唸うなった。

「しかし、十日以内にあと四つのクエストをこなさねばならんのだろう？　次の目的地コモモ村とやらだけでも、馬車で片道三日はかかるぞ」

「片道三日……」

　ひとつのクエストにそれだけの日数を食っていたら、どう計算しても始業日に間に合うわけがない。悄しよう然ぜんと肩かたをしぼませるカイとリンの前に、一筋の光が差した。

「どうやら私の出番のようね」

　ニーナは得意げにふんと鼻を鳴らすと、再び布を広げた。口の中で呪じゆ文もんを唱え始める。

「何を召喚するんだ？」

「まあ、黙って見てなさい。出いでよ、異界の住人……──ケイトラ！」

　自信に溢あふれた呼び声とともに、魔法陣から巨きよ大だいな物体がせり出してきた。

　金属で出来た純白の車体、剥むき出しの荷台。黒くて太い車輪に、一面をガラスで覆おおわれた御ぎよ者しや台だい。それは夏の日差しを照り返し、異様な存在感を放っていた。

「わぁぁぁ、なにこれ、すごい！」

「……お、おいニーナ、これは一体……」

　ニーナはそれの側面をぽんと叩いた。

「異世界の獣、ケイトラよ」

「だからなに、それ」

「自律式馬車とでも言えばいいかしら。異世界ではごくありふれた乗り物よ。馬がいなくても走るの。それも、この世界に存在するあらゆる乗り物とは比べものにならない速度でね」

　カイは眉をひそめた。こんな大きな物体が馬も魔法もなしに進むなど可能なのだろうか。

「けっこう重宝するわよ。私も鉢はち植うえの配達の時なんかに、よく乗せてもらってるの」

「完全に私用だろソレ！　ちょっと異世界のものお手軽に使いすぎじゃね!?」

　よどみなくツッコみながらも、カイの心は完全にケイトラに奪うばわれていた。

「それでこれ、どうやって操作するんだ？　手た綱づなとかは……」

「手綱はないわ。なんか、こう、御者台の操そう舵だ輪りんでウンテンするものみたい」

「はぁ……？」

　さすが異世界、荷馬車ひとつとっても未知と神秘に溢れている。

「でも、まずいわね。こんな時に限ってマサさんがいないわ」

「マサさん？」

「ケイトラ専属の御者よ。通つう称しようケイトラのマサ。困ったわ、今日はお休みだったのかしら」

　困こん惑わく顔をするニーナの横をすり抜ぬけて、ジルが大おお股またにケイトラへと歩み寄った。

「要は御せればいいのだろう？　俺がやってみよう。猛もう獣じゆうを手て懐なずけるのならばお手の物だ」

「それじゃあ私は隣となりで指示を出すわね。ドアはそこの取っ手を引いて開けるのよ」

　ジルは物もの怖おじすることなく御者台に乗り込んだ。ニーナもひらりと左側に飛び乗る。

　カイはリンを荷台に押し上げると、自分もよじ登った。リンは公園に放たれた子犬のように落ち着きなくはしゃいでいる。

　後部窓からは御者台の様子が窺うかがえる。ジルは巨体を屈かがめて、少し窮きゆう屈くつそうだ。

　やけに透とう明めい度の高いガラスを四苦八苦しながらスライドさせると、ちょうどニーナがウンテンの指南をしているところであった。

「──それで、ハンドル……操舵輪の横に鍵かぎが刺ささってると思うんだけど。それを時計回りに回すと、ケイトラが目を覚ますのよ」

「ほう」

　言われたとおりにジルが鍵をひねると、ケイトラはぶるるるん！　と唸りを上げながら身み震ぶるいした。

「うわっ！」

　その後もニーナの指導を受けて、ジルは一通りの操作を頭に叩き込んだようだった。

「ふむ、なんとかなりそうだな」

「ほんと？　ジル、すごい！」

「ああ。あとは身体からだで覚える。準備はいいか、出発するぞ」

　ジルはごつい右手で操舵輪（ハンドルというらしい）を握ると、左手で手元にある棒状のもの（ギアというらしい）を何やら操作する。

「いざ、参る！」

　ケイトラが一ひと際きわ大きく吠ほえたと思った次の瞬しゆん間かん──圧あつ倒とう的な重力が、身体の前面に叩きつけられた！　なんだこの速さ!?　あり得ね……っ！　って、リン、危ねぇ！

　はずみで放ほうり出されそうになったリンの襟えり首くびを掴つかまえ、荷台に伏ふせさせる。

　ケイトラは右に左にと蛇だ行こうしながら目抜き通りへと出ると、信じられないことにさらに加速した。視界の端はしを、景色と驚おどろく人々の顔とが断だん片ぺん的に掠かすめ飛んでいく。

「ひゃぁぁぁぁ！　すごい、すごいね、カイ！」

「い、い、異世界の人って、こんな化け物普ふ通つうに乗りこなしてんの!?　異世界ヤバイ、マジ怖こわい！」

「人を轢ひかないように気を付けてね、ジル」

　ニーナは涼すずしい声で告げると、背もたれに深く身体を預けた。

「私は寝ねるわ。着いたら起こしてちょうだい」

　告げた直後には目を閉じている。やはり異界の物を召喚するのは、それなりに負担が掛かかるのかもしれない。

　カイが未体験の速度をどうにか受け入れ始めたころ、行く手に門が迫せまってきた。

「ジル、待て、一いつ旦たん止まれ……！　門で検けん閲えつを受けねぇと……！」

「いや面めん倒どうだ、このまま突とつ破ぱするぞ！」

「ひゃっほう、そうこなくっちゃ！」

「このスピード狂きようどもめがぁぁぁぁああ！」

　行き交かう人々を巧たくみなハンドルさばきでかわすと、呆あつ気けにとられる門番たちを置き去りにして、ケイトラは町を後にしたのだった。








　第四章　違う、勇者ってのはこうじゃない！

　　　　　もうやめて！　俺のライフはとっくに０よ！




　まともに行軍すれば三日はかかるはずの行程は、ケイトラの活かつ躍やくにより大おお幅はばに短縮され、一行は翌日の昼過ぎに目的地へと到とう着ちやくした。

　カイは村はずれの空き地に止まったケイトラから飛び降りるなり、胃の中の物を吐はくだけ吐いて、ようやく一行に復帰した。

　リンは土つち埃ぼこりがふんだんにまぶされた頬ほおも拭ぬぐわずケイトラの周りをぐるぐると巡めぐっている。

「ケイトラくんすごいねぇ、異世界ってすごいねぇ！」

「俺、ずっと吐くの我が慢まんしてたんだけど……なんでお前ら平気なの……？」

「あれしきで潰つぶれるなんて、肝きもの小さい男ねぇ」

　乗り心地は最悪だったものの、これだけ機動力のある乗り物が手に入ったのは心強い。

　一行はケイトラを茂しげみに移すと、枝や草で巧こう妙みようにカムフラージュを施ほどこした。

「この村に伝説の武器が眠っているわけだね！」

　そこはのどかな村だった。黒々と肥えた畑の間を縫ぬうように、こぢんまりとした家々が建ち並んでいる。魔ま物ものの襲しゆう撃げきは少ないらしく、村の周囲は柵さくで囲ってある程度だ。

　簡素な門の前にある立て看板を、リンが目ざとく見つけて走り寄った。

「勇者リンは看板を読んだ！　『ようこそ　コモモ村へ』と書いてある！」

　リンはなぜか自分の実じつ況きようも交えて嬉しそうに読み上げ、それからすかさず看板の裏に回り込むと、愕がく然ぜんと目を見開き、

「なんと　うらがわ　だった！」

「なにがしたかったんだよ」

「一応裏まで確かく認にんするのが、勇者としてのセオリーさ！　カイ、知らないの？　おっくれてるー！」

「知らねぇよ！　とりあえず入るぞ」

　リンの横を素す通どおりして門に向かおうとしたカイを、リンが慌あわてた様子で押し止とどめた。

「待って、待って！」

「今度はなんだよ？」

「一列に並ばなきゃ！」

「はぁ？」

「縦一列で歩くんだよ。そういう決まりになってるの！　だって勇者だよ？」

　聞いたことねぇよ、と釈しやく然ぜんとしないながらも、乗り物酔よいの余よ韻いんで突つっ込む気力のないカイは、しぶしぶ従うことにした。リンの中には確固たるこだわりがあるらしい。

「ええっと、前列が私とジルで、後列がニーナとカイ……」

「い、いやよ！　ジルみたいなデカブツが前にいたら、可愛かわいいリンが見えないじゃない！　私がリンの後ろになるわ！　そして後頭部に穴が開くほど見守ってあげぺろぺろぺろ！」

「いや駄だ目めだ、それじゃリンの暴走を制せい御ぎよできねぇだろ。俺が二番目になる」

　協議の結果、リン、カイ、ニーナの順で並び、ジルがしんがりを務めることになった。

　わいわいと大さわぎしたあげく一列に並んで向かってくる四人組に、先ほどから壮そう年ねんの門番が、不思議そうな視線を送ってきている。

「まずはあの人に話しかけてみよう！」

　リンは勇んで門番の前に立った。真向かいである。それも異様に近い。無言のまま何かを期待するような目で、ただひたむきに門番を見上げている。

「……」

「……ええっと……？」

「おいリン、どうしたんだよ！　何か用があるならしゃべれ！」

「……」

　門番は戸と惑まどっているのだろう、半笑いのような表情を浮うかべた。

「どうしたのかな、お嬢じようちゃん。この村に何か用かい？」

　リンは相変わらず黙だまっている。カイはリンの腕うでを引いて一旦下がらせた。

「……本当お前、何してんだ？」

「おかしいなぁ。村人の前に立てば、こっちが何もしなくても勝手に『こんにちは、旅の人。ここはコモモ村です』とか基本情報を垂れ流してくれるものなんだけど……あ、Ａボタン押さなきゃだめかな？」

「Ａボタンってなんだよ。もういい」

　カイはもう一度リンを門番の前に立たせると、リンの頭あたま越ごしに用件を伝えた。

「あの、俺たち伝説の武器を探しに来たんですけど……」

「ああ、それなら村長さんに話を聞くといい。丘おかの上にあるのが、村長さんの家だよ」

　よほど平和な村らしく、生徒手帳や身分証を見せるまでもなくすんなり通してもらえた。

　リンは初めての冒ぼう険けんらしい体験がとにかく嬉うれしいようで、

「それじゃあ、行こう！」

　と叫さけぶなり、全速力で走り始めた。

「待て、なんで走るんだよ!?」

「移動は走るのが基本だよ！」

「またかよ!?」

　リンは農道をひた走る。とにかく全力だ。しかもカクカクと妙みように角ばった曲がり方をする。ニーナとジルは心得たもので、従順に口を閉とざしたままついてくる。リンが描えがいた軌き跡せきを生き真ま面じ目めになぞっているあたり、案外一列ルールを楽しんでいるのかも知れない。

　村長の家を目指すには、このまま行く手にある坂道を上がればいい。

　ところがリンは道を逸それて手近な民家へと一目散に駆かけ寄ると、放置してあった壺つぼを持ち上げて、「せいやっ！」と何の躊ちゆう躇ちよもなく叩たたき割った。

「なんだ、からっぽか」

「いやいやいや！　なにしてんだよ!?」

「なにって、アイテム探しだよ。壺を見たら何が入ってるか、気になるじゃない！」

「入ってたとしてもせいぜい雨水とかだぞ!?　放ほっとけよ！」

「他ほかに何か……あっ、樽たるだ！」

「待て、それも割る気か!?」

「せいやっ！」

「意外とあっさり割れた！」

「あっ、見て見て、みんな！　てーれってれー！　うまのフンを手に入れたー！」

「やめろ、そんなもの手に入れるな！　懐ふところに仕し舞まうな！　器物破損しといて何がアイテム探しだよ、純然たる犯罪じゃねぇか！」

「犯罪だなんて、人聞きの悪い！　冒険にはよくあることだよ！　ね？」

　リンに同意を求められ、ニーナとジルが声をそろえた。

『あるある！』

「ねーよ！」

　カイが律りち儀ぎにツッコんでいる間に、リンは次なる標的を見つけたようである。

「あっ、井い戸どだ！　レッツ、入ろう！」

「なんでだよ！　井戸は入るところじゃねぇんだよ、水を飲むところなの！」

「うふふ、わかってないなぁ、カイ」

　リンはチチチと指を振ふってしたり顔だ。

「井戸の中にこそ思いもかけないお宝が隠かくされているものだよ！　小さなメダルとかね！」

「なんでだよ!?　そんなところに宝を隠して一体誰だれが得するんだよ！　びっちゃびちゃじゃねぇか！　メダルも錆さびるわ！」

「他にも、名高い大賢けん人じんが世を忍しのんで隠いん遁とん生活を送っていたりね！」

「公共の井戸の中で生活って！　迷めい惑わくにも程ほどがあるだろ！　もっと邪じや魔まにならない所で世を忍べよ！　しかもびっちゃびちゃじゃねぇか！　大賢人もふやけるわ！」

「冒険にはよくあることだよ！　ね？」

『あるある！』

「あってたまるか！」

　もう、こいつなんなの!?　こんなの勇者なんて呼べるか、ただの歩く災さい厄やくだ！

　お子様勇者リンの暴走はとどまることを知らない。どうにか井戸への潜せん入にゆうは諦あきらめさせてほっとしたのもつかの間、リンはそのまま近くにあった民家へと突とつ入にゆうした。

「お邪魔しまぁーす！」

「なんで!?　なんで普ふ通つうに不法侵しん入にゆうしてんの!?　なぁ、どうして!?」

　幸い住人は留守のようだった。鍵かぎを掛かける習慣がないのだろう。少し物ぶつ騒そうにも思えるが、村人はみな知り合いという田舎いなかにはありがちなことである。カイは生まれ育った故郷を思い出して、少し懐なつかしくなった。両親は、姉は、そして愛犬ギンジは元気だろうか……。

　温かい思い出に浸ひたりながら振り返ると、三人はタンスを物色しているところであった。

「あっ、へそくり見つけたわ」

「ふむ、それは手をつけないほうが良いな」

「見て、ステテコパンツ！」

「お前らなにやってんだぁぁぁぁぁ！」

　三人はパンツを囲んで、真しん剣けんな顔で吟ぎん味みしている。

「大きいパンツだねぇ」

「ジル、穿はいてみなさいよ」

「しま模様か。あまり趣しゆ味みではないが」

「じゃあこっちは？」

　リンが広げてみせたのは、やたらと面積の小さい女物のパンツだった。

「あら、可愛い」

「ほう、なかなか刺し激げき的だな！　気に入った！」

「気に入るな！　しまえ、今すぐタンスにしまえぇぇぇ！」

　カイの絶ぜつ叫きようが終わらぬうちに、玄げん関かんの扉とびらががちゃりと開いた。しまったと身構える暇ひまもなく。

　両りよう腕うでいっぱいに野菜を抱かかえた村むら娘むすめはぎくりと硬こう直ちよくし、しかるのち悲鳴をあげた。

「し、下着泥どろ棒ぼうぉぉぉぉおッ！」

　リンが慌てて両腕をつきだす。その手にパンツを広げたまま。

「そ、そんな、下着泥棒だなんて！　誤解ですっ！」

「いや、説得力皆かい無むだわ！　残念ながら紛まごうことなき下着泥棒だわ、俺たち！」

　娘は野菜をまき散らしながら台所へ飛び込むと、おたまで鍋なべを打ち鳴らした。それがまたすごい音である。これでは聞く耳も持ってもらえそうにない。

「ひゃぁぁ！　ど、どうしよう！」

「と、とりあえず逃にげるぞ！」

　四人は窓から飛び出した。行くあてもないまま畑の間を疾しつ走そうする。

「下着泥棒よ、捕つかまえて！」

　娘の声に応こたえて家々から村人たちが飛び出し、すぐさま追っ手が掛かった。しかもどこから聞きつけたのか、時を経るごとに増えていく。

　カイは舌を打った。あぜ道は狭せまく、足場は悪い……このままでは捕まるのも時間の問題……！　っつーか伝記士課程のローブ、めっちゃ走りづれぇぇぇ！

「お、追いつかれちゃうよ！」

「どうすりゃいいんだ！」

「どうやら、俺の出番のようだな」

「ジル！」

「約束しよう、半分は仕留める！」

「そんなこと出来るのか!?」

　ジルは「俺は遊び人だぞ」と太い笑えみを浮かべた。

「今こそ、一人鬼おにごっこで培つちかった胆たん力りよくを見せるときだ！」

「知りたくなかったよ、そんな悲しい遊び！」

　大気を震ふるわせる咆ほう哮こうと共に、ジルは拳こぶしを握にぎり、全身に力を込こめた。

「うぉぉぉぉおおおお！」

　次の瞬しゆん間かん、鎧よろいと服が勢いよくはじけ飛ぶ！　なんというダイナミックポロリ！　どうなってんだあいつの身体からだ！

「見よ、遊びを極きわめた男の、至高の奥おう義ぎ！」

　灼しやく熱ねつの太陽の下にあらわとなる、鍛きたえ上げられた肉体。そして苺いちご柄がらのパンツ。

　ジルはなだれを打って迫せまり来る人々の前に傲ごう然ぜんと立ちはだかり、そして吠ほえた。

「唸うなれ、俺の胸きよう鎖さ乳にゆう突とつ筋きん！　しかと括かつ目もくせよ、必殺、不思議な踊おどりィィィィ！」

「なにその隠し芸みたいな奥義！」

　しかし眼帯とパンツ一枚になったジルがいざ踊らんとステップを踏ふみだす前に、村の女たちが悲鳴をあげながら逃げ帰った。

「すごいぜ、ジル！　宣言どおり半分──それも女ばっかり仕留めるとは、さすがだな！」

「ふははは、なんだか釈しやく然ぜんとしないが、まあ良かろう！」

　それでも、ダメージを受けなかった男衆が十歩という距きよ離りに迫っている。

「次は私がやるわ！　魔ま法ほう陣じんを広げて！」

　あくまで足は止めないまま、ニーナから受け取った布を、カイとジルで道みち幅はばいっぱいに広げた。ニーナは呪じゆ文もんを口早に詠えい唱しようする。

「出いでよ、異界の住人！」

　布が一瞬熱を帯び、魔法陣から光が溢あふれ出す。

　──光をまとって現れたのは、白い獣けものだった。

「なんだありゃ……!?」

　それは小山のように巨きよ大だいな猫ねこだった。半月刀のごとき凶きよう悪あくな爪つめが地面を引っかく。一ひと抱かかえほどもある首には、ピンクの水玉模様の首輪が巻かれていた。道幅いっぱいに足を踏ん張って、猫は満月のように丸い目をらんらんと光らせ──

「フーッ！」

「あれ!?　ミケじゃね!?　このフーッってするやつ、ソノダさんちのミケじゃね!?　ソノダさんなんちゅう化け物飼ってんの!?」

　ミケに蹴け散ちらされて、追っ手の大半が脱だつ落らくする。威い力りよくはありがたいが、これでは死者が出かねない！

「ニーナ！　あの化け物はさすがに回収しなきゃまずいだろ！」

「分かったわよ！」

　ニーナは投げやりに叫さけんでカイの手から布をひったくるなり、豪ごう快かいに放り出した。

「これでミケは帰りたくなったら勝手に帰るわ！」

「え、そんなんでいいのか!?　ちょっと異世界の化け物ナメすぎじゃね!?」

「さあ、次召しよう喚かんするわよ！　魔法陣を広げて！」

「い、いや、ないんだけど！」

「なんでよ！　あんたってほんと役に立たないわね！　信じらんない！」

「お前が投げたんだろうが！」

「私のせいにする気!?　このカス！　生ごみ！　ゴキブリの食べ残し！」

　言葉の暴力だ。というより、背中につま先がめり込んでいる時点で、立派な暴力だ。ひどい、なんて理り不ふ尽じん！

　毛を逆立てて暴れ狂くるうミケの前に、ほとんどの人間が戦意を喪そう失しつしたはずだ。それでも五人ほどの村人が、しつこく追いすがってくる。

「今度は私の番だね！」

「リン!?」

　リンがベテラン勇者ばりの太い笑みを浮うかべながら、足を止めて村人たちへと向き直った。そして腰こしの剣けんに手を滑すべらせ──

「ふはははは、真打ち登場！　この私に歯向かったことを後こう悔かいするがいい！」

　勇者リンは剣を抜ぬき放った！　と思ったら、

「あわわわわわ！」

　そのまま全力で追いついてきた！

「どうした、リン！」

「なまくらだった、この剣なまくらだった！」

「その剣は一体いつ役に立つんだよ!?」

　筋肉ばかのジルや、普ふ段だんからの外遊びで基き礎そ体力だけは鍛えられているリンはともかく、ニーナは息も切れ切れだ。一生懸けん命めいに走るふりをしながらしきりとカイのふくらはぎにローキックをかましてくるのも、きっと疲つかれているせいだ、そうに違ちがいない。

　まだいけるか、そうニーナに声を掛けようとした、その時。

「待ちなされ！」

　行く手に一人の老人が立ちはだかっていた。

「どうする、リン……！」

　道は一本。下手に強行突とつ破ぱなどしようものなら、あの老体だ、骨の一つも折れかねない。

「こうなったら最後の手段だよ……！」

　リンは小さく呟つぶやくなり、ぐんと速度を上げた。長時間全力で疾走していながら、小さな身体にまだあれだけの体力と脚きやく力りよくが秘ひめられていたことに、カイは驚きよう愕がくする。

「くらえ、勇者リンの最終奥義……必殺、袖そでの下ぁぁぁっ！」

　リンは老人の前で急停止すると、しわ深い手を取り、そしてそっと耳を寄せた。

「どうぞ、お納め下さい」

　リンが解放した老人の手には、一枚のパンツが残されていた。老人はしばしその甘美な布きれにしょぼしょぼと目を凝こらしていたが──やがて鼻血を噴ふき上げて卒そつ倒とうした。

「村長ぉぉぉぉおおおお！」

　ようやく追いついた村人たちの悲鳴が、晴れ渡わたった青空にこだました。










　村長は温和で優やさしく、そして見知らぬ土地から来た若者に対して非常に理解のある好こう々こう爺やであった。

　村長のとりなしによって落ち着きを取り戻もどした村人たちは、道に置き去りにされていたジルの鎧とニーナの魔法陣を届けてくれた。その上、下着を盗ぬすまれた村娘までやってきて、タンスのシステムについて優しく説明し始めた。

「アイテムを探す時は、一番上の段だけにして下さいね。そこが勇者用になってますから」

「勇者用ってなに？　上の段なら勝手に開けていいんだ、家さがししていいんだ、そうなんだ知らなかった、俺知らなかったわ」

　正直、わけの分からない行こう為いばかり重ねるリンを苦々しく思っていたが……自分のほうこそ、勇者志望でありながらシステムを理解していなかったのか……。

　カルチャーショックを受けるカイをよそに、リンは首まで赤くしながらうつむいている。

「あの、ご迷めい惑わくをおかけしてしまって、本当に申し訳ありません……」

　肩かたを落とすリンに、村長は目元に柔にゆう和わなしわを刻んで、「大だい丈じよう夫ぶですじゃ」と笑った。

「駆かけ出しの勇者には、よくあることですわい」

　ニーナとジルがここぞとばかりに『あるある』と声を合わせる。

「あるんだぁ……」

　俺が今まで常識だと信じていたものは一体何だったのだろう……。カイが遠い目をしているうちに、一行は村長に案内されて、村長宅の裏手にある岩場の前へと着いていた。

「これが件くだんの剣ですじゃ」

　見上げると、大きな岩の頂上にごつい柄つかが突つき立っている。

「なるほど、これが……」

「そうですじゃ」

　カイは自然と頬ほおが引き締しまるのを感じた。見るからに貫かん禄ろくある佇たたずまいだ。

「この剣には一体──どのような伝説が……？」

　村長は険しい顔で頷うなずくと、ゆっくりと口を開いた。

「そう、あれは今から……──ほんのひと月前のことでした」

「けっこう最近の出来事だった！」

「ワシは散歩が趣しゆ味みでしての、散歩帰りには、いつも岩の頂上に座って涼すずんでおりました……が、ある日、なんか知らん間に、あの剣が刺ささっておりましてな」

「割とふわっとした感じの伝説ですね!?」

「ふーやれやれ、といつものように腰を下ろしたら、柄がお尻しりに、こう……デュクシ！」

「実演とかいらないですから！」

「まぁ、さっさと取っ払ぱらってほしいというか……ぶっちゃけ邪じや魔まなんですわ」

「ぶっちゃけすぎですよね！　もうちょい伝説っぽく設定を盛る所ですよね、そこは！」

「村人総出で引っ張ってみたのですが、ぴくりともせず……困ったものですじゃ」

　リンが「任せてください」と袖をまくりあげた。あらわになった白くて柔やわらかそうな二の腕うでに、ニーナが今にもむしゃぶりつきそうな灼熱の視線を送っている。

「この私が、必ずや抜いてみせましょう！」

　リンは身軽に岩の上へと駆け上がった。そして柄を握る。その翡ひ翠すい色の瞳ひとみには、かつてないほど真しん剣けんな色が浮かんでいた。そう、伝説の剣を引き抜くこと──それはその剣に認められるということ。これは勇者としての器量を試ためされる、神聖なる儀ぎ式しきなのだ。

　小さな手に、ぐっと力がこもる。リンは桜色の唇くちびるを引き結び、小さな身体に力をみなぎらせ──やがてぺろりと舌を出した。

「だめだ、抜けない☆」

「てへぺろじゃねぇよ!?　なんなんだよ、お前の周りって役に立たない剣ばっかだな！」

「仕方ない。よし、カイ、あれを持ってきて！」

「あれ？」

「分からないの？　塗ぬるんだよ、バターを！」

「なんだその『決まってるだろ早くしろ！』みたいな顔は。お前仮にも勇者なら、もっとまっとうな手段を考えろ」

「ならば石けん水を！」

「根本的に変わってねぇわ。指輪じゃねぇんだぞ」

「どうか抜けてください！」

「誰だれが土下座して意思疎そ通つうをはかれと言った」

　リンはひとまずスカートをひるがえしてカイたちのもとへと戻ってきた。

「こういうのって、勇者が引けば無条件に抜けるものだと思ってたよ。なかなか頑がん固こだねぇ。それとも恥はずかしがり屋さんなのかな。困ったなあ……」

　いきなり手て詰づまりになって落らく胆たんするリンに、ジルが重々しく口を開いた。

「リンよ。こういう頑かたくなな手合いには、並みの手管では効かんぞ」

「ジル……何か方法を知ってるの？」

　傲ごう然ぜんと腕を組み、岩の頂上を見あげ、ジルは太い声を張った。

「あのように孤こ高こうを気取る輩やからに有効な手段は、ただひとつ。矜きよう持じと尊厳を根こそぎ奪うばってやること……つまりは精神攻こう撃げきだ！」

「伝説の剣に精神攻撃って！　お前の頭ん中どうなってんだ、本当に！」

「案ずるな、カイ。俺に任せろ！　基礎学校時代を思い出してみるのだ。クラスに必ず一人は居たろう……周囲の輪に馴な染じめず、本当はみんなと一いつ緒しよに遊びたいのに、それでいて『は？　おれ友達とか別に興味ないし』みたいな顔でふて腐くされている奴やつが。……つまり、お前のような、エセ一いつ匹ぴき狼おおかみが！」

「イヤアアアア！　お、おまっ、お前なんで俺の黒歴史を知ってんのォォォ!?」

「そんなエセ一匹狼の精神をもっとも深く、残ざん酷こくにえぐる手……それは花いちもんめだ！」

　さすが遊び人、常人の理解を超こえた思考回路をお持ちだ。リンはすっかり鼻息を荒あらくし、

「花いちもんめ、面おも白しろそう！　やろうよ、みんな！」

「マジで!?　もうなんなの!?　やったら気が済むの!?　ならやろうか、みんなで花いちもんめ!?」

「では頼たのみましたぞい。わしは帰って、ばぁさんといちゃいちゃウフフしますでな」

　そう言い残すと、村長はあっさりと家へ帰って行った。

　かくして、四人は横一列になって腕を組み、伝説の剣と対たい峙じすることになった。

「……花いちもんめなんて、五年ぶりだな」

「なに？　それは日ひ頃ごろの鍛たん錬れんが足らんぞ、カイ。俺は五日前にやったばかりだ。一人でな」

「やめろ、想像させるな。涙なみだが出てくるから。頼むから」

「じゃあ、いくよ！」

　リンの鶴つるの一声によって、仁義なき花いちもんめの幕が切って落とされた。

　四人は大きく息を吸うと、伝説の剣けんに向かって足を蹴けりあげる。

「勝～ってうれしい花いちもんめ！」

「負け～てくやしい花いちもんめ！」

　ちなみにどちらのセリフも自分たちで叫さけんでいる。いまいちルールが判然としない。

「あの子じゃ分っからん！　相談しましょ、そうしましょっ！」

　四人は速すみやかに円えん陣じんを組んだ。

　その途と端たん、それまで和なごやかだった空気が一転、険悪な気配に満ちる。

「おいおい、どうする～？　もう伝説の剣しか残ってないぜ～？」

「ええ～？　別にいらなくない？　むしろ、あいつに来られても逆に困るぅ、みたいな？」

「うむ。あのようにすかした野や郎ろうは、俺たちの仲間には必要ないな」

「そ、そんな！」

　学級委員長役のリンが、ここぞとばかりに声を張り上げる。

「仲間外れなんて可か哀わいそうだよ！　伝説の剣くんも仲間に入れてあげようよ！」

　伝説の剣をかばう委員長に、いじめっこ（カイ）が聞こえよがしに反はん駁ばくする。

「でもさァ、どうも気に入らねぇんだよなァ。なんかァ、『オレ、伝説っすから。そこいらの凡ぼん百ぴやくな剣とかと一緒にされても困るんで』みたいな雰ふん囲い気きを醸かもし出してんのがさぁ」

「そ、そんなことないよ。ねぇ、入れてあげようよ、伝説の剣くんが可哀そうだよ！」

「もう、リンったら優しいんだからぁ～。あっ、もしかしてぇ、伝説の剣のことが好きなんじゃない？」

「えっ？　ち、違ちがうよっ！」

　ませた女子（ニーナ）に少し意地悪く揶や揄ゆされて、委員長は真っ赤になって否定する。

　たちまちクラスの男子たち（カイ＆ジル）がはやし立てた。

「マジかよ～！　委員長、伝説の剣のこと好きなんだって！」

「ふはは、甘あま酸ずっぱいな！　やぁい、やぁい、赤い実はじけた！」

「ち、ち、違うもん！　そういうのじゃないもん！」

「じゃあなんで伝説の剣なんかかばうんだよ？」

「それは……」

「あーっ、赤くなったぁ～。やっぱり伝説の剣くんが好きなのよ～！」

「違うもん、そうじゃなくて、だって、だって……」

　委員長はぎゅっと拳こぶしを握にぎり、身を振ふり絞しぼるようにして叫ぶ。

「せ、先生が、仲間外れはよくないって言ってたもん！」

「あー……先生かぁ」

「ううむ、先生がそう言うのならば仕方あるまい」

　カイは遠い目をした。そうそう、こういう時に教師が介かい入にゆうしてくることほど、残酷な仕打ちはないんだよなー……あー、懐なつかしいわ。完全に俺の実体験だわ、これ。容よう赦しやなく心の柔らかい部分をわし掴づかみにしてくるわ～……なんだろ、涙がちょちょ切れそうだぜ……

「で、でもなァ、俺、やっぱ気に入らねぇわ。もう無視しようぜ、あんな奴。解散、解散」

「ひ、ひどいよ！　もう知らない！　いいよ、私が……私が仲間に入れてあげるから！」

　委員長は子供たちの輪から一人飛び出した。恥はじをかなぐり捨て、ひやかされる覚かく悟ごを固めて。半ば叫ぶように、最後のフレーズを歌い上げる。

「決ぃ～まった！　伝説の剣くんが欲ほしいっ！」

　そして目を伏ふせて、照れ隠かくしのようにはにかむ。

「あの……ごめんね？　さっきは恥ずかしくて……嘘うそ、ついちゃった。本当は……す、好きなんだ、伝説の剣くんのこと……。……ね、伝説の剣くん。こっちにおいでよ」

　リンはただ一本佇む伝説の剣に向かってふわりと両手を差し伸のべ、微笑ほほえみを向けた。──聖母にも似た、優やさしくて慈じ愛あいに満ちた笑みを。

「……一緒に、遊ぼう？」
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「ジル、今だ！」

　カイは叫んだ。伝説の剣の頑なな心を溶とかすのは、今しかない。

　ジルは岩へと躍おどり上がるなり、伝説の剣へと挑いどみかかる。

「ぐっ、ぉぉおおおお！」

　教室の隅すみ、ぽつんと佇む孤こ独どくなはぐれ者に、リンの心は届いたのだろうか。カイは我知らず拳を硬かたく握り締めていた。冷たい岩に深々と突き立ち、抜ぬけることを拒こばみ続けた、孤高の剣。若かりし日の、俺の分身。どうか届いてほしい、リンの優しさ──……！

　リンとニーナも同じ想おもいだったらしい。三人は声を嗄からして叫ぶ。

『いっけぇぇぇぇぇぇええ！』

　そして、その瞬しゆん間かんが訪おとずれようとしていた──！

「ぬぉぉぉぉぉおおおおおおおお！」

　ジルの上じよう腕わん二頭筋が大きく盛り上がる！　刹せつ那な──ジルの鎧よろいがはじけ飛んだ！

「なんでだよォォォ!?」

　ジルはふうっと額の汗あせを拭ぬぐい、白い歯を光らせながら、

「駄だ目めであった！」

「なに清すが々すがしい顔してんだ！　お前ただ脱ぬぎたいだけだろ！」

「そろそろポロリ担当を名乗っても良いか!?」

「えっ、お色気ポジション狙ねらってたの!?　初耳なんだけど！」

「うむ、そのためにこの鎧を作ったのだぞ！　弾はじけ飛びやすい特別仕様だ！」

「その鎧自作だったのか!?　そういう気き遣づかいとかいらねぇよ!?　心の底から余計なお世話だよ!?」

　汚きたないものを見せまいという配はい慮りよなのだろう、リンの両目を後ろから覆おおいながら、ニーナが上うわ擦ずった声で呻うめいた。

「いいえ、彼はもしかすると、伝記上における役割分担まで計算したのでは……!?　そう、そうよ、萌もえは私とリンが担になうとして……彼が脱ぐことによって、若い男の肉体を嗜し好こうするおばさま方の票を狙えるという可能性は捨てきれないわ……ジル、恐おそろしい子！」

「捨てればいいのに、そんな誰の得にもならない可能性は丸めて捨てちまえばいいのに！」

　カイは頭を抱かかえた。っつーかジルの奴、あんだけ大口叩たたいておきながら、結局これかよ！

「やっぱり剣抜けないんじゃねぇか、ジル！」










　日は既すでにとっぷりと暮れて、家々の窓には暖かい灯あかりが点ともっている。

「……星がきれいだな」

「うん！　なんだか小さい頃ころのことを思い出すねー！」

　リンと並んで満天の星を見上げながら、カイは言いようのない虚きよ脱だつ感に襲おそわれていた。

　伝説の剣を相手に花いちもんめって……俺はいったい何をしているんだ……。仮にも勇者を目指していたこの俺が、またリンのペースにはめられてこのザマだ……！

　あれからジルが自じ慢まんの剛ごう腕わんであらゆる手段を講じたのだが、剣が抜ける気配は一向になかった。星明かりの下、ジルは息を弾はずませながらとつとつと剣に語りかけている。

「ふ……飽あくまで己おのが信念を貫つらぬくか。その心意気やよし。貴様とは良い酒が飲めそうだ」

「リン、カイ、ジルー」

　夜風に髪かみを遊ばせながら、ニーナが坂を上がってきた。

「宿を手配してきたわよ。今日はもう暗いし、行って夕ご飯にしましょう。部屋も村長さんの口くち利ききで、無料で提供してくれるみたい。あっ、もちろんリンは私と同室ね！　それとお風ふ呂ろも一緒に入りましょうね！　それで洗いっこしましょう、身体からだの隅すみ々ずみまで！　うふふふ、めくりめくりめくりめくりめくりめく夜の始まりよ！」

「落ち着けニーナ、めくりすぎだ」

「じゃあ、続きは明日あしたにしよう！」

　リンの判断を受けて、カイは左手を口の横に当てて声を張り上げた。

「おーい、行くぞー、ジル！」

　しかしジルは答えず、岩の頂上にどっかりと腰こしを下ろす。

「いや、俺はここに残る！」

　リンはびっくりしたようだ。

「ジル、明日でいいよ。宿に行ってごはんに……」

「いや、俺はこいつを説得する。一晩時間をくれ。必ずやこの強ごう情じよう者ものをほだしてみせよう！」

「何で？」

　リンの戸と惑まどいに、ジルは低く笑って答える。

「ここらで俺の本当の実力を見せておかんとな。ポロリだけが芸ではないのだ。お前ら、なにもこの肉体美だけが目当てで、俺を仲間にしたわけではあるまい？」

「いやまあ、肉体美っつーか、お前には最初からなにも期待してねぇけど」

「さあ、俺に構わず先に行け！」

　伝説の剣の横に尻しりを据すえたジルに、リンはあっさりと手を振った。

「うん、わかった！　じゃあね！」

「あ、あれ？　ええとだな、こういう場合はもう少し粘ねばるものでは……」

「明日もケイトラ運転するんだから、ほどほどにしておきなさいよー」

「風か邪ぜ引くなよー」

　去り際ぎわ、カイは何気なく振り返ってみた。星明かりに照らされた大きな背中は、ちょっと寂さみしげであった。










　明け方、深い眠ねむりを貪むさぼっていたカイは野太い声に叩き起こされた。

「おい、起きろ、カイ。伝説の剣が取れた、取れたぞ！」

「え……取れ……？　抜けたんじゃなくて……？」

　目を擦こすりながら上半身を起こすと、部屋の真ん中に仁に王おう立だちになっているジルが居た。

　その手には、ごつごつとした長大な何かが握られている。夜明けの気配を帯びた淡あわい光が、その輪りん郭かくを浮うかび上がらせた。

「こ、これが……」

「そうだ」




　そこには──柄つかを生やした、細長い岩がん塊かいがあった。




「抜けてねぇじゃねーか！」

「うむ。だから、取れたのだ。思いっきり引っ張ったら、こう……ボコリと。果たしてこれでクエスト達成と言えるのであろうか？　リンに確かめたかったのだが、隣となりの部屋に入った途と端たん、上から槍やりが降って来てな。あやうく串くし刺ざしだ」

　夜中に女部屋へ行こうというジルの神経も考え物だが、ニーナは抜かりなく罠わなを仕し掛かけておいたらしい。

「どう思う、カイ」

「ええと……うん、そうだな、明日みんなで考えようか？　よくやったな、お疲つかれさん。風呂入って寝ねろよ」

　もともと低血圧で寝起きの悪いカイは、急に疲れを覚えて頭から布ふ団とんを被かぶった。

　──と、扉とびらへ向かっていたジルの足音が止やんだ。

「ところで、カイ。お前、あの岩場に握りめしを届けてくれたか？」

「あー……」

「それに、サンドイッチとクッキーだ」

「……いや？」

「ふうむ、そうか？」

　不思議そうに呟つぶやいて部屋を出ようとするジルを、カイはとっさに呼び止めていた。

「ジル」

「どうした」

「あー、いや、そうだな……そう！　お前さ、後こう悔かいしてねぇか？」

「何をだ？」

　立ち止まり、振り返った気配がする。カイは布団にこもったまま呟いた。

「俺たちの冒ぼう険けんについてきたこと」

　壺つぼを叩き割ったり、井い戸どに飛び込もうとしたり、泥どろ棒ぼうと間ま違ちがわれて村人に追いかけられたり。あげくに伝説の剣けんは抜けない。こんな突とつ拍ぴよう子しもない勇者の冒険は聞いたことがない。

　ジルは曲がりなりにも天下のユースタシア学園、それも一流をもって鳴る戦士課程を出ているのだ。そんな男の目に、この冒険はどう映っているだろう。

　──しかし、ジルは「何を今さら」と低く笑った。

「覚えているか、カイ？　俺が仲間になった時のことを。俺は遊び人だ。恐らく何の役にも立つまい。にもかかわらず、お前の反論に遭あいながらも、リンは俺を──いや、俺とニーナを切り捨てようとはせなんだ。──そしてお前も、結果的にはその意志を尊重した。まったく、そろいもそろって酔すい狂きようなことよ」

「ジル……」

「俺はな、見み極きわめてみたいのだ。リンなら本当になれる気がするのだ、勇者の中の勇者──勇者王にな！」

「だからその勇者王って概がい念ねんはなんなの!?　俺聞いたことねぇんだけど!?」

「あと、あわよくば冒険に乗じて、就職口を探したい」

「それは個人的にやれよ!?　便乗とかじゃなく、個人的に頑がん張ばれよ!?」

「なんにせよ、俺はこの冒険から手を引く気はないぞ。こんな奇き想そう天外な旅は初めてだ、実に興味深い。それに」

　ジルは喉のどを鳴らして笑った。

「夜食を届けてくれるような、良い仲間にも恵めぐまれたことだしな」

　カイは布団から頭を出す。夜にこっそり抜ぬけ出して握にぎりめしを置いてきたのは他ほかでもない自分だが、それ以外の差し入れには心当たりがない。おおかた、三人が三人とも同じことを考えていたのだろう。

　遠ざかる足音を聞きながら、カイは再び心地ここちよいまどろみへと引きずり込まれていった。










　翌朝の朝食後──細長い岩を目にしたリンは感動に手を震ふるわせ、

「おお……これこそ私たちが探し求めていた、伝説の鈍どん器きだ！」

「伝説の鈍器なんか聞いたこともねぇよ！　伝説を捻ねじ曲げるな！」

「なかなかやるじゃない、ジル」

「……まさかお前ら、本当にこれで済ませる気か？」

　低く呻くカイだったが、その横で『夏休みの友』を広げたリンが歓かん声せいを上げた。

「あっ、でも見て、ほら！」

　首を伸のばしてのぞき込む。ステップ２の欄らんには、『達成・よく出来ました』の捺なつ印いんがあった。

「こんなんでいいのかよ!?　ほんとにこれ、誰だれがどうやって判定してんの!?」

「ありがとう！　ジルってすごいね！　やっぱり頼たよりになるや！」

　リンは翡ひ翠すい色の瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせながら、ジルに向かって身を乗り出す。

「伝説の剣を岩ごと引っこ抜いちゃうなんて、こんなの、他の誰でもない、ジルにしかできなかったよ！　すごいよ！　本当に、仲間になってくれてありがとう！」

「ああ」

　深しん灰かい色しよくの隻せき眼がんを細めて、ジルはまんざらでもなさそうだ。

　カイは「ふう」と息を吐はいた。ツッコみたいことは山ほどあるが……クエストは達成できたようだし、リンも嬉うれしそうだし、……ま、いいか。

「あ。でも、村長さんの休きゆう憩けい所じよに穴開いちゃったよねぇ。いいのかな？」

　うーん、と頭を悩なやませていたリンは、やがてバチムッ☆　と片目をつむった。

「よぉし、ばれる前に撤てつ退たいだ！」

「待て、せめて説明してあげろよ！　村長さん、お尻がはまって大変なことになるぞ！」

　リンは「新たな冒険に出発だー！」と叫さけんで、矢のように飛び出していく。伝説の鈍器を軽々とぶら下げたジルも続いた。

　はあ。村長さんには俺が後から言っておくか。カイも荷物を担かつぎ上げて立ち上がり──

「ちょっと、カイ」

　後ろから勢いよくフードを引っ張られて、危あやうく意識が飛びそうになる。

「なんだよ!?」

　声を荒あららげながら振ふり返ると、目を尖とがらせたニーナが、じっとカイをねめつけていた。

「あんたゆうべ、ずっと部屋にいた？」

「は？」

「夕食のあと、ちゃんと部屋で寝てたかって聞いてるの」

「なんの話だよ？」

　困こん惑わくするカイの襟えり首くびを掴つかむと、ニーナはぐいと顔を寄せて来た。

「まさか、リンとどこかにしけ込んだりしてないでしょうね!?」

「はっ!?　んなわけねぇだろ！」

「私が夜中に目を覚ましたらねぇ、リンがいなかったのよ！」

「え？」

　カイは一いつ瞬しゆん虚きよを衝つかれ──ふと思い当たって頬ほおを掻かいた。

「ああ……ジルに夜食を届けてたんじゃねぇの？」

「……そうなのかしら？　でも、あんなに長い時間……」

　ニーナは心配そうに眉まゆをひそめたかと思うと、再びカイの襟首を締しめ上げて来た。

「本当に、リンと会ってなかったんでしょうね!?」

「だから俺とリンはそういうんじゃないって何度言ったら……苦しい、苦しい！」

　ようやくカイを解放して、ニーナは怪け訝げんそうに首をかしげた。

「じゃあ、リンはしょっちゅう部屋を抜け出して、一体どこに行っているのかしら……」










　無事に（？）剣がなくなったことを告げると、村人たちは総出で四人を見送ってくれた。

　カイは村長から譲ゆずり受けた毛布と縄なわを使って、伝説の鈍器を荷台に固定していたのだが、ふと顔を上げると、リンはまだ村人と話し込んでいる。

「リン、早くしろよ」

「あっ、ちょっと待って！」

　この期ごに及およんで楽しそうに世間話とは……本当にお気楽な奴やつだな。

　カイは、村人たちからお菓か子しをもらっているリンをぼんやりと眺ながめた。

　……そもそも勇者ってもんは、もっと傑けつ物ぶつであるべきじゃないのか？　誰にも抜くことができなかった伝説の剣を引き抜き、並み居る魔ま物ものをなぎ倒たおし、村人たちからは尊敬と崇すう拝はいのまなざしを受け──それがどうだ。

　伝説の剣は抜けない、与あたえられた剣はなまくら、村人とはのんきにおしゃべりだ。

　なんだか自分が理想とするまっとうな勇者像から、どんどんかけ離はなれて行く気がする。

　仮にも勇者を目指していた自分が、いつの間にかこんな低次元な冒険に甘んじていることがやるせなくて、情けなくて。

　朝の風に吹ふかれながら、カイは出がらしのような溜ため息いきを吐ついた。








　第五章　番組の途中ですが、

　　　　　Ｍと人妻に目覚めました




　町へと向かっているせいか、昨日までに比べると道は格段に良い。おかげでカイはあの壮そう絶ぜつな乗り物酔よいに悩まされずに済んだ。

　──それにしても、不気味なほど魔物に出会わない。勇者の冒険というものは、こんなに平和で良いのだろうか？

　そんな平和なケイトラの荷台で、リンとカイは額を突きあわせていた。

「次はこれだね。ステップ３、『囚とらわれの娘むすめたちを救おう！』」

「これってつまり、この娘たちは夏休み前から囚われ続けてるってことだろ？　手て遅おくれじゃないといいんだけどな」

　カイの懸け念ねんはある意味で覆くつがえされることになる。










　目的の町には、出発から四日目の夕刻に到とう着ちやくした。残るクエストはあと三つ。巻きで行けば、なんとか始業式に間に合いそうだ。

　石造りの門をくぐってすぐに違い和わ感かんを覚えた。女の姿がないのだ。大広場にも、果くだ物もの屋の店先にも、井い戸ど端ばたにも──右を見ても左を見ても、見事に男ばかりだ。

「なによ、むさ苦しいわねぇ」

　ニーナは不満そうだ。

　大広場では門番らしき男が厳いかめしい目つきで空を睨にらみつけている。彼はきょろきょろしている来訪者たちに気付くなり、慌あわてて四人を詰つめ所しよに引きずり込んだ。

「えっ、な、なぁに？」

　驚おどろくリンに、門番は「注意書きを読まなかったのですか!?」と詰め寄った。

「女性は身を隠かくさなくてはダメです、コカトリスにさらわれてしまいますよ！」

「コカトリス？」

　聞けば、この町は先月から怪かい鳥ちようコカトリスの被ひ害がいに脅おびやかされているという。にわとりの上半身とトカゲの下半身を持つというその魔物は、昼となく夜となく襲しゆう来らいしては、人を、それもうら若い娘ばかりを連れ去るらしい。

　それを聞いて、リンはここぞとばかりに胸を叩たたいた。

「どうぞご安心ください！　私たち、そのさらわれた女の子たちを助けに来たんです！」

　門番は半信半疑であったが、ユースタシア学園の生徒手帳を見せると、ようやく納なつ得とくしてくれた。

　コカトリスの目を避さけるため、リンとニーナは樽たるに詰め込まれた。他の酒樽と一いつ緒しよに荷馬車に乗せ、その周りを男たちで固めつつ町長宅へと案内してもらう。

　かっぷくの良い町長は、諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいしてくれた。

「実は先日、ついにわしの娘もさらわれてしまいましてな。奴め、どこから見ているものか、若い娘がうっかり姿を見せようものなら風のごとく現れて連れ去ってしまう」

「まあ！　女の子ばっかり連れ去って、一体どうするつもりなのかしら！　いやらしいわねっ！　けしからん、実にけしからんわ！」

「うん、俺はお前がヨダレを垂らしながらどんな妄もう想そうをたくましくしているのか、まずそれを知りたい」

「しかも最近では娘ばかりでなく、家具や食料まで奪うばわれる始末で……」

　憔しよう悴すいしきっている町長に、リンは心配そうに声を掛かける。

「町長さん、元気を出してください！　娘さんもみんなも、必ず助け出してみせますから！」

　カイは膝ひざを乗り出した。

「コカトリスは、いつ現れるんですか？」

「若い娘さえ見れば、時間を問わず……ですが朝方に現れる確率がもっとも高いようです」

「じゃあ、明日あしたの朝まで待つか……」応接間のソファーに背中を預けて、カイは唸うなった。

「なんにせよ、まずはコカトリスの根城を突き止めることからだな」

「どうしたらいいのかしら」

「ううむ。やみくもに探しても、いたずらに時間を浪ろう費ひするだけだしな」

　と、カイのはす向かいに座っていたリンが「はいはい！」と勢いよく手を挙げた。

「いいこと考えた！　私が囮おとりになるよ！」

　驚いたのは三人だ。

「囮って……わざとさらわれるってことか？」

「うん！　それで、カイとジルとニーナが、コカ鳥くんを追いかけるの！」

「そんなの駄だ目めよ、危なすぎる！　囮なら私がなるわ！」

「ううん、私がやるよ！」

「いや、ここは俺が！」

「いやいや、ジルが囮はさすがに無理があるだろ」

　カイが言い終わるのを待たず、三人はそろってぺこりと頭を下げながらカイに向かって手を差し出した。

『どうぞどうぞ！』

「なにが!?　俺立候補なんかしてねぇけど!?　普ふ通つうにツッコんだだけだけど!?」

「あそこは『じゃあ俺が』って手を挙げるべきところだったでしょうが！　空気読みなさいよね！」

「それってどこの世界の空気!?」

「よし、それじゃあ明日の朝、作戦開始だよ！」

　カイは意気揚よう々ようと立ち上がったリンを押し止とどめた。

「いや待て。リンの唱えた作戦じゃあまりに危険すぎる。一部変へん更こうだ。リンをさらわせるんじゃなくて、コカトリスがリンをさらおうとしたところを撃げき退たいする」

　ジルが「なるほどな」と顎あごをさする。

「そうして巣へと逃にげ帰るコカトリスを追つい跡せきするというわけか。コカトリスへの攻こう撃げきはどうする？」

「俺たちの中には飛び道具を扱あつかえる人間はいねぇから──ニーナ、召しよう喚かん頼たのんだぞ」

　ニーナは「ふん」と鼻を鳴らして、肩かたにかかった髪かみをさらりと払はらった。

「任せてよ」

　傲ごう然ぜんと胸を反らすニーナに、リンが不器用に片目をつむった。

「頼たよりにしてるよ、ニーナ！　よろしくねっ！」

「もっ……もう、なによっ、そんな風に言われたら舞まい上がっちゃうじゃない！　リンのばかばか、おおばか！　この天使！　好き！　ぺろぺろさせて！」

「ニ、ニーナ、頼たのむから本番は冷静にな、冷静に……！」

　今日は町長宅に泊とまらせてくれるらしい。とりあえず部屋に荷物を置こうと立ち上がりかけたとき、ふいにリンが「そうだ！」と手を挙げた。

「町長さん、お礼に何かください！」

「なんだよお礼って!?　いきなり何言い出してんの!?」

「だって危険な魔物と相対するんだよ？　前まえ払ばらいで、何かもらっておかないと！」

「いやお前のやってること、ゆすりたかりと変わらねぇよ!?」

　町長は少々お待ちくださいと断って席を立った。リンは胸を張る。

「大だい丈じよう夫ぶ！　こういう時は、何かしら重要なアイテムが用意されているものだよ！　たとえば、町の危機を救う勇者に授さずけるようにと代々伝わってきた、家宝の首くび飾かざりとかね！」

「そんな都合のいい展開あるわけねぇだろ！」

　その時、戻もどってきた町長が、手にしていたものをリンへと差し出した。

「どうぞ、これをお持ちください」

　それは虹にじ色いろに透すき通る石を四つ通した首飾りだった。

「これは町の危機を救う勇者に差し上げるようにと、代々伝わってきた家宝の首飾りです」

「本当にあった！」

「ありがとうございます！」

　リンはきちんと腰こしを折って礼を述べると、嬉うれしそうにその首飾りを首から下げた。

「あら、素す敵てきじゃない！　とっても似合うわよ、リン」

「えへへ、そうかな？」

　ニーナに褒ほめられて頬ほおを染めるリンを見ながら、カイは「はぁ」と息を吐はいた。あんな首飾りが、一体何の役に立つというのだろう。先が思いやられるなぁ……。










　そして、出発から五日目の朝。

　囮のリンを公園に残し、残る三人は少し距きよ離りを置いた茂しげみに潜ひそんでいた。

　リンは公園のベンチに座って、足をぷらぷらさせている。

「……本当にこんなんで来るのか……？」

　窮きゆう屈くつな茂みで身を固めていると、暑気が重たくのしかかってくる。暇ひまを持て余したニーナがカイのフードにダンゴ虫を詰めるという嫌いやがらせを始めた頃ころ──空に影かげが差した。

「グェェエエェエェエエエェェェエ！」

　それは大きな翼つばさをバサバサとはためかせ、金属を引っ掻かくようなけたたましい声を上げながらリンの前に降り立った。鋭するどい鉤かぎ爪づめがぎらりと光る。

「……ッ！　あいつか……！」

　それは荷馬車ほどもある巨きよ大だいな鳥であった。うろこに覆おおわれた長い尾おが、白い日差しを不気味に照り返している。

「グエェェェエエエエエエ！」

　リンが弾はじかれたように立ち上がるのと、コカトリスが赤いとさかを振ふり立てて襲おそいかかるのは同時だった。

　リンの身体からだが大振りなくちばしにくわえられ、軽々と浮うき上がった。

「うわっ！」

「リン！」

　カイは首筋に這はいずるダンゴ虫を払い落として叫さけんだ。

「ニーナ、今だ召喚……っ！」

　振り向いた先には、鬼おにの形相をしたニーナが居た。

「あンの※※※※～！」

「おお……！」

　完全に瞳どう孔こうが開いていらっしゃる……！

「私のリンをさらおうだなんて、※※※の※※※が！」

「や、やめろニーナ、聞くに堪たえない！」

「キエエエエエイ！　※※て※※してやる！　いえ、それだけでは飽あき足らず、※※※に※※※を※って※※※※てやるわァァァァァアア！」

「に、ニーナ！　ニーナ、ニーナ……！　に、ニーナ！」

　やべぇ、放送禁止語句ばっかりで何言ってるか全然分からねぇ！　そしてニーナ嬢じようの怒いかりが激しすぎて迂う闊かつなこと言えねぇ！　連呼のしすぎでゲシュタルト崩ほう壊かいを起こしそう！

　その時、活かつを入れるようにジルが吠ほえた。

「ニーナ、召喚だ！」

「分かってるわよ！」

　ニーナは手早く魔ま法ほう陣じんを広げると、よほど動転しているのか、いつもは口の中で呟つぶやくだけの呪じゆ文もんを、まるで叩たたきつけるようにして叫び始めた。カイは我知らず息を呑のむ。

　一体どのような高こう尚しような呪文で、異世界と交信をしているのか──！

「ちょっと、すっごい急ぎなんだけど！　鬼強いやつ寄よ越こしてくんない!?　修しゆ羅らみたいなやつ！　目が血走ってるくらいのが理想！　ひとつ頼んだわよ！」

「呪文じゃなくて交こう渉しようなんだ!?」

「さあ、出いでよ、異界の修羅！」

　魔法陣に光が盛り上がり、異世界からの召喚者が形を成していく──！

　出て来たのは長い髪を結ゆい、鼻に眼鏡をひっかけた女性だった。机にかじりついたまま、血走った目をぱちくりさせている。

「……ええと、どなたですか？」

　カイは一応の礼れい儀ぎとして尋たずねてみた。女はペンを握にぎり締しめたまま答える。

「漫まん画が家かの桃もも代よですぅ！」

「マンガカってなに!?」

「えぇと、漫画家っていうのは、漫画っていう娯ご楽らく媒ばい体たいを製造する機械みたいな職業で、締め切りを守れないと人権を認めてもらえない、哀あわれな人種です！」

「なにその過か酷こくな職業！」

　モモヨは髪を振り乱し、壮そう絶ぜつな声で叫ぶ。

「あと十五分で締め切りなんですよぅ！　まだ一ページまるまる白紙なんですけどぉ！」

「修羅じゃなくてすんごい修羅場の人出て来たぁぁぁ！」

「それでなんの御ご用ようなんですかぁ!?」

　ニーナは容よう赦しやなくコカトリスを示す。

「あの魔ま物ものを倒たおすのよ！　飛び道具を使って！」

「ペペペペンしか持ってませぇん！」

「それって投げられないの？」

「ななな投げられるわけないじゃないですかぁ！　ペンは漫画家の命ですぅ！　もうっ、もう誰だれでもいいから手伝ってくださぁい、トーン貼はってぇ、ベタ塗ぬってぇぇぇ！」

「なんで異世界の俺たちに普通に仕事頼んでんだよ！　よっぽどの修羅場だな！」

　さすがに憐あわれんだジルが漫画家を魔法陣に押し込めてやり、モモヨは机ごと元の世界へと帰って行った。どうか締め切りに間に合うよう、願わずにいられない。

　カイがなんとなく脱だつ力りよくしたまま公園に視線を移すと、そこには人っ子一人いないのどかな光景が広がっていた。

「……はッ！　リン！」

「あ、ああっ！　どうしよう、リンが！」

「落ち着けニーナ！　とにかく今は追いかけるんだ！」










　三人は空を切るコカトリスをケイトラで追っていた。葉を繁しげらせた森は薄うす暗ぐらい。頭上を覆うこずえの隙すき間まから、空を滑すべる巨大な影が見え隠かくれしている。

　ニーナは荷台からジルの後ろ頭を親の仇かたきのようにばいんばいんと引っぱたく。

「ジル、もっとスピード上げなさいよ！　アクセルべた踏ぶみでいいわ！」

「堪こらえろ、ニーナ！　あまり近付くと気付かれる！」

　ジルも珍めずらしく声を荒あららげてがなり返してきた。ニーナは爪つめを噛かんで呻うめく。

「私としたことが、肝かん心じんなところで召喚に失敗するなんてっ……！」

　どうやら焦しよう燥そうと怒りとで取り乱しているようだ。カイはその肩に手を置いた。

「気にするなよ、ニーナ」

「えっ……？」

　驚おどろきに見開かれるニーナの瞳ひとみを覗のぞき込み、カイは諭さとすように言った。

「考えてみりゃ、もともとお前の召喚は外れしか……」

　ニーナは虫でも払はらうかのようにカイの手を叩き落とすと、

「ッチイィィィッ！」

　暗器のような舌打ちを送ってきた。

　カイはじりじりと後ずさって距離を取った。怖こわいよう──いや、何より一番怖いのは、冷たい視線で突つき刺さされて、ちょっと興奮している自分に気付いたことだった。俺も成長したな。いや成長なのか、これは？　いらん可能性を開かい拓たくしただけのような気もする。

　やがて行く手に建物が見えてきた。打ち捨てられた物もの見み塔とうのようだ。

　コカトリスは塔の最上階へと姿を消す。

「降りるぞ！」

　ケイトラが止まるのも待たず、カイとニーナは荷台から飛び降りた。

　ニーナは両手を揉もみ搾しぼりながら塔を見上げて言う。

「どうしよう、リンに何かあったら、私……私……」

「……ニーナ？」

「私、いつもそうなんだわ。大事なところで役に立たないの……。笑っちゃうわよね、何が召喚士よ。みんなが望むものを召喚できないなら、ここに居る意味はなにひとつないのに……。リンが、『頼たよりにしてる』って、そう言ってくれたのに……！」

　その横顔は今にも泣き出しそうに儚はかなくて、カイの目には、まるで追い詰つめられた幼い少女のように見えた。

　──ふと、ある予感が胸をよぎる。

「ニーナ、お前さ……大陸守護騎き士し隊をやめたのって、もしかして……」

　ニーナの頬ほおがぴくりと強こわ張ばった。動どう揺ようを隠すようにうつむくと、吐き捨てるように呟く。

「分かってるわ。幻げん獣じゆうを……周りが望むものを呼び出せない召喚士なんて、必要ないのよ」

　カイは少しためらってから、玉ぎよく砕さい覚かく悟ごでニーナの頭にぽんと手を置いた。

「……そんなことねぇよ。少なくとも、リンにはお前が必要なんだ。俺もさ、そのー……ちょっとツッコミはきついかもしんねぇけど……お前のこと必要ないとか、否定しようだなんて、これっぽちも思ってないから」

　よく幼い頃のリンにしていたのを思い出して、指先でくしゃくしゃと髪かみを撫なでてやる。

「大だい丈じよう夫ぶ、リンは仲間がちょっとくらい失敗したからって見限るような、そんな奴やつじゃねぇよ。一いつ緒しよに育った俺が言うんだ、信じろ」

「……っ」

　ニーナは頭に掛かかった重みと温ぬくもりを確かめるように口を噤つぐみ、そしてそっぽを向いた。

「なによ、分かってるわ。リンの幼おさな馴な染じみだからって、調子に乗るんじゃないわよ」

　そっけない物言いは、少しは調子を取り戻もどした証しよう拠こだろう。カイはさらさらした絹髪の感かん触しよくを名残なごり惜おしく思いながらも、そっと手を離はなそうとした。

「……でも、ありがと」

「……」

　かすかに耳に届いた、かすれた声。ニーナはほんのわずかに頬を染め、「何も言ってないわよ」みたいな顔をして、ぎゅっと口を結んでいる。カイは少し笑った。

「幻獣なんか呼び出せなくても、頼りにしてるよ」

　もう一度ぽんぽんとその頭を撫でてから、手を下ろした。

　二人はケイトラを茂みに隠したジルと合流し、改めて塔を見上げた。

「しかし、どうやって登るか……」

　一通り周囲を巡めぐってみた。蔦つたに覆われた扉とびらを見つけたが、枠わくが歪ゆがんでいるらしく、押そうが引こうがびくともしない。

「ジル、突とつ破ぱ出来るか」

「出来ないこともないだろうが、十中八九、敵に気付かれるだろうな」

　敵に早い段階で察知されてしまえば、娘むすめたちやリンを人ひと質じちに取られるおそれがある。

「攻せめるに難かたく、守るに易やすい、か。厄やつ介かいだな……。……ん？　あの窓から入れねぇかな？」

　カイは三階ほどの高みにある窓を指差した。一人でもあそこまで到とう達たつすることが出来たら、あとは縄なわを垂らして全員が突入出来るのだが……。そこまで考えて、常人には無理だと首を振ふる。やっぱりリンの言う通り、ニンジャを仲間にしておくべきだったか……！

「どうする、ニーナ」

「もちろん召喚するわよ、とびっきり凄すご腕うでの一いつ般ぱん人じんをね。名めい誉よ挽ばん回かいさせてもらうわ」

　満を持して魔法陣に向かったニーナは、目を閉じて意識を集中しているようだ。

「──出いでよ、異界の住人！」

　やがて召喚に応こたえて出て来たのは、上品な婦人だった。薄うす化げ粧しようを施ほどこした顔はうつむきがちで、この状じよう況きようとは程ほど遠とおい印象を受ける。彼女は両手をそろえ、しずしずと頭を下げた。

「お初はつにお目に掛かります。真ま知ち子こと申します」

　ニーナは満足げに頷うなずく。

「なるほど、マチコさんね。ご職業は？」

「主婦です」

「あれっ、外れじゃね!?　完全に外れじゃねコレ!?」

　ニーナは腕うでを組んで地面を踏みつけたまま、傲ごう然ぜんと言い放つ。

「まだ決まったわけじゃないわ」

「だって主婦だぞ!?　この局面で主婦の出る幕はねぇぞ!?」

「マチコさん。壁かべ登のぼりは出来る？」

　マチコはじっとニーナを見み詰つめたのち、細い顎あごを頷かせた。

「ええ」

「出来るの!?」

　脊せき髄ずい反射で訊きいてしまったカイに、マチコは思し慮りよ深ぶかいまなざしを投げる。

「主婦ですから」

「そうなの!?　異世界の主婦は標準的に壁登りが出来ると考えていいの!?」

　伝説の武器を縛しばっていた縄をまとめて肩かたにかつぐと、マチコはひたりと寄り添そうようにして塔に取りついた。そして蔦と煉れん瓦がを足掛かりに、外がい壁へきを登り始める。

　カイは汗あせばんだ手を握り締めた。これはいけるかもしれない……！

　しかし半分まで登ったとき、マチコはついにぴたりと止まってしまった。目を凝こらすと、腕がぷるぷる震ふるえている。やはり主婦には荷が重かったのではないのだろうか。

　カイは出来る限りの小声で、それでも確かめずにはいられなかった。

「ま、マチコさん、大丈夫ですか!?」

「しゅ、しゅ、しゅ……」

　マチコは髪を振り乱してカイを見下ろし、そして吠ほえた。

「主婦ですからァァァァ！」

「異世界の主婦すげぇ！　マジ気き丈じよう！　惚ほれてもいいですか！」

　主婦マチコはとうとう垂直な壁を制せい覇はした。窓からするすると縄が垂らされる。

「どうぞ、登ってきてください」

「うむ。ではニーナから……」

「いや、待て待て。俺とジルが先に行こう、な」

　すかさず遮さえぎったカイに、ジルが心外そうに瞠どう目もくする。

「カイ、こういう場合はレディーファーストではないのか。俺たちが下で待ち受けていれば、万が一ニーナが手を滑らせても受け止めることができようて……」

「あのな、ジル」

　カイはジルの腕を引っ張って少し離れた所に連れて行き、声を潜ひそめた。

「いいか、ニーナはスカートだ。それで壁登りなんかしたらどうなるか、想像してみろよ」

　ジルは「ふうむ」と唸うなって目を閉じ、しばらく眉み間けんを揉んでいたが、やがてカッと独眼を見開いた。

「白だ！」

「誰だれがスカートの中まで妄もう想そうしろと言った！」

「レースだ！」

「素材とかそんな細部まで思い描えがかなくていいから！」

「イイネ！」

「イイネじゃねぇよ、死ヌネ！　んなもん見たら確実に死ぬ、殺される！　ここはいらん揉め事を避さけるために、俺たちが先に登っておくべきだ。な！」

　カイは内ない緒しよ話ばなしを切り上げて振り返った。

「というわけで、ニーナ、お前一番後から……」

「何してんの、早く来なさいよ」

　涼すずしい声が降ってきて塔を見上げると、ニーナの姿はすでに窓辺にあった。

「……」

　せっかくなら見たかったな、白いレース。などという邪じや念ねんを振り払いつつ、カイは縄に取りついた。ぐっと握にぎり、食いしばった歯の間から苦い決意を押し出す。

「リン、俺が助けに行くまで……どうか無事で……無事でいろよ……っ！」

「悦えつに浸ひたっている場合ですか！　さっさと登ってください！」

　すっかりヒロイン救出に向かう勇者気取りだったカイは、マチコにすごい勢いで叱しつ咤たされた。

「うっす、すいませんっした！」

　マチコさん、意外とスパルタ！

　カイは縄を手た繰ぐりながらどうにか這はい上がった。結構しんどい。自力で登りきったニーナを褒ほめてやるべきだろう。続くジルに至っては、伝説の鈍どん器きを背にくくりつけている。もう好きで自じ虐ぎやく行こう為いをしているとしか思えない。

「それでは、私はそろそろおいとまいたします」

　クールビューティーでタフな主婦との別れがなんとなく名残惜しくて、カイが「そうか……」と呟つぶやくと、マチコは小さく頷いた。

「ミケに餌えさをあげる時間ですから」

「奥さんだった！　ソノダさんの奥さんだった！」

　こんなきれいで品が良くて壁登りまで出来る妻が居たら、確かにソノダさんの立つ瀬せはなさそうだ。顔の横で小さく手を振りながら、マチコは元の世界へと帰って行った。

「ふむ、潜せん入にゆうは無事に果たせたな。あとはいかに気付かれずに接近するかだ」

「ニーナ、異世界から便利な道具とか取り寄せられないのか？　こう、姿を消せるマントとか、足音がしない靴くつとか……」

　ニーナは「やってみるわ」と腕をまくった。小声で呪じゆ文もんを唱え、

「出でよ、異界の住人！」

　魔ま法ほう陣じんから出て来たのは、かっちりとした黒い服に身を固めた、七三分けの男であった。

「はいはい、みなさん、お困りですね！」

　声がやけに甲かん高だかい。男の前に設置された台の上には、三足の靴が陳ちん列れつされている。

「本日はよろしくお願いいたします、わたくし、田た畑はたと申します！　さて、今回はどのような御ご用件でございましょう!?」

「ちょ、ちょっ、あのスイマセン、もう少し小さい声で……魔物に気付かれるんで……」

「なるほど、よぉーくぅーあーるぅーシチュエーションです！　先を急ぎたぁい、しかし魔物に気付かれないよう、静かに歩きたぁい、と！」

　タハタは立て板に水のごとくまくし立て、あげく、パァンッと景気よく手を打ち、

「ハイそこでこの靴ぅぅぅぅッッッ！」

「うるっせぇぇぇぇぇぇ！」

「見てくださいこの美しいフォルム！　足取りまでもが軽くなる軽量構造！　底にふんだんにあしらわれたゴムがショックを吸収します！　ということは!?　そう、足音がしなぁぁぁい！　ウォーキングはもちろん、奇き襲しゆうに最ッ適ィィッッッ！」

「分かったからまず黙だまれ！　成功する奇襲も成功しねぇわ！」

「お色も三色取りそろえてございます！　わさび色、ふじ色、やまぶき色！」

「また微び妙みような色だな！」

「お値段据すえ置き、二九八〇円！　さらに今なら、小型ポラロイドカメラが付いてきます！」

「ナニソレぽらろいどかめらって何!?　そっちの方が気になる！　むしろそっちがメインなんじゃねぇの!?」

　それまで黙って腕を組んでいたニーナが、唐とう突とつにいきり立った。

「買うわ！」

「買うの!?」

　止める間もなく、ニーナは台の上に金貨を投げ出している。

「私、知ってるのよ！　前に召しよう喚かんした、子どもの運動会に向かう途と中ちゆうだったお父さんが教えてくれたわ！　これはね、異世界の素す晴ばらしき神器のひとつ。撮とった瞬しゆん間かんの映像を鮮せん明めいに記録することが出来る、自動絵画記録装置なのよ！」

「なにそれスゲェ！」

「用よう途とはさまざま、リンのパンツの盗とう撮さつとか、リンのパンツの盗撮とか、あとリンのパンツの盗撮とかね！」

「それもうリンのパンツしか撮る気ねぇよな!?　そんなすごい神器なら、他ほかに有効な使い方あんだろ!?」

　こいつ異世界の神器をロクな使い方しねぇ！　女なのに女の敵ってどういうこと!?

　タハタは金貨を拾い集め、ほくほく顔で帰って行った。ニーナは堂に入った仕草でカメラを構える。

「うふふふふ！　このカメラがあったら、リンのパンツがいつでも見放題だわッ！」

「ちょっ、やっぱり俺も欲ほしいわ！　俺もそのカメラとやら欲しい！　俺もパンツいつでも見たい！」

「んなっ……！　し、信じらんない、この変態！」

「いや、お前に言われたくねぇよ!?　割とマジで！」

「さあ、行くわよ。いざ、パンツを探しに！」

「いや目的変わってっから！　まずはリン本体を助け出さないと駄だ目めだから！」

　コイツもはやリンが好きなのかパンツが好きなのか……！

　結局「色がださいから」という理由で靴を置き去りにし、三人はひたすら足音を忍しのばせながら一列になって螺ら旋せん階段を上がった。

「着いたぞ」

　先頭のジルがささやく。階段の行き当たりに、観音開きの扉とびらがあった。ニーナが横に控ひかえながら取っ手に手を掛かけ、ジルとカイが突とつ入にゆうの構えを取る。

　カイはごくりと喉のどを鳴らした。娘むすめたちは──リンは、無事だろうか。

「行くぞ！」

「応！」

　ニーナがタイミングを合わせて扉を開け放つ！

「リン、助けに来たぞ！」

　部屋になだれ込んだ三人が目にしたのは、思いも寄らない光景であった。










「うふふ、やぁだぁ、モフモフ～モフモフ～」

「コカトリスちゃんったら、今日もかぁわぁいぃいぃ～！」

「とさかプニプニ～っ！　くちばしツヤツヤ～っ！」

　コカトリスは、部屋の中央でふんぞり返りながら、娘たちをはべらせていた。

　拳こぶしをきつく握ってその光景を凝ぎよう視ししていたニーナが、煮にえたぎるような怒ど号ごうを発する。

「ぶち殺す！」

「ニーナ、気持ちは分かるけど今は堪こらえろ！　これは事情を聴きく必要がありそうだ！」

　カイが決死の覚かく悟ごでニーナを羽は交がい締じめにしていた時、聞き慣れた鈴すずの音が上がった。

「あっ！　カイ、ジル、ニーナ！」

　コカトリスの後ろからぱっと飛び出したのは、ひまわりのような笑え顔がおを咲さかせたリンだった。リンは手を広げて鈴を鳴らしながら、主人を見つけた子犬のように駆かけ寄ってくる。

「みんなぁ！　会いたかったよーっ！」

「リンっ！」ニーナがカイを振ふりほどき、音速を超こえる勢いで駆け出す。

「私もよ、リンーっ！」

「ウフフフ、ニーナぁぁ……ひゃああ、なんで背後に回ろうとするの!?　なんでスカートめくろうとするの、やめて、やめてぇ！」

　カイはエプロンの紐ひもを掴つかんでニーナを制すると、コカトリスを囲んだままきょとんとしている娘たちを目顔で示した。

「おいリン、これはどういうことだ？」

「あ、えっとねぇ……」

　リンは言葉を探しているのか首を捻ひねっていたが、やがて何か閃ひらめいたように顔を輝かがやかせた。

「あっ、そうだ！　三人とも、ちょっと私に触さわってみて！」

「え？　触ってって……」

「いいから！」

　三人は言われるままにリンに触ふれた。ジルはリンの頭、カイは肩かた、そしてニーナはここぞとばかりに柔やわらかそうなほっぺを突つついている。

「それで、一体……」

　なにが起こるのかと訝いぶかしんだ時、甲高い声が頭に響ひびいてきた。

「き、きみたちもリンちゃんみたいに、おいらの言葉がわかるピヨ？」

「ええ!?」

　疑いようもない。コカトリスが、すがるような視線をこちらに向けていた。

　呆あつ気けにとられる三人を見て、リンが声を弾はずませる。

「やっぱり聞こえるんだ、良かった！」

「……コカトリスって、ピヨって語ご尾びなんだぁ……」

　混乱を消化し切れず、どうでもいいツッコミどころに反応してしまうカイであった。

「お、おいリン、これ……!?」

「ピヨちゃんの声だよ！　町長さんにもらった首くび飾かざりがあるでしょ？　このおかげで、魔物の声が聞けるみたい！」

「そうピヨ。おいらもびっくりしたピヨよ～」

「……あの首飾りが……？」

　カイは呆ぼう然ぜんと呟いた。無茶を言って手に入れた何の変へん哲てつもない首飾りが、まさかリンの言う通り、重要なアイテムだったなんて……。あの時リンが町長に申し出ていなければ、一体どうなっていたことか。何というか……本当に、運だけは抜ばつ群ぐんにいい奴やつだな……。でも、ただの運……だよな……？










　コカトリスは突然の闖ちん入にゆう者しやたちをソファーに誘さそい、紅茶とお茶ちや請うけまで出してくれた。

「冷めないうちにどうぞピヨ。西のオルトロン半島から取り寄せた、一級品ピヨ」

「……こっちは？」

「茶菓が子しだピヨ」

　テーブルに鎮ちん座ざしたガラスの器うつわには、ぬるぬると光る触しよく手しゆがのたうっている。

「虹にじ色いろみみずの酢す漬づけピヨ。今朝とれたばかりで、新しん鮮せんピヨ～」

「……」

　カイとニーナは、不気味なほどの満面の笑みを、一いつ斉せいにジルへと向けた。

「ジル、食ってみ──」

「断る！」

「せっかく出されたのに手をつけないなんて、失礼よ。さ、お口をあけなさい」

「よせ！　やめろ！　そんなものを！　俺に食わすな！」

　ニーナが万力のごとき力でジルのあごをこじ開けている間に、カイはすかさず虹色みみずをその口に流し込んだ。のけぞったジルの喉がごふうっと粘ねん液えきを噴ふき上げる。

「……死んだな」

　と、一生懸けん命めい紅茶をさましていたリンが、真しん剣けんな顔をして切り出した。

「それで、ピヨちゃん。どうして女の子たちをさらったりしたの？」

「……」

　赤いとさかをしょぼんとしぼませながら、コカトリスは独白する。

「実はおいら、コカトリスの雌めすに全然モテないんだピヨ。おいらって見ての通り、うろこは大おお柄がらだし、とさかは小さいし、くちばしの色は薄うすいし、毛並みは悪いし……」

　娘たちにはコカトリスの言葉は通じていないらしく、目に見えて沈しずんでいくコカトリスを心配そうに見守っている。

「それで、ついやけになって人間の娘をさらって……そしたらおいら、なぜか人間にはモテモテなんだピヨ！　言葉は通じないけれど、人間の女はおいらのことを、毎日なでなでモフモフしてくれるピヨ～！」

「それでこんなに連れてきたわけだ」

　町から運び込んだのか、部屋には豪ごう奢しやな家具が設しつらえられ、頭上には滝たきのようなシャンデリアが迫せまっている。何ひとつ不自由ない暮らしを送っていたのだろう、着き飾かざった女たちは、満ち足りた様子でコカトリスにまとわりついている。

　その光景に熱い視線を注いでいたジルが、「おい待て」と真に迫った声を上げた。

「ということは、何か？　人間界では空気のように扱あつかわれ、むしろ虫けらを見るような目で軽けい侮ぶされる俺でも、魔ま物もの界ではそこそこモテるかもしれんということか！」

「堪えろ、ジル。気持ちは分かるが人間を捨てるにはまだ早いぞ」

「でもね、ピヨちゃん」

　リンが膝ひざを乗り出す。

「だからって、人間をさらうのは良くないよ。町の人たちは、娘や恋こい人びとや奥さんが消えちゃって、みんな心配してるんだよ。……それに、私はね、ピヨちゃんと同じにわとりのお嫁よめさんを見つけることが、ピヨちゃんにとって本当の幸せになると思うの」

　リンのひたむきな説得に、カイも頷うなずいていた。見る限り、娘たちはコカトリスの羽毛の手て触ざわりや、珍めずらしいうろこ──そしてぜいたくな暮らしなどに魅ひかれているに過ぎず、いつ飽あきが来ないとも限らない。そうなった時、コカトリスは一層傷つくことになるだろう。

「でも、でも……」

　コカトリスはうなだれる。

「今いま更さらなんの希望もなく現実に突き放されるなんて、辛つらすぎるピヨ。せめてこの幸せな思い出だけでも残しておくことができたら……」

「……ひとつだけあるわ。今この瞬間を、永遠に残しておける方法が」

　──涼すずしげな声が、凜りんと響き渡わたった。

　その場にいる全員の視線を受けて、ニーナは小型の機械を掲かかげてみせる。

「どうやらこれが役に立つ時が来たようね。この異世界の神器──キャメラがね！」

「なんか発音よくなってね？」

「いいこと、コカトリス。このキャメラであなたたちの姿をシャシンに収めれば、いつまでも美しい思い出を取っておくことが出来るのよ。夢のようでしょう」
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「ピヨ……？」

　ニーナはカメラをジルに手渡すと、簡単に使い方を説明した。

「ええと、確かここを押せばいいはずよ。それで、撮とるときには呪じゆ文もんが必要なのよ。バターだったか、ヨーグルトだったか……？」

　少しでも花を添そえるためにリンとニーナも被ひ写しや体たいとなり、お呼びでないカイは、ジルの後ろで傍ぼう観かんを決め込む。

　女たちはコカトリスを囲むと、肖しよう像ぞう画がのモデルのように身体からだを向けて笑顔を浮うかべた。

　ニーナがカメラを指差す。

「さあみんな、キャメラに向かって微笑ほほえむのよ！　ジル、ちゃんと呪文を言いなさいよね！」

「任せておけ。ゆくぞ、はい、ちーず！」

　ぱしゃりと小気味よい音がして、カメラが小さな紙切れを吐はき出した。のぞき込むと、真っ黒い紙面に映像が浮き上がってくる。リンが「すごい！」と歓かん声せいを上げた。

　写真の中には、娘むすめたちに囲まれて幸せそうなコカトリスが居た。

「どうかしら？　これであなたの輝いていた瞬しゆん間かんが、永遠に残せるわ！」

「う、嘘うそみたいピヨっ……嬉うれしいピヨ～！」

　狂きよう喜きするコカトリスを満足げに見守るニーナに、リンががばぁっと飛びついた。

「きゃっ、リン!?」

「すごいよ、ニーナ！　ピヨちゃんの願いを叶かなえてくれるなんて……ありがとう！　こんなすごいこと、ニーナにしかできなかったよ！」

　リンは大きな目を輝かせ、ニーナの両手を握にぎってはっきりと伝えた。

「やっぱり仲間になってくれてありがとう、ニーナ！」

「リン……」

　何かを探すように泳いだニーナの視線が、カイの上で止まった。

　カイが、「ほらな」と唇くちびるだけ動かして伝えてみせると──

「……」

　ニーナは菫すみれ色いろの瞳ひとみを細めて、ほんのちょっぴり恥はずかしそうに──歯を見せて、笑った。

　その笑顔があまりにも嬉しそうで、胸がどきどきして……口に出したら怒おこられそうだが──ほんのちょっと、いや、すっごく、可愛かわいいと思った。

「ありがとうピヨ、ありがとうピヨ！」

　何度も頭を下げるコカトリスの首に、リンは両りよう腕うでを回して優やさしい抱ほう擁ようを贈おくった。

「自信を持って！　ピヨちゃんは優しいもの。きっと素す敵てきなお嫁さんが見つかるよ！」

　無事に娘たちを救出した一行は、蛇へびのように連なって螺ら旋せん階段を下りた。

　ジルが内側から扉とびらを突とつ破ぱして、娘たちを順にケイトラの荷台へと乗せる。

　リンは一足早く荷台に乗り込んで、娘たちに「ねえ、最近旅に出たことある？」だの、「このあたりに魔物はたくさん出るの？」だのと、興味津しん々しんといった様子で尋たずねている。

「あいつ、また遊んでやがる……」

　こっちは娘たちが乗るのを手伝うので忙いそがしいってのに……本当に極ごく楽らくとんぼだな。

　全員が乗ったことを確かめて運転席に合図を送ると、ケイトラは二十人を超こえる重さもものともせずに走り始めた。打ち捨てられた物もの見み塔とうが遠ざかる。

　塔の上から見送っているコカトリスに手を振ふりながら、リンは笑った。

「ピヨちゃん、可愛かったね。あのシャシンで自信を持ってくれるといいな。……でも、魔物もあんなふうに悩なやむんだねぇ」

　人間みたい、という嬉しそうな呟つぶやきに、カイは頷くしかなかった。




　──人間みたい。

　その瞬間、ぞくりと全身が粟あわ立だった。これまで倒たおすべき敵という認にん識しきでしかなかった魔物が、急に身近な存在に感じられた。興味深くもあるが、なぜか恐おそろしくもある。

　魔物にも感情や意識、信念、そしてそれぞれの人生があること。それは人間が知ってはならないことであるような気がする。

　魔物との意思疎そ通つうが可能になれば、この世界の価値観は、そして人間と魔物の関係は、根底から覆くつがえるだろう。

　娘たちを町へと送り届け、リンが『夏休みの友』を開いた。そこにはお馴な染じみとなった『達成・よく出来ました』の文字があった。










　その夜のことだった。

　近道をしようと分け入った森でケイトラがぬかるみにはまり、どうにか抜ぬけ出せたころには日は暮れていて、一行はその場で野宿をすることになった。

　魔物対策のため交代で火の番をすることになり、カイは焚たき火びの前でとりとめもない考え事をしていた。他の三人はケイトラの荷台で眠ねむりを貪むさぼっている──はずだった。

「カイ……」

　目を上げると、リンが荷台の上から顔を出していた。髪かみは少し乱れているが、寝ね起おきという様子ではない。

「眠れないのか？」

「うん。……そっちに行っていい？」

　カイが頷くと、リンはもたもたと荷台から降り、カイの隣となりに腰こしを下ろした。

　いつもは元気印のリンが、なぜか今日に限って黙だまりこくっている。……何かあったのだろうか？　何となく気まずくなって、カイの方から口火を切った。

「……お前、よく夜中に宿を抜け出すんだって？」

「えっ？」

「ニーナが心配してたぞ」

「あ、そっかぁ。起こさないように気を付けてたつもりなんだけど……悪いことしちゃったよ」

「何してるか知らないけど、夜遊びもほどほどにな。……女の一人歩きとか、危ねぇし」

「うん」

　リンは小さく頷いたが、その声も力なく、普ふ段だんの弾はじけるようなはつらつさを欠いていた。

「……どうしたんだよ？」

　返事はない。二人はしばらく並んで座ったまま、ちろちろと燃える炎ほのおを見つめていた。

「あのさ、カイ」

「あ？」

「本当はね……──カイが勇者になってたら、と思うの」

「……」

　えっ……今、何て……？　カイは虚きよを衝つかれて、何も返すことが出来なかった。声が喉のどに引っかかって、うまいこと言葉が出てこない。

「……なんで？」

　結局、そんな間の抜けた問いしかできなかった。

　リンは膝を抱かかえ直して、困ったように笑う。

「私って、勇者っぽくないでしょ？　泥どろ棒ぼうと間ま違ちがわれたり、村の人に追いかけられたり……伝説の剣けんだって抜けないし、囮おとりになるつもりが、本当にさらわれちゃったりして……おかしいよね。こんな間抜けな勇者なんて、聞いたことないよ。……与あたえられた剣はなまくらだし」

　ぱちん、と炎が爆はぜる。びっくりしたのか、リンはぎくりと身体をこわばらせ、それから恥ずかしそうに笑った。

「ほら、課程振り分け試験のとき……私、カイと一いつ緒しよに手を突つっ込んじゃったでしょ？　あの時、ライオンさん、剣を授さずける相手を間違っちゃったんじゃないかなぁ……」

「……」

「本当は、カイがなるべきだったんじゃないかなぁ、勇者」

「……リン……」

　力なく笑うリンの姿に、カイは心臓を掴つかまれる思いがした。

　なぜこんなお気楽な奴やつが勇者なのかと、正直はがゆさを噛かみしめたこともあったが──リンなりに悩んでいたのだ。

　リンは細い顎あごを膝の間に埋うずめて、じっとうずくまっている。

「ピヨちゃんとお話ししてて思ったんだ。私ね、やっぱり魔物たちのこと、かわいいとか、かわいそうって思っちゃうの……変だよね……勇者なのに。……魔物は人間の天敵で──倒さなきゃならない存在なのに……」

　そう呟くリンの姿は、カイの目に、今にも押しつぶされてしまいそうにか細く映った。

　──俺は……俺はこいつに、なにをしてやれるのだろうか。

　炎に照らされたあどけない横顔が、まるで迷子の幼子のように見えて──気が付くと、カイはその頭に手を置いていた。
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「……そんなの、気にすんなよ。今はお前が勇者なんだからさ……」

「うん……」

　その返事はかすれている。消え入りそうな声が、カイの焦あせりに拍はく車しやをかけた。

「あの、それに……お前ってすげぇなって思うこと、たまにあるし……たまにな、たまに！　それにお前、なんだかんだで運はいいしさ！　ほら、運も実力のうちって……！」

「……カイ」

　黙りこくったカイに、リンはにっこりと笑いかけた。

「ありがと」

　その笑え顔がおも、触ふれれば壊こわれてしまいそうなくらい、儚はかなくて。

　初めて目まの当たりにする幼おさな馴な染じみの頼たよりなげな姿に、カイは完全に冷静さを失った。

　えっ……どうしよう、この子、このまま消えてしまいそうなんですけど……！　本当にこれが俺の知っている破は天てん荒こうな幼馴染なのか!?　こんな時ってどうすればいいの!?　願わくば、いつものひゃっほうなリンに戻もどってほしい……！

「……っ、リン……！」

　元気を出してほしいやら鼓こ動どうが跳はね上がるやらで訳が分からなくなり、たまらずその頭を抱だき寄せようとした時──

「あ、そうだ！」

　突とつ然ぜんリンが叫さけんで、カイは思わず手を離はなしていた。

　俺は今なにをしようとしていたんだ……と冷ひや汗あせを流すカイをよそに、リンはごそごそとポケットを漁あさっている。そして──

「はい！」

「ん？」

　差し出された小さな掌てのひらの上には、虹にじ色いろに透すき通る石がのっていた。

「これ……？」

「町長さんからもらった首くび飾かざりを解ほどいたの。これを持っていれば、みんな魔ま物ものの声を聞けるでしょ？」

　リンは「明日あした、ジルとニーナにも渡わたさなきゃ！」と残りの石を大切そうにしまっている。

　こういう重要なアイテムは、普通は勇者が持っているものではないのだろうか。何の疑いもなく仲間に配ってしまうあたりがリンらしい。

「……ありがとな」

　カイは苦笑いしながら、手の中で滑なめらかな石を握にぎり締しめた。








　第六章　いいか!?　脱ぐなよ、脱ぐなよ！

　　　　　絶対脱ぐなよ!?




「いよいよ四つ目だね！」

　ユースタシア学園を出発してから七日が経たった。一行はあと三日で、ステップ４『洞どう窟くつに隠かくされたお宝を探せ！』とステップ５『魔物を五体以上倒たおそう！』の両方をこなし、学園まで帰らなければならない。

「学園まで、ケイトラを使って一日……ぎりぎりだな」

　カイは人知れず拳こぶしを握りしめた。彼らの目の前には、岩いわ肌はだに穿うがたれた穴が、ぽっかりと口を開けている。

　奇き跡せき的にもここまでは順調に来られたが、残すところあと三日しかない。どうにか巻きで終わらせたいところだが、このダンジョンはいかにも手ごわそうだ──無事にクリアできるか、どうか……！

「行くぞ……！」

　洞窟に足を踏ふみ入れたとたん、体感温度がぐんと下がった。薄うす闇やみが肌はだに絡からみつく。

「う……なんだか不気味だね……」

「ふ、雰ふん囲い気きあるわね」

　リンとニーナが不安げな声を漏もらす。

　幸いヒカリゴケの青白い光が、洞内をぼんやりと照らしていた。カイを先頭にして、緩ゆるやかな下り坂になっている一本道を行く。

「あ、ちょっと、カイ……」

　洞内に入ってしばらく経った頃ころ、リンの手がおずおずとカイの袖そでを握った。

「どうしたんだよ？」

「う、ううん。なんでもない！」

　と言いながら、その声は震ふるえている。もしかして怖こわいのだろうか？　そういえばリンは昔から暗くら闇やみや人ひと気けのない所を極きよく端たんに嫌いやがった。しかし、だからと言ってぎゅうぎゅうと身体からだを寄せてくるのはやめていただきたい。小ぶりながらも張りのある魅み惑わく的な膨ふくらみが、薄い服越ごしにずっと肘ひじに当たっていて、嬉うれし──あ、いや、集中力が乱れることこの上ない。

「あー……」

　よこしまな思念と戦っているカイを見上げて、リンは叱しかられた子犬のように眉まゆを下げる。

「あ、ご、ごめん。邪じや魔まだよねっ」

　カイは慌あわてて首を振ふった。

「い、いや。大だい丈じよう夫ぶだから。な？」

　リンは涙なみだ目めになりながらも、健けな気げに頷うなずいた。カイは反対の手で頬ほおを掻かく。あの日、頼りなげなリンの姿を見てしまった一件以来、どうも保護欲をかきたてられるというか……。

　それにしても先ほどから、後頭部に言いようもない圧あつ迫ぱく感が押し寄せてくる。振り返ると案の定、ニーナの尖とがった視線が突き刺ささっていた。

　その食いしばった歯の間から押し出されるギリギリギリという威い嚇かく音おんは聞かなかったことにして、カイは「なんだよ、お前も怖いのか？」とうそぶいてみせた。軽い冗じよう談だんのつもりだったのだが、ニーナはおもしろいほど動どう揺ようした。

「は、はあああ!?　ばばばばばか言ってんじゃないわよ！　幽ゆう霊れいなんかが怖くて花屋の娘むすめが務まりますかっつぅーのッッ！」

「いや、誰だれも幽霊なんて言ってねぇんだが……」

　ヒカリゴケの青白い光のせいかもしれないが、ニーナの顔色は優すぐれない。

「……こっちの腕うでなら空いてるけど？」

「んな……っ!?」

　カイがこれみよがしに空いている掌をひらひらさせると、蒼そう白はくだったニーナの頬にパッと朱しゆが差した。

「あ、あ、あんたっ、思い上がるのも大たい概がいにしなさいよ……！　こ、この私が腕だけで満足するとでも思ってんの!?　腕だけじゃ生ぬるいわ、肩かたまでごっそり、いいえ、上半身を丸ごといただくわ！　さあ寄よ越こしなさい！　寄越しなさいったら！　あ、べ、別に欲ほしくなんかないけど、あんたのためにもらっておいてあげるんだから、感謝してよねっ！」

「何言ってんだお前。ちょっと落ち着け」

「おい、お前たち」それまで沈ちん黙もくを保っていたジルが、神しん妙みような声で割り込んだ。

「何か、声が聞こえんか？」

　ニーナが頬を強こわ張ばらせて口を噤つぐむ。暗闇の奥。確かに、何かがうごめく気配がある。

　リンとニーナが同時に息を呑のんだ。

「ま、まさか……」

「幽、霊……？」

　その時。

「わーはははははは！　奇き遇ぐうだな、カイ・アンバー！」

　湿しめった岩肌に、耳をつんざく哄こう笑しようが反はん響きようした。次の瞬しゆん間かん、

「っでぇぇぇぇぇぇい！」

　ニーナがジルの手から伝説の鈍どん器きをもぎ取るなり、声の出所を目め掛がけて投げ飛ばした。鈍器は奥の暗闇へと吸い込まれ、狭せまい洞内にどぉぉぉん！　と轟ごう音おんが鳴り響ひびいた。

　カイは伝説の鈍器を追って暗がりの先へと走った。道が幾いく本ほんにも分かれて、少し広い空間になっている。そして岩がん壁ぺきに突つき立った鈍器の下で腰こしを抜ぬかしてへたり込んでいるのは──忘れもしない、クロトの姿であった。

「い、い、いきなり何しやがるんだ、野や蛮ばん人じんめが！」

「なんだ、幽霊じゃなかったのね」

「クロトちゃん!?」

「お前、こんなところで何してんだ？」

　クロトは腰を抜かしたままパッと目を輝かがやかせ、嬉うれしそうに八や重え歯ばを剥むきだした。

「わーははは！　七日ぶりだな、カイ・アンバー！　よくも覚えててくれやがったな、ありがとうございます！　さあ、ここで会ったが百年目！」

「いや七日目だろ。それよりここで何してんのかって聞いてんだよ」

　慌てて駆かけつけた仲間たちに助け起こされながら、クロトは「クエストだよ」と答えた。

「『夏休みの友』のクエストで、宝物を取りにきたんだ」

「へ？」

　リンがすっとんきょうな声を上げる。

「私たちも、宝物を取りに来たところなんだけど……」

「え？　ここの宝物なら、もうオレたちが全部取っちまったぞ？」

　リンとクロトは、互たがいの『夏休みの友』を広げた。それぞれに指定されたクエスト──それは寸分たがわず同じ内容であった。

「そ、そんな！」

「ぷっ、クエストの内容被かぶってやんの！　やーい、やーい！　ご愁しゆう傷しようさまー！」

　クロトは鬼おにの首でも取ったようにはやし立てる。ニーナが憤ふん然ぜんと肩をいからせた。

「なによあんた！　ちょっと可愛かわいい顔してるからって、私のリンをいじめると許さないわよ！　ちょっと可愛いからって！　なによ可愛いじゃないの、ぺろぺろ！」

「ニーナ……お前って、可愛ければ男でもいいのか？」

　思わず呻うめいたカイに、ニーナは「はあ？」と眉を吊つり上げる。

「は？　カイ、あんた何言ってんの？　この子はどこからどう見たっておん……」

「必殺、口くち封ふうじの術！」

　クロトの脇わきに控ひかえていた伝記士の女が聞き覚えのある技わざを発動させて、ニーナの口にビスケットを詰つめ込んだ。ニーナは「なんなのよ」と言いたげな面おも持もちで黙だまり込む。

　そんなニーナを横目で見み遣やって、クロトはふふんと鼻を鳴らした。

「なんだよ、へっぽこ勇者にもパーティーが出来たのか？　見たところ、戦士と魔術師……しかもプロを雇やとうとは考えたじゃねーか、落ちこぼれなりの浅あさ知ぢ恵えってやつか！」

「俺たちはただの雇われ人ではないぞ」

　ジルとニーナは肩で風を切って進み出ると、カイが止める間もなく名乗りを上げた。

「遊び人、ジルと！」

「花屋の娘、ニーナよ！」

「なんだそりゃ！」

　案の定、どっと嘲ちよう笑しようが沸わいた。

「遊び人と花屋の娘だとよ！　ロクな戦力もなしに魔物の巣そう窟くつに乗り込むなんて、一体どんな神経してんだよ!?　取って食われっちまうぜ！」

　言いながらクロトがすらりと剣けんを抜き放ったのでカイは一瞬身構えたが、クロトは予想に反してくるりときびすを返し、剣を持ち直した。

「この洞窟は、珍めずらしいことに魔物が多くてな──核かく狩がりに最適なんだ。ほら、早さつ速そくおいでなすったようだぜ！」

　幾本にも分かれた隘あい路ろの向こう、暗がりの一角に魔物の群れがあった。ざっと数えただけで、スライムが五匹ひきと小型のゴブリンが三匹──しかし。

　カイは目をすがめた。魔物たちに襲おそってくる気配はない。それどころかおそるおそるといったためらいが見て取れる。にもかかわらず、クロトは迷わず地を蹴けった。

「おい、待っ……！」

「よく見ておけよ、腰抜けパーティー！　魔物退治の手本を示してやるぜー！」

　その宣言に違たがわず、クロトたちの闘たたかいは見事だった。勇者と拳けん闘とう士し、黒魔術師の連れん携けいによって、魔物たちはあっと言う間に核となって転がる。

　クロトは完全に戦意を喪そう失しつした二匹のスライムに、さらに追つい撃げきしようと膝ひざをため──

「待って！」

　リンはクロトの腰に体当たりするようにしがみついた。

「なっ……!?」

　スライムに斬きりかかろうとしていたクロトがつんのめる。その一瞬の隙すきを突いて、魔物たちは暗がりの奥へと逃にげ去っていった。

「なんで邪魔するんだよ!?　あいつらは凶きよう暴ぼうな魔物で……」

「凶暴なんかじゃない！　クロトちゃんも見たでしょ、あの子たち、私たちを襲おうとしなかったよ……！」

　クロトの頬が引きつる。

「……リン・アルクス。どーしてもオレの邪魔をしてーようだな。なんなら再戦といくか？」

「まあ待て」

　剣を構えるクロトの前に、ぬっと立ちふさがる巨きよ体たいがあった。ジルだ。

「お前のような小物、我らが勇者が出るまでもない。俺が相手になろう」

　倍近く体格差のあるジルを刺すような目つきで睨にらみ上げて、クロトは鼻を鳴らす。

「小物とは言ってくれるじゃねーか。勝敗を決めるのは体格じゃなく実力の差だってことを思い知らせてやらぁ。剣を取れよ！　……おっと、遊び人は武器を持てねーんだったな！」

　これみよがしの嘲笑。しかし対するジルは、腹に響く笑い声でそれに報むくいた。

「貴様相手に剣などいらん、素す手でで十分……いや、さらにハンデをくれてやるさ！」

「は、ハンデだとォ……!?」

「そうとも！　これだァ！」

　ジルが雄お叫たけびと共に両腕に力を込こめた瞬間──！

　ぱあんっ！　と鎧よろいがはじけ飛んだ！

「う、う、うわああああああああ！　うわああああああああ！」
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　淡あわい光に卒然と浮うかび上がった巌いわおのような肉体を前にして、恐きよう慌こうをきたすクロトたち。

　満足げに太い笑えみを浮かべているジルの肩に、カイは手を置いた。

「なあ、ジル。その脱ぬぎ芸、趣しゆ味みなんだろ？」

「いや趣味ではない、ハンデだ！」

「正直に言えよ、怒おこらないから。趣味なんだろ？」

「嫌いやだ、言わない。だってカイ、もう目が怒っているではないか」

「なんだよ、なんだよ、なんなんだよー！　この変態！　変態！　変態パーティーっ！」

　クロトパーティーが奏でる「変態」の大合唱に、今度はジルが鼻を鳴らした。

「いいかよく聞け、クロトとやら。剣とは己おのれの命を賭として戦うためのもの。そして戦いとは、男の胸を熱くするものでなければならん。つまりこのジルの相手を果たすには、お前では役者が足らんということよ、小こ娘むすめ！」

「くっそぉぉぉぅ、変態のくせに偉えらそうだぞ！　って、え？　は？　こ、こ、小娘……？」

「!!」

　クロトの仲間たちがぎしりと凍こおりついた。

　よほど動どう揺ようしたのか、クロトは蒼そう白はくな顔で自分の出いで立ちを見下ろし、「な、なんでっ……」と声を上うわ擦ずらせながら身体からだの各所をぱたぱたと触さわって確かく認にんしている。

「やっ、やばい……えっ、お、オレ、どこか女に見え……!?」

「おいおい、ジル。さすがにそれはねぇわ」

　カイはたまらず割って入った。いけ好かないチビではあるが、ここは同じ男として、クロトの名めい誉よのためにひと肌はだ脱いでやろうではないか。

「そりゃこいつは男にしてはチビで華きや奢しやだけどな。よく考えてみろよ。こんな生意気で口の悪い、おまけに態度ばっかりデカくて可愛げのない野や郎ろうが、女なわけねぇだろうが！」

　どうだクロト、お前の体てい裁さいを守ってやったぜ！　これで貸しひとつだな！　とカイが得意満面で振ふり返った先には、予想だにしない光景があった。

　クロトは顔を深くうつむかせ、剣を握にぎったままの拳こぶしをぷるぷると震ふるわせている。その目は心なしか涙なみだぐんでいるようですらあった。

　クロトの仲間の三人はというと、そんな勇者を囲んで完全に硬こう直ちよくしている。その目は一様にカイへと向けられ、「何ということを、この無神経男が……！」と如によ実じつに語っていた。

「お……おい……？」

　何かまずいことを口走っただろうか……？　カイがそろそろと手を差し伸のべようとした刹せつ那な、クロトは剣をかなぐり捨て、固めた拳で殴なぐりかかってきた。

「ばか、ばか！　カイ・アンバーのばかばか！　このっ、大ばか、あほっ……ば、ばかぁ！」

「ば、罵ば倒とうのレパートリー少なっ！」

「可愛げがなくて悪かったなっ！　オレだってなぁ、オレだって本当は……っ！」

「ちょっ、落ち着けって！」

　カイは自分の胸むな板いたをめちゃくちゃに連打している細い手首を掴つかむと、乱暴に引き上げた。クロトが「いたいっ！」と抗こう議ぎの悲鳴をあげる。

「なに八つ当たりしてんだよ！　俺はお前を庇かばってやったんだ、感謝されこそすれ……っ」

　どやしつけようとした声が尻しりすぼみになったのは、クロトの目が本当に潤うるんでいたからだった。目の縁ふちを赤くして頬ほおをほんのりと上気させたその表情はひどく艶なまめいていて、カイは思わず手を離はなしてしまう。

「あ、ええーと……」

　クロトはぐしっと掌てのひらで顔を擦こすると、くるりと背中を向けた。伝記士が黙って差し出した剣を鞘さやに収めると、赤くなった目でキッとカイを睨みつける。

「可愛げなんて、無くていいんだいっ！　オレは勇者クロト様なんだからな！　魔ま物ものを殺して殺して殺しまくって、魔物のいない平和な世界を造るんだ──いつかお前がひれ伏ふすような、本物の救世主になってやらぁ！」

　そう叫さけぶなり、クロトはカイの横を擦り抜ぬけて出口へと走り去った。

「クロト！」

　拳闘士と黒魔術師が慌あわてて追いかける。一人残ったのは、伝記士の女生徒。

　彼女はカイを睨むなり一いつ喝かつした。

「恥はじを知りなさい、カイ・アンバー！」

　その剣幕にカイが身を竦すくませると、女は声を荒あららげたことを恥はじるように息を吐はいた。

「失礼いたしました。けれどカイ・アンバー。あなたは剣術一筋の朴ぼく念ねん仁じんのようですが、もう少し心の機き微びというものを学びなさい。それと──ひとつお忘れなく。あなた方はどういうわけか、魔物にひどく肩かた入いれしているようですが……」

　女は静かな眼まな差ざしで四人を見み渡わたした。

「この世界には、魔物にすべてを奪うばわれた人間もいるのですわ。……魔物は人間の天敵です、どうかそれをお忘れなく。私たちはクロトと共に全すべての魔物を滅ほろぼし、きっとあの子が望む平和な世界にしてみせます」

　女はカイとすれ違いざま、冷たい声で囁ささやいた。

「あなたの書く伝記、楽しみにしておりますわ」

　四人は薄うす闇やみに取り残され、何とも言えない沈ちん黙もくが漂ただよった。

「何なんだ……」

　うんざりと後頭部を掻かくカイの横で、リンがぽつりと呟つぶやく。

「ねえ、カイ。魔物がいなければ、平和な世界になるってクロトちゃんは言ったね。でも、本当にそうなのかな……」

　四人はヒカリゴケの灯あかりを頼たよりに核かくを拾い、一か所に集めた。墓標代わりに小石を積み上げる。カイは川べりで出会ったスライムの核も一いつ緒しよに弔とむらった。

　どことなく停てい滞たいした空気を払ふつ拭しよくしようとしたのか、ニーナが明るい声で励はげます。

「さあ、気を取り直して、クエストに取り掛かかりましょう！　……あ。でも、宝箱、どうしようかしらね？」

　考えてみれば『夏休みの友』のクエストはランダムに付ふ与よされるのだから、他の生徒とクエストの内容が被かぶることも、十分にあり得うる事態であった。

「まあ、取りこぼしもあるかもしれないし。念のため探してみようぜ。な？」

　適当な枝道を選んで進むと、目的のものは気が抜けるほどあっさりと見つかった。広場から五分としないところに、赤い宝箱が鎮ちん座ざしていたのだ。中には新しん鮮せんな薬草が、まるで昔からリンを待っていたかのような顔で収まっていた。

「……あった」

　念のため確認してみると、『夏休みの友』には、しっかりクリアの印が刻まれている。

　ニーナが呆ほうけたように肩かたの力を抜いた。

「なんか、簡単にクリアできちゃったわね。考えすぎだったみたい」

「うん。でもどういうことだろう。クロトちゃんがこんな分かりやすいところにある宝箱を見落としたとは思えないし……そもそもこういう宝箱って、一体、誰だれがなんのために用意してくれてるんだろうね」

「まあ、言われてみれば、確かに不思議だな」

　と、リンが「そうだ！」と目を輝かがやかせた。

「ここで張り込んでみよう！　きっと誰かが、宝箱の中身を入れてくれているはずだよ！」

　また出た！　いつもの気まぐれだ。カイは額を押さえた。

「お前なぁ……そんな暇ひまあるわけないだろ。ただでさえ時間がないってのに……」

「でも、気にならない？　私はとっても気になるよ！　気になって気になって、気になるあまり学校に火をつけそうだよ！」

「お前それ休み明けの登校が億おつ劫くうなだけだろ！　あーもう、半刻だけだぞ！　あと三日でステップ５を終わらせて、学園まで帰らなきゃならないんだからな！」

　そこまで叫んだところでふと、カイの頭にステップ５の内容が頭をよぎった。

　──『魔物を五体以上倒たおそう！』。この最後のクエスト……。魔物の声を聞き、魔物の心に寄り添そってしまうリンは、果たして魔物を屠ほふることが出来るのだろうか……？

「よーし！　そうと決まったら、さっそく張り込みだ！」

「カイ、早く隠かくれなさいよ！」

「あー、はいはい……」

　空になった宝箱の傍そばに手ごろな岩いわ陰かげを見つけて、四人は身体を押し込んだ。

「狭せまいよー」

「ちょっとあんた、どこ触ってんのよ！　信じらんないっ！」

「オイお前こそどこ触ってんだ！　痛い、痛い、いだだだだ！　離してニーナ様、お願い！　もげる！　コラねじるな、もげるって、割とマジで！」

「おい、すまんがもう少し詰つめてくれんか」

「あれっ？　ジル、どうして裸はだかなの？　鎧は？」

「はっはっは、先ほど回収し忘れてしまってな。まあ細かいことはよかろう！」

「いや細かくねぇよ!?　伝説の鈍どん器きを背負ってる縄なわが、違ちがう用よう途との縄に見えてしょうがねぇよ!?」

　と叫んだところで、三人がはっと息を呑のむ気配を感じ、カイも首を伸ばして宝箱を窺うかがった。そしてとっさに息を殺す。

　辺りをきょろきょろと警けい戒かいしながら現れたのは、一匹ぴきのゴブリンであった。手首にトパーズのブレスレットをしている。

　ゴブリンは慣れた手つきで宝箱を開けたかと思うと、薬草らしきものを収め、きちんとふたをし──そしてほっとした表情を見せると、再び周囲に目を配りながら去って行った。

「……ゴブリン、だったね」

「ええ……ゴブリンが薬草を入れていたわ……」

　四人は顔を見合わせた。

「魔物が、勇者のために宝箱の中身を補ほ充じゆうしている……？」

　どうにも理解しがたい状じよう況きようだった。

　ゴブリンに気付かれないよう万ばん全ぜんの注意を払はらいながら、岩の陰からそっと出る。足音を忍しのばせて後をつけた。しかしゴブリンの矮わい躯くが湾わん曲きよく部を曲がったと思った次の瞬しゆん間かん、四人はその姿を見失ってしまっていた。

「あ、あれっ？」

「一瞬で消えたぞ……」

　道なりに曲がってその先の通路を覗のぞき込んでみると、姿はおろか気配すらない。

「どういうことだろう？」

　首を傾かしげていると。

「おい」

　ジルの声に振ふり返る。その足元に、蔦つたに覆おおわれた一角があった。

　そして蔦を掻き分けた先には、空くう洞どうがぽっかりと口を開けていた。








　第七章　くっ！必殺、『暗黒騎士の紅き魔眼！』

　　　　　……って、そんなん使えねぇから！




　一行は、ヒカリゴケが放つほんのわずかな光をたよりに、ひたひたと歩いていた。先ほどまでの洞内と比べて枝道は狭く、ひどく暗い。足場の悪い一本道は妙みように曲がりくねっていて、まるで巨きよ大だいな生物の腹にでも迷い込んだかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。

「きゃっ！」

「大だい丈じよう夫ぶか、ニーナ」

「え、ええ……」

　カイが支えたニーナの腕うでは、冷え切っている。

　暑くはない、むしろ寒いくらいなのに、カイのこめかみには汗あせが伝っていた。

「やばいな、ここ……」

　肌はだがひりつく。その気配の正体に、カイは気が付いていた。これは殺気だ。それ自体が暴力的な威い力りよくを秘ひめた殺気だ。

「どうする、リン……引き返すか？」

　リンはじっと暗くら闇やみの奥に目を凝こらし、首を振った。

「ううん、このまま行ってみよう」

　リンの顔には、珍めずらしく真しん剣けんな表情が浮うかんでいる。カイは頷うなずいて、歩を進めた。一足ごとに濃こくなる、異様な瘴しよう気き──この先には、これまでのお気楽な冒ぼう険けんとはかけ離はなれた『何か』が待っていて、自分たちを呼び寄せている。そんな気がした。

　オオ──ン、と、遠とお吠ぼえに似た悲しげな唸うなりが、どこからか響ひびいてくる。

「な、なんだろう、この声……」

　リンの呟きに、カイはごくりと生なま唾つばを呑のみこんだ。

「魔ま物ものに殺された冒険者たちの怨おん念ねん……とか……？」

「や、やめなさいよ、カイ！　あんたってホント、デリカシーのない……」

　不意に、ニーナが口を噤つぐんだ。不ふ審しんに思って振り返ると、しんがりを歩くジルの面おもても引きつっている。

「どうし……」

　何かあったのか尋たずねようと唇くちびるを開き、一いつ拍ぱく置いてから気付く。──足音が、ひとつ多い。

「…………」

　誰ともなしに歩調が速くなっていく。

　もっと早く引き返せばよかったと後こう悔かいした頃ころには、ほとんど駆かけ足になっていた。確実に何かが追ってきている。

　ほとんど全力で疾しつ走そうするカイの目に、絶望的な光景が飛び込んできた。

「行き止まりだ！」

「どうしよう!?」

「ど、どうしようって……うおっ！」

　後続が勢いを殺し切れず、リンを弾はじき飛ばしてカイを押し潰つぶさんばかりに突とつ撃げきしてくる。

「ちょっ、苦しっ！　オイ下がれ、行き止まりだって言ってんだろ！　だからどこ触さわってんだニーナ！　に、ニーナ、ニーナ!?　ニーナ様、お願いヤメテ！　も・げ・る☆！」

　突つき当たりで団子状態になって揉もみあっていたさなか、

「ガルルルルル」

　心しん胆たんを寒からしめる呻うめきがはっきりと鼓こ膜まくを叩たたいて、カイは歯を食いしばって身構えた。

「こ、の……っ！　……って、あれ？」

　しかしそこに居たのは、一匹のゴブリンだった。

　同じく振り返ったリンが、弾はずんだ声を上げる。

「あっ、そのブレスレットは……さっきのゴブリンちゃん！」

　ゴブリンの顔に驚きよう愕がくの色が広がった。

「えっ……？　こ、言葉が、通じる……？」

　リンはにっこりと笑って頷く。

「うん、そうだよ。私たちは君と戦うつもりはないから、安心してね」

　しかしゴブリンの目はリンの剣けんに吸い寄せられたまま、恐きよう怖ふの色を浮かべている。リンは慌あわてて剣を外すと、迷うことなく地べたに投げ出した。

　カシャンと澄すんだ音が、洞内に反はん響きようする。リンは両手を広げてみせ、もう一度笑った。

「ねっ？」

　それを認めて、ゴブリンがわずかに警戒を解いた。

「あ、あなたがたは……私が怖こわくは──憎にくくはないのですか？」

「どうして？　君は私たちを襲おそおうとしないじゃない」

「で、でも、勇者は魔物を狩かるものでは……」

　リンは大きな目をぱちぱちと瞬まばたかせる。

「悪いことをしない子を、どうして狩るの？」

「えっ……!?」

　ゴブリンは黒い目をみはって黙だまり込んだ。しばし真剣な眼まな差ざしをリンに向けながら、じっと考え込んでいたようだが──やがてぽつりと口を開いた。

「……あなたなら……あなたなら、もしかして……」

　ゴブリンは小さく口の中で呟つぶやくと、地べたに投げ出された剣を拾い上げた。

　今にも泣き出しそうな顔でそれをリンに差しだし、懇こん願がんするような声を上げる。

「お願いです。私の同どう胞ほうを、どうか……どうか助けてやって下さい……！」

「え？　助けてって……？」

　戸と惑まどいながら、リンが剣を受け取る。

　と、ゴブリンが手を伸のばし、岩の出っ張りを押し込んだと見えた矢先──カイたちが寄り掛かかっていた突き当たり、その岩がん壁ぺきがぐらりと傾かしいで。

「え!?　あ、うぇ!?」

　ゴブリンの姿が、ぐるりと反転した岩の向こうに消える。

　まさかどんでん返しが待ち受けていようとは夢にも思わず、四人はもつれあうようにして、新たな空間に転がり込んでいた。

「あ、え……？」

　眼前に展開された光景に、声を奪うばわれる。

　そこは円形劇場のようだった。四人が投げ出された広場の周囲を、崩くずれかけた階段がすり鉢ばち状じようにぐるりと囲んでいる。天てん井じようからは鍾しよう乳にゆう石せきが氷柱つららのように垂れ下がり、ヒカリゴケの青白い灯あかりに照らし出された広い空間は、深い海の底に沈しずんだ神しん殿でんを思わせた。

　そして広場を囲む客席の三み方すみには出入り口らしき穴があり、鉄の格こう子しが下りていた。その奥に光は届かず、格子の向こうの暗闇に何が潜ひそんでいるのか、窺うかがい知ることは出来ない。

　そして、四人の正面。階段の上に。

「……」

　四人の足を竦すくませたのは、石段の上に寝ねそべる、一匹の獣けものの姿であった。

　黒光りする鱗うろこ、蝙こう蝠もりのように骨ばった翼つばさ、一本一本が鎌かまに相当する大きさを誇ほこる鉤かぎ爪づめ、そしてなにより、巨きよ躯くの三倍はあろうかという長い尾お──ドラゴンだ。見上げるほどに巨大なドラゴンが、正面の段上に横たわっていた。

　黄金の両眼が気だるげにカイたちを捉とらえ、そしてそのびっしりと並んだ牙きばの間から──

「……えっ……？」

　と、間の抜ぬけた疑ぎ問もん符ふがこぼれ落ちた。

　それもそのはず、ドラゴンの格好と言えば横ざまに寝転がり、短い前まえ脚あしで器用に頬ほお杖づえをついた、完かん璧ぺきな休日のお父さんスタイルだったのだ。

「……え……え？」

「……え？」

「えっ？　えっ？　もしかして……勇、者……？」

「あっ、は、はい、勇者一行……です、けど……？」

　しばし疑問符の応おう酬しゆうを繰くり返し、そしてドラゴンは唐とう突とつに我に返ったようだった。

　もがくように床ゆかを掻かいて跳はね起きると、太い四し肢しで立ち上がる。

「ふ!?　ふはっ、ふははははは！　よ、よくぞここまでたどり着いたな、勇者よォォッ！」

「気ィ抜いてたよな！　いま完ッ全に気ィ抜いてたよな!?」

「我が名は四天王が一、竜りゆう王おうバージール！」

「竜王！」

「四天王！」

　四人はおうむ返しに叫さけんだ。

　これまでの展開とかけ離れ過ぎている！　いきなり世界の中ボス的な存在である四天王と邂かい逅こうしてしまったよ！　ジルなんてパンツと眼帯と伝説の鈍どん器きという、悪ふざけのような装備しかしていないのに！

「よ、よもや我が潜せん窟くつを突き止めようとはな！　その鼻の良さは褒ほめてやる。しかし、その運もここまでっ……し、しまった、我、腹巻きを巻いたままだったァァア！」

「竜王ォォォ！　いくらなんでも気ィ抜きすぎだろ！」

　もぞもぞと脱ぬいだ腹巻きをまるめて後ろに投げてから、竜王はぐいと胸を張った。ようやく四天王としての本分を取り戻もどしたらしい。

　数秒前を忘れて改めて対たい峙じしてみると、さすが王者の風格だ。

「勇者よ、名はなんという」

「リン・アルクスです！」

「ふふ、そうか……。どうだ、勇者リンよ。我が野望に手を貸さぬか？　お前が我の条件を呑むのなら、世界の半分をくれてやるぞ！」

「なんというベタな展開！」

　なぜ悪玉の親分は判で捺おしたようにこう問うのだろう、何かマニュアルでもあるのか。しかし、ならばこちらも定石通りはねつけるまで！

「リン、言ってやれ！」

「うん！」

　リンは険しい面おも持もちで大きく進み出るなり、声を張った。

「望むところだァァァ！」

「ふははは、なるほどな。ならば仕方あるまい、この我を倒たおして──え、望むの!?」

「望むよ！」

「の、望むの!?」

「うん、だから、望むよ!?」

　カイは全身全ぜん霊れいで「いやいやいや！」と割り込んだ。

「そこは断る所だろ！　竜王明らかに困ってんじゃねぇか！　なんで望んじゃうんだよ！」

「だって世界が半分も手に入るんだよ！　スゴイ！」

「た、確かにスゴイ！　よく考えたらスゴイ！　でも勇者としては駄だ目めだよな!?　せめてあいつの野望とやらを確かめてから条件を呑もう、な!?」

　リンは「そうか！」と手を打つと、改めて竜王に向き直った。

「竜王さん！　あなたの望みは何ですか！」

「えっ!?　わ、我の望み!?　ええーと……特に名声を望むでもなく、富を望むでもなく、平和にだらだら暮らせたら、それで満足……」

「駄目だこいつニート脳だわ！　考え方がニートのそれだわ！」

「ならば話は簡単だね！」

　リンはずずいと前へ踏ふみ出す。階段の上に向かって両手を差し出し、

「竜王さん！　この隠かくれ家がのことは内ない緒しよにして静かに暮らさせてあげるから、世界の半分くださいな！」

　さしもの竜王も返答に窮きゆうしたのだろう、目に見えて狼ろう狽ばいし、

「こ、こ、断る！」

「そんな……！　さっきは確かに約束したのに！」

「契けい約やく違い反はんよ！　いたいけなリンをたばかるなんて、なんて悪あく辣らつなのかしら！」

「前言をこうもあっさりひるがえすとは、漢おとことは言えんな！」

「そ、そんな、そんなこと言われたって……！」

　竜王は降るような非難を浴びて息も絶え絶えといった様子で喘あえいでいたが、やがて前脚の間に顔を埋うずめて、うぉぉぉんと切なげな咆ほう哮こうを上げた。

「うぁぁぁぁん、ごめんなさいぃぃぃぃ！　実はぼく、世界の半分をくれてやる権利なんてないんですぅぅぅぅ！」

「泣いちゃった！　竜王泣いちゃった！　自分のことぼくって言っちゃった！」

　大だい音おん声じようでおんおんと号ごう泣きゆうする竜王を、リンが慌ててなだめにかかる。

「そ、そんなに泣かないで！　どうしたの？　何か辛つらいことでもあったの？」

「辛いことなんて毎日ですよぉ、毎日が地じ獄ごくなんですぅ！　上司からは追い込まれ、部下には突つき上げられて……！」

「上司と部下？」

「あっ、魔ま王おう様と魔物たちのことです。魔王様なんてひどいんですよぉ、ぼくら四天王みたいな中間管理職のことなんて、猿さる回まわしの猿程度に思ってるんですからぁ」

「うんうん、そうか、辛いんだね。悩なやみは打ち明けるだけでも楽になるものだよ。私でよかったら話してよ」

　リンが優やさしく促うながすと、竜王は短い前脚で器用に目元を拭ぬぐいながら人生相談を始めた。

「うっうっ……四天王って、こう見えて結構多た忙ぼうなんですよぉ。魔物たちの人事を考えたりとか、ラスボスとして辺境に出張したりとか、ダンジョンの運営を任されたりとか、もう毎日きりきりまいで……。ああもう、仕事辛い！　宝くじで一山当てて辞やめたぁい！」

「ほほう、魔物の就職事情も人間と変わらんのだな」

　ジルの興味深げな声こわ音ねを聞きながら、カイはふと気になる単語を聞きとがめていた。

「ダンジョンの運営？」

「そうですよ。洞どう窟くつやら廃はい墟きよやらのダンジョンは、ぼくたちが勇者のために用意しているんです」

「どういうことだ……？」

「みなさん魔物が何のために居るか、考えたことはありますか？」

　逆に問われて、カイたちは怯ひるんでしまう。何のためと聞かれても、そうあるからとしか答えようがない。

「いや……」




「人間の天敵であるためです」




「へ？」

「天敵であるため……？」

　唐突な展開についていけず、四人の口から間の抜けた声が零こぼれる。竜王は頷うなずいた。

「そうです、魔王様を頂点とする魔物たちの存在は、人間の天敵になる、ただそのためだけに生み出されたんですよ」

　四人は顔を見合わせ、互たがいにいまいちぴんと来ていないことを悟さとった。

　竜王は毒々しいまでに赤い舌で、ぺろりと舌なめずりをする。

「ぼくが見る限り、君たち人間こそ、この世界にとってもっとも危険な生物ですよ。高い知能や技術──ともすれば世界を造り変えてしまうほどの、強大な力を持っている。けれど人間の天敵──魔物がその矛ほこ先さきを引き受けることで、世界の平安は保たれているんです」

「ちょっと待って。それじゃあ魔物は──必要悪、ってこと？」

　さすがのニーナも声音が硬かたい。

　竜王はぎらぎらと濡ぬれ光る牙を見せつけるように笑った。

「その通りです。ぼくたちは、この世界を守るために用意された悪。人間を襲おそうのだって、勇者に殺されてやるのだって、全部お芝しば居いなんですよぉ。その証しよう拠こに、魔物はむやみに人間を殺さないでしょう？　けれどぼくら魔物は魂たましい──核かくをもとに、何度でも再生され、そして人間に殺され続けるんです。永遠にね」

　カイの全身が総毛立った。世界の裏側、底の見えない深しん淵えんを覗のぞいてしまった、ただそれだけのためではない。四方の壁かべから押し寄せてくるこの言いようのない圧あつ迫ぱく感は何だろう。

　いまや竜王の両眼は、粘ねばる糸となって四人を縫ぬい留めていた。

「最近は、お金目当ての魔物狩がりが乱発してるそうですねぇ。あるいは、遊び感覚でじわじわと魔物を追い詰つめたり、嬲なぶり殺したり……。殺される方はたまったもんじゃないですよ。ぼくら魔物は長いこと耐たえてきましたけれど、ここ数年は特に酷ひどくて」

　相談は、いまや一方的な告発にすり替かわり、黄金の両眼はいつしか底冷えのするような酷こく薄はくさを湛たたえていた。

「おかげさまで多いんですよ。人間への恨うらみにとりつかれて──魔物の禁きん忌きを犯おかしてでも、人間を殺してやりたいっていう魔物たちがね」

　竜王の話を聞く間にも、四人を取り巻く殺気は膨ふくれ上がりつつあった。

　ぎしり、と空気が軋きしむ。

「!?」

　格こう子しの向こう、暗がりの奥で、何かが胎たい動どうした。

　次の瞬しゆん間かん──手、手、手。異形の手が、格子の間から一いつ斉せいに突き出された。

　怨えん嗟さの合唱に気け圧おされるように、四人は広場の中央に身を寄せた。

「竜王！」

　すでに竜王の顔からは気弱な表情は拭い去られ、冷れい酷こくな笑えみが張りついていた。

「ぼくらはね、もうこの役目に飽あき飽きしてるんです。だから人間たちがはびこっているこの世界を壊こわして、新しい世界を造るんですよ。人間を排はい除じよし、魔物の楽園をね！　君たちには、そのための礎いしずえになってもらいましょうか」

「貴様……！」

　竜王はジルの煮にえたぎるような唸うなりすら歯し牙がにもかけず、喉のどを鳴らした。

「あ、これぇ、魔王様にバレたらぼくの首が飛んじゃうんで、ナイショにしててくださいね？　て、釘くぎをさすまでもないかぁ。死人に口なしってヤツですよねぇ？」

「……っ！」

「さあ、ぼくの可愛かわいい魔物たち！　待ち続けた最初の生いけ贄にえですよ！　盛せい大だいに血祭りに上げましょう、我らの楽園のために！」

　ついに三方を囲む格子が跳はね上がった。百を超こえる魔物たちがなだれ込んでくる。オーク、キメラ、ガーゴイル、ゴブリン……角のある者、翼つばさのある者、年老いた者、まだ幼い者。その目は一様に、怒いかりに燃えたっている。

「勇者め、よくも散々痛めつけてくれたな……！」

「我らと同じ苦しみ、味わうがいい！」

　竜王が長い尾おをくねらせる。

「ああ、くれぐれも生かしたまま捕とらえて下さいねぇ。爪つめを剥はがし、四し肢しを削そいで、じわじわとなぶり殺しにさせてあげますから。極ごく悪あく非道の勇者どもが、我々を切り刻んで楽しんだように──極ごく上じようの悲鳴を堪たん能のうしましょうねぇ」

　まるで竜王が燃え盛さかる炎ほのおを煽あおったかのように、魔物たちの殺気が膨れ上がった。

「待って！」

　リンが魔物の群れに向かって声を張る。

「私は君たちと戦いに来たんじゃないの！　お願い、話を聞いて……」

　しかしリンの説得は、火に油を注いだだけだった。

「戦う気がないだと？　綺き麗れいごとを言うな！」

「そんな薄うすっぺらい理想論に騙だまされるものか……！」

　憎ぞう悪おの波と化した大群は地じ響ひびきをあげ、壁を打ち震ふるわせて四人を呑のみ込もうと殺さつ到とうした。

「リン、逃にげるぞ！」

　カイはリンの手を引いて走り出した。すかさずジルとニーナも続く。

　襲い来る爪のあいだをすり抜ぬけ、客席へとおどり上がる。足元には石せつ塊かいがころがり、古い石段は半ば崩くずれていてひどく走りづらい。追いつかれるのは時間の問題だ。

　カイが舌を打った時、しんがりを走っていたジルが吠ほえた。

「ここは俺に任せろ！」

「ジル！」

　屈くつ強きような遊び人はニィッと口の端はしを吊つり上げてみせた。

「コモモ村では不発に終わったからな！　今こそ、我が奥おう義ぎの真しん髄ずいを披ひ露ろうしてやるさ！」

　ジルは立ち止まり、果か敢かんに魔物の群れへと立ち向かう。

「さあ、唸れ、俺の大だい臀でん筋きんッ！　しかと括かつ目もくせよ、必殺、不思議な踊おど、り──」

　しかし叫さけびかけた台詞せりふを口の中に呑み込んで、ジルは愕がく然ぜんと自分の身体からだを見下ろした。

「し、しまった！　鎧よろいがないッ！」

「どうでもいいわァァァ！　どうせ脱ぬぐんだろうが、早く踊れ！」

「馬ば鹿かを言うな、カイ！　この奥義は脱ぐ過程にこそ意味があるのだ！　それだけではない！　過度の裸はだかは健康を害するおそれがあり、さらには頻ひん繁ぱんに裸ら体たいを晒さらすことによって露ろ出しゆつのありがたみが薄れ、ポロリインフレという恐おそるべき現象をもたらし……！」

　筋肉ばかの露出狂きようは、魔物の波に呑み込まれた。

「ジルぅぅぅぅぅーッ！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、ジルはほんの時間稼かせぎ……！　次は私よ！　任せなさい！」

「ニーナ！」

　迫せまり来る魔物たちの前に、魔ま法ほう陣じんを広げたニーナが立ちはだかった。

「出いでよ、異界の住人！」

　白い光がカッと網もう膜まくを焼き──魔法陣の上に出現したのは、ひと抱かかえほどある箱だった。ただの箱と呼ぶには奇き妙みような形なりをしていて、側面から蛇じや腹ばらのホースが伸のびている。

「ニーナ、これは一体……!?」

「これこそ、異世界の技術の結けつ晶しよう──吸引力の変わらない、ただひとつの掃そう除じ機きよ！」

「ソージキ!?」

　ニーナは蛇腹ホースの先を魔物たちへと向けた。

「食くらえ、驚おどろきの吸引力！」

　ニーナが吠えると同時、ゴォウッ！　と衝しよう撃げき波はに似た強きよう烈れつな風が渦うず巻まいた。その暴力的なまでの風圧に魔ま物ものたちは怯み、立ち止まる。ソージキは彼らの足元に転がっている石の塊かたまりを、まるで綿のように軽々と吸い込んでいく。

「す、すげぇ！　異世界にはこんなすごい武器が……!?」

　瞠どう目もくするカイに、ニーナは首を振ふった。

「いいえ！　これは武器ではなく……主にゴミやホコリを吸い取るための機械よ！」

「すさまじい！　異世界の掃そう除じ事情ってすさまじい！」

「さあさあ、道をあけなさい！　掃除機に吸い込まれたくなければね！」

　ニーナは年末休きゆう暇かでごろごろしている家族を蹴け散ちらす母親のごとく、ずんずんと踏ふみ込んで行く。その分、包ほう囲い網もうはじりじりと後退した。

「すごい、ニーナ……！」

「ふふっ、私が本気を出せばざっとこんなものよ！」

　リンの歓かん声せいを受けて、ニーナはさらに勢い込む。

　このまま退路が開けるかに思われた──が。

「あっ」

　突とつ然ぜんぽひゅん、という悲しげな吐と息いきを残して、掃除機が沈ちん黙もくした。

「に、ニーナ……？」

　掃除機を振り返ったニーナは、焦あせりに目を見開く。

「コンセントが抜けたわ！」

「こんせんとって何!?」

「コンセントっていうのはね、異世界におけるエネルギーの源を吸い上げる部位で、電気を供給するための──」

　講こう釈しやく好きの召しよう喚かん士しは、魔物の群れに呑み込まれた。

「ニーナァァァァっ！」

　カイは絶ぜつ叫きようした。そうだった！　リンの愉ゆ快かいな仲間たちは、そろいもそろって馬鹿ばっかりだった！

　足首をつかむトロールの腕うでを蹴けりながら、ニーナは叫ぶ。

「リン、カイ！　私のことは構わず逃げて！」

「ニーナ……！」

「っ、待て、リン！」

　魔物の群れへ飛び込もうとしたリンを引き止めた時には、すでに魔物たちが眼前に迫っていた。

「くっ……！」

　ただ逃げるしかないこの状じよう況きように、カイは歯は噛がみした。せめて、せめて剣けんがあれば──

　その時、魔物の群れからジルの咆ほう哮こうが上がった。

「カイ、受け取れィ！」

　ジルが腕を振り上げると、その手から岩がん塊かいが打ちあがった。

「うおっち！」

　ドオォォォン！

　カイが飛び退すさると同時、凄すさまじい轟ごう音おんと共に、伝説の鈍どん器きが魔物との間に突つき立った。

「そいつで活路を開け！　なんとしても逃げ延びろ！」

「ジル……！　すまねぇ！」

　カイは伝説の鈍器に駆かけ寄り、柄つかを握にぎった。

　正直振り回せる自信はないが、盾たてにはなるはずだ……！

　渾こん身しんの力で岩塊を持ち上げようとした瞬間、手の中の柄が熱を帯びた。

「なんだ……!?」

　空気が振しん動どうする。まるでたまごの殻からが割れるように、刀身から岩が剥がれ落ちて行き──やがて持ち主を待っていたかのごとく姿を現したのは、一振りの剣だった。
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「……！」

　カイは驚きよう愕がくを込こめて、手の中の剣を見た。幅はばの広い刀身は鋭するどく冴さえ、青白い輝かがやきを放っている。

「すごい、カイ！」

　リンが上うわ擦ずった歓声を上げた。

「その剣は、カイを待ってたんだ！」

「俺、を……？」

　ずしりと手て応ごたえのある重みが、染しみ透とおるように身体へと馴な染じんでいく。

　血がたぎる。身体に刻み込まれた剣士としての勘かんが蘇よみがえり、一瞬のうちにカイの全身を駆け巡めぐった。

　小指から一本一本力を込め、柄を握り直す。

　──と、

「カイ、後ろ！」

　ニーナの悲鳴が耳を打つ。同時に、背後に生まれる気配。カイはふっと膝ひざに力を溜ためた。

　つい七日前までの自分なら、躊ちゆう躇ちよなく斬きり伏ふせていたに違ちがいない。──だが！

「はッ！」

　振り向きざまに、躍おどりかかってきたガーゴイルの首筋を峰みねで打った。ガーゴイルは気を失い、その場にどうっと倒たおれ伏す。

　カイは短く呼気を吐はくなり、魔物の群れに向かって地を蹴った。

　研とぎ澄すまされた刃やいばを当てないよう、ゴブリンの背を峰で打ち、ダークエルフの腹に柄を叩たたき込み、スライムを刃の側面で弾はじき飛ばす。

　まるで全すべてがスローモーションに見えた。カイがこれまで積み上げてきた十年間が、冴え渡わたる一いち撃げき一撃に凝ぎよう縮しゆくされていた。

　カイの奮ふん闘とうはたちどころに魔物の山を築いた。しかし──

「……ッ！」

　カイはリンを背にかばいながら舌を打った。あまりにも数が多すぎる……！

　ジルとニーナは、既すでに魔物たちにとらえられ、地べたに押さえつけられている。自分一人でこの数を相手に切り抜ける術すべはない。

　カイは脚あしに噛かみつこうとしたキメラを蹴散らすと同時に、吠えた。

「リン、お前だけでも逃げろ！　俺が食い止めてるうちに……っ」

「いやだ……！」

　横合いから飛び掛かかってきた毒うさぎの爪つめを、剣でいなす。

「こいつらに話は通じねぇ！　今は退ひけ！」

「でも、みんなを置いていけないよ！」

「いいから逃にげろ！　お前まで捕つかまったら……！」

　最後まで言い切ることはできなかった。

　リンに気を取られた一瞬──オークから繰くり出された剛ごう腕わんのひと薙なぎが、まともに脇わき腹ばらに食い込んだ。

「く、は……ッ！」

　後ろに飛び退すされば、衝しよう撃げきは緩かん和わできたかも知れない。だが──背後には守るべきリンがいる。ここで吹ふき飛ばされてしまうわけにはいかなかった。

「ッ！」

　足を踏ん張って攻こう撃げきを受け止めると、そのままオークの腕を抱だき込んで投げ飛ばした──それを最後に、足からすとんと力が抜ける。

「カイ！」

　リンが駆け寄ろうとする。カイは膝を折りながらも、それを制した。

「来るな！　逃げろ、リン……！」

「……！」

　リンがはっと息を呑のむ気配がした。カイがきつく押さえ込んだ脇腹──シャツが赤黒い液体に濡ぬれている。

「これで、分かったろ……今は、逃げろ……！」

「そんな……」

　リンの震ふるえる唇くちびるから、かすれた声がこぼれる。

「みんな、すれ違っていただけなんじゃないの……？　言葉が通じても、魔物と人間は、分かり合うことはできないの……？」

　答えるのは怨えん嗟さの声ばかり。

　リンの白い頬ほおを、透とう明めいなしずくが滑すべり落ちた。

「私……私、間違ってた……？」

「泣くな、リン……！」

　カイは肺の底から残った空気を絞しぼる。

「間違いなんかじゃない……！　だから、泣くな、迷うな……！　お前は勇者なんだからっ！　勇者になったのは、他の誰だれでもない、お前なんだから……！」

「……っ！」

　リンはぎゅっと口を引き結び、握り締しめた拳こぶしで頬を拭ぬぐった。と──

「ああもう、しぶといなあ」

　忌いま々いましげな声が降ってきたかと思うと、巨きよ大だいな影かげが烈れつ風ぷうと共に舞まい降りた。

「まさか伝記士風ふ情ぜいがここまで粘ねばるとはねぇ。けれどぼくが来たからには、もう逃げ場はありませんよ」

　はっと顔を上げた時には、竜りゆう王おうの鞭むちのようにしなる尾おが、眼前に迫せまっていた。

「っ！」

「カイ！」

　頭上から叩きつけられた一撃を、カイはかろうじて身を投げ出してかわした。耳元で風が唸うなり、半ばから切られた数本の髪かみが、すさまじい風圧に散らされる。

「くそ……！」

　崩くずれた体勢を立て直す前に、すくい上げるような第二撃が迫り来る。

「……──ッ、ああああああ！」

　半ば捨て身の反撃だった。剣術の粋すいを刻み込んだカイの腕は、ほとんど反射的に剣を一いつ閃せんし──襲おそい来る尾の先を切り飛ばしていた。

　黒い返り血が弧こを描えがいて飛び、カイの頬を染める。

「ぐあッ！」

「やっ、た……！」

　カイは脇腹を蝕むしばむ痛みを堪こらえながら叫さけんだ。俺の剣は通じる！　──俺がやってきたことは間違いじゃなかった……！　だが、今の俺にあの巨きよ体たいを倒すほどの力はない。ましてこの傷を負いながら、リンを守り切れるわけが……一体どうしたら──くそッ！

　しかしカイの焦しよう燥そうとは裏腹に、その場を支配したのは、不気味なほどの沈黙だった。

「竜王、様……？」

　魔物の不安げな問いかけにも、答えはない。

　竜王の目は、信じがたいものでも見るように、切断された尾の先へと向けられていた。

「あ、あ、あ──」

　その口から、ひきつるような喘あえぎが漏もれ──

「こ、の……──人間ごときがァァァァア！」

　溶よう岩がんのごとき絶叫を迸ほとばしらせると、竜王は駄だ々だっ子このように足を踏ふみ鳴らし、尾をのたうたせた。

「っ！」

　リンがカイをかばおうと前に走り出る。カイはその腰こしにしがみつき、引き倒した。

　竜王の鉤かぎ爪づめが唸り、尾が血をまき散らしながら頭上を切り裂さく。

「許さないッ！　許さないィィィイイ！」

　竜王はもはや暴走する力そのものと化していた。尾が、爪が、見境なく繰り出される。

「りゅ、竜王様っ……！」

　巻き添ぞえを食くらいそうになり、魔ま物ものたちが後ずさった。悲鳴と怒ど号ごうが交こう錯さくする。

　なりふり構わない攻撃は止やまず、──大きく振ふり上げられた尾が、天てん井じようの一角を打ち崩した。

「──！」

　鍾しよう乳にゆう石せきが槍やりのように降り注ぐ。その先に──毒うさぎの子どもが居た。

「危ないッ！」

　誰よりも先に動いたのはリンだった。小さな身体からだをためらいなく投げ出し、毒うさぎに覆おおいかぶさる。

「リン──ッ！」

　巨大な岩がん塊かいがリンを押しつぶす直前──カイは剣を投げ出すが早いか、床ゆかを踏み砕くだかんばかりに地を蹴けり、岩の間に滑り込んでいた。

「リン！」

「カイ──……ッ！」

　ニーナの金切り声、ジルの絶ぜつ叫きよう、そして魔物たちの悲鳴が交錯する。それらを掻かき消して、大地を揺ゆるがすような轟ごう音おんが鳴り響ひびいた。

　誰もが声を失う。

「そん、な……」

「リン、カイ！　返事をして！」

　もうもうたる土つち煙けむりに巻かれて、岩塊の山はただひっそりと沈ちん黙もくを保っている。

「……は、は……ははっ……」

　動く者はない。生き物が消え去ったかのようながらんどうの空間に、竜王の上うわ擦ずった笑しよう声せいが響いた。

「いい気味だ！　ぼくの大事な尻尾しつぽを切った罰ばつですよぅ──！」

　狂くるったような哄こう笑しようが、虚むなしく洞どう内ないにこだました。

　と──積みあがった細かな石の一角が盛り上がった。

「あっ！」

　ニーナが息を呑む。

　奇き跡せきを待ち望むその視線に応こたえるように、汚よごれたローブから小石を払はらい落としながら、カイが、そして魔物の子どもを胸に抱いだいたリンが現れた。

「リン……！　カイ……！」

　拘こう束そくを振りほどき、ジルとニーナが駆かけ出す。それを止める魔物はなかった。










「……ッ、てぇ……」

　ジルの肩かたを借りて立ち上がりながら、カイは脇腹を押さえた。この深手を負いながらリンをあの場からかっさらえたのは、日ごろの鍛たん錬れんの賜たま物ものとしか言いようがない。

「リン、けがはないか……？」

「大だい丈じよう夫ぶ。ありがとう、カイ」

　しかしリンの翡ひ翠すい色の瞳ひとみは、静かな怒いかりを湛たたえながら、ひたりと竜王を見み据すえていた。

「リン……？」

　胸にすがりつく毒うさぎの子どもを抱だき、リンは小さな足を踏みしめて立ちあがった。

「どう、して……」

　トロールが小刻みに首を振る。

「人間が……身を挺ていして……魔物の子どもを、かばった……？」

「……我らを天敵と憎にくんでいるはずの人間が……なぜ私たちの味方を……？」

　泥どろと血に汚よごれた頬を拭って、リンは言った。




「勇者だから」




「……」

「私、分かったんだ。この子が傷つけられそうになるのを見て、とっさに身体が動いて──困っている子を助けるのが、勇者の使命なんだって」

「だ、だが……我々は人間の天敵で……」

「魔物とか人間とか、関係ない！」

　腕うでの中の毒うさぎを抱きしめ、リンは叫ぶ。

「だって、みんな生きてるじゃない！　同じ世界で育はぐくまれた命だもん！　人間だって魔物だって、私にとってはみんな守るべきものなんだ！　目の前で苦しんでいる子を救えなくて、勇者なんて言えない！」

　誰もが声を失っている。

　リンは竜王に向き直った。




「世界の半分、くれないんだね」




　竜王はひくりと口の端はしをひきつらせたっきり、押し黙だまった。

　リンは魔物の群れへ向き直ると、ポケットから擦すり切れた紙を取りだした。

「これを見て！」

　カイはその紙に見覚えがあった。あのやたらと縮尺の小さい大陸地図だ。しかし準備の段階では新品だったはずのそれは、今は色分けされて、ひどくくたびれている。

「私ね、旅をしながら、情報を集めてたの。行商人や、町の人たち……あとは魔物からも。これはその証言を基もとに、魔物が減っている地域を色別に描かき込んだものなんだ」

「お前、いつの間に……」

　じゃあ、夜中に宿を抜ぬけ出したり、村人たちと世間話をしたりしてたのは……？　カイにはお気楽で能天気なやつとしか映らなかった行動も、全すべてはこのためだったのだ。

　驚おどろくカイにちらりと笑いかけて、リンは大陸地図を示した。

「見て。魔物の数が、極きよく端たんに減っている地域があるの」
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　その地図は、ユースタシア学園やこの洞どう窟くつ周辺の地域一帯を含ふくむ大陸東方──その魔物の激減数が、明らかに異常であることを告げていた。

「この辺りを治めているのは誰？」

　魔物たちの視線が、竜りゆう王おうに集まる。竜王はぐっと言葉に詰つまったようだった。

「私、ゴブリンの子にお願いされたんだ。同どう胞ほうを助けてください、って。……君たちは、なぜこんなところに閉じ込められていたの？　なぜそこまで、辛つらい思いを募つのらせてしまったの？　──君たちは竜王に捕とらえられ、外の世界と隔かく絶ぜつされて、ここでずっと長いこと人間への恨うらみつらみを聞かされていた……違ちがう？」

　リンは真っ向から竜王と対たい峙じする。

「おかしいよ。仲間を追い詰めて、心を歪ゆがませて──これで楽園なんて言えるの？　君はこの子たちに人間への恨みや憎しみを吹ふき込んで、自分のいいように操あやつっていたんじゃないの!?」

　カイは頬ほおを張られる思いがした。この魔物たちは自分でも知らぬうちに、他ほかでもない、この竜王に煽あおられ、操られていたのか……！

　リンの気き迫はくに気け圧おされるように、竜王がじりっと後ずさった。

　魔物たちが声を上げる。

「バージール様……！」

「本当なのですか？」

「これは一体……!?」

　返事はない。リンは竜王を睨にらみ上げ、さらに追つい及きゆうを重ねる。

「私に世界の半分をくれたら、きっと、魔物と人間が仲良く暮らせる世界を造ってみせるよ。それでも、くれる気はないんだね」

「……とんだ茶番ですね……」

　ようやく竜王の口から、ひきつった笑いが漏もれた。

「よくもまあ、そんな綺き麗れいごとを……！　お題目だけは立派ですが、その腰の剣けんは、ぼくらを切り刻むためにあるのでしょう？　その剣を下げて魔物と仲良しこよしできるだなんて、いったいどの口が──」

「……」

　リンは腕に抱いていた毒うさぎの子どもをそっと下ろすと、口を結んだまま、すらりと腰の剣を引き抜いた。

「なにを……」

　困こん惑わくする竜王に一いち瞥べつすらくれず──リンは刃はを自分の腕に当てるなり真一文字に引いた。

　ひっと息を呑のむニーナや魔物たちのどよめきをよそに、その肌はだにはかすり傷すらない。

　リンは高々と剣を掲かかげた。そして、土に汚れた顔ではにかむ。




「これ、なまくらなんだ」




「……」

　魔物たちは呆あつ気けにとられている。一体どこの世界に、なまくらを引っさげて冒ぼう険けんしてしまう勇者がいるのか。

　やがてリンの笑え顔がおにつられたように──ふふっと、微かすかな笑いが起こった。波は紋もんが広がるように、柔やわらかな空気が伝でん播ぱしていく。

「本当……に……」

「本当に、我々の味方になってくれるのか……？」

「人間が……私たちのために……」

　声を潤うるませる者、微笑ほほえむ者、嗚お咽えつをこらえる者。人間を恨み続けた魔物たちが、いまやリンに心を寄せていた。

　……リンって、すげぇな……。カイはただぼんやりと、徐じよ々じよに柔らかくなっていく空気に身をゆだねていた。勇者に必要なのは、ただ相手を傷つけるための剣術や体術ではなく……こうして誰だれかの心に寄り添そい、その淀よどみを振ふり払っていく力だったのだ。

　──と、

「……このぼくの野望が……まさか、人間ごときに邪じや魔まされようとはね」

　笑み含みの声が降ってきて、カイははっと身構えた。

「このまま引き下がるのは癪しやくですが──今日のところは見み逃のがしてあげますよ。ただし、覚えていてください……自じ慢まんの尾おを切り飛ばされたこの恨みは、必ず晴らしますから」

　竜王の巨きよ躯くが黒い炎ほのおに包まれた。

「ッ！」

　吹き付ける熱風から顔を背そむける。

「またいずれ、お会いしましょ？」

　炎の余よ韻いんが収まってようやく目を開いた時、竜王が居た場所には、塵ちりひとつ残っていなかった。










　魔ま物ものたちに囲まれたリンは、キメラと抱き合い、スライムの頭を撫なで、オークの手を握にぎっていた。リンに助けを求めたあのゴブリンとも抱ほう擁ようを交かわしている。

「リンって、やっぱりすごいわ」

　石いし壁かべに寄り掛かかったニーナがぽつりと呟つぶやく。カイは目を上げた。

「ん？」

「私、魔物が減ってるってことは、なんとなく知っていたけれど……どうしてだろうなんて、考えもしなかった。けれどリンはたった一人で、情報を集めていたのね……」

　カイの腹に包帯をきつく巻きつけながら、ジルが笑う。

「まこと、小さいなりをして、見上げた心意気だ。あれが上司の職場なら、ぜひ働いてみたいものだな」

　と、呆ほうけていたニーナが、ふとカイに視線を移した。かと思うと、ついと目を逸そらし、

「……あ、あんたも結構やるじゃない。少しだけ見直したわ」

「ああ、いい太た刀ち筋すじだった。伝記士にしておくのは勿もつ体たいないな」

「……いや」

　カイは首を振った。この旅で初めて、これまでの自分の在り方に疑問を抱いだいた。自分は剣術ばかりに打ち込み、何か大切なことを見落としていたのではないだろうか？　リンと冒険を共にしなければ、自分はいつまでも、見当はずれな訓練ばかりにのめり込んでいたかもしれない。

「……またいつか、一いつ緒しよに冒険できるかしら」

「何言ってんだよ」

　カイは笑った。ジルとニーナの視線が集まる。

「リンが仲間にしたいって言ったんだぜ？　むしろそんな簡単に諦あきらめてくれると思ったら、大間違いだからな。それに……」

　カイは内心「ちょっと気き障ざかな」とためらってから、思い切って声を励はげました。

「俺たち、もう仲間だろ？　なんたって、『夏休みの友』に認められちまったんだからな」

　ニーナが「ふふっ」と小さく笑った。まんざらでもなさそうだ。

　その時。

「カイ、ジル、ニーナ！」

　耳を洗うような、明るい声が上がった。リンが鈴すずの音ねを鳴らしながら、子犬のように駆かけてくる。

「ありがとう！」

　そう叫さけぶなり、リンは体当たりするようにニーナに抱きついた。

「きゃ!?」

「私がここまで来られたのは、みんなのおかげだよ！」

「～～っ、もうリンったらぁ！」

　ニーナに抱だきしめられて、リンは「苦しいっ！」と大げさにはしゃぐ。

　その後ろでは魔物たちが居並んでいる。彼らの表情は柔らかい。

　その光景を眺ながめているうちに、カイは不思議な気持ちになった。

　もしも自分が勇者だったら、こんな形で幕引きできただろうか？　あの時、魔物の子どものために、ためらいなくこの身を投げ出せただろうか？

　そこまで考えて、いや、と首を振る。

　この大団円は、きっと、リンにしか成し得なかった。魔物の心に寄り添い、斬きれない剣を持つ勇者にしか。──そう、リンは言ったではないか。「この剣は斬れない代わりに、きっとすごい魔力が込こめられてるんだ！」と。リンに備わっていたのは、武器に頼たよることのない……魅み力りよくという名の、魔法の力だったのかもしれない。

　……けれど、それはそれとして、一言釘くぎを刺さしておかなければ。

　ニーナにぎゅうぎゅうと締しめ上げられているリンに向かって、カイは声を荒あららげた。

「リン、無茶するなよ。あの時俺が助けなかったら、勇者リンの冒険はあそこで終わってたんだからな！」

　リンはばつが悪そうにはにかむ。

「ごめん」

　その様子が、叱しかられた子犬のようで。カイは思わず頬を緩ゆるめると、そっと手を伸のばして、その頭を撫でてやった。

「でも──よく、がんばったな」

「……っ！」

　リンは一いつ瞬しゆん目をみはり──それから頬を染めて、とびきりの笑顔を咲さかせた。

「うんっ！」










　洞どう窟くつを出た後、一行は直近の町へとケイトラを走らせ、施せ療りよう院いんへと赴おもむいた。

　他の三人は比ひ較かく的軽傷で済んだが、カイの怪け我がが完治するまでには丸二日かかった。

　ようやく治療を終えたカイが町の外に出た時には、既すでに日は大きく傾かたむいていた。ケイトラの荷台では三人が額を突つき合わせて、ああでもないこうでもないと騒そう々ぞうしく騒さわいでいる。

「何してんだよ？」

「あっ、何でもないよっ」

　楽しそうに何かを背中に隠かくすリンを訝いぶかしみながら、カイもケイトラの荷台に乗り込んだ。

「見て、カイ。おかげで宿題が終わったよ！」

　リンが喜び勇んで『夏休みの友』を広げる。そこには、五つ分の『達成・よく出来ました』の捺なつ印いんが並んでいた。

「おお。良かったな。十日以内に片が付くとは……俺たち、結構優ゆう秀しゆうじゃね？」

「『魔物を倒たおす』ってことは、必ずしも『核かくを取れ』ってことじゃなかったんだね。分かり合うだけで良かったんだ！」

　リンは冊子を胸に抱きしめる。その様子があまりにも嬉うれしそうで、カイは目を細めながら思った。

　勇者に必要なのは、体力や剣の腕うでだけではなかったのだ。

　リンが勇者になった理由。自分が勇者になれなかった理由。リンが持っていて、俺が持っていないもの。

　この旅の延長線上に、自分の目指す答えが……勇者へと続く道が、きっとある。

　勇者への道を諦めたわけではない。いつかは絶対になってやる。

　ただ──と、カイはふと、自分の胸に穿うがたれた空洞に気が付いた。そうなると、もうこいつらとはパーティーを組めなくなるのか……。ほんの──ほんの少し、寂さびしく思っている自分が居る。冒険を始めた頃ころは、こんな気持ちになろうとは考えもしなかった。

　とはいえ、これで勇者のクエストは無事に終わった。夢に一歩近づいたのだ。

　あとは自分が伝記を書き上げるだけなのだが。

「……」

　カイは遠い目をせざるを得なかった。今日は出発から九日目の夕方、つまり夏休みは残すところ僅わずかに一日である。……何より、俺は文章をつづれるのか……？

　──と。

「ふっふっふ」

「な、なんだよ」

　リンが出し抜ぬけに含ふくみ笑いを漏もらしたので、カイは後ずさった。また何かロクでもないことでも企たくらんでいるのか。

　怯おびえるカイに、リンは背中に回していたものを誇ほこらしげに掲げてみせた。

「じゃじゃーん！」

「あれっ、それ……」

　それはカイの手帳だった。手帳を持ち主に手て渡わたしながら、リンは楽しげに口を押さえた。

「ね、開いてみてよ」

　促うながされるままにページをめくって、手を止めた。

「これ……」

　新しいページに、まるっこい文字が連ねてある。

「カイの代わりに書いてみたんだ。少しでも助けになりたくて」

「お前が、伝記を……？」

　読んでみてよという微笑ほほえみに誘さそわれるように、カイは手帳に目を落とした。





タイトル　『かわいい勇者は十五才！　おさななじみでオレの嫁よめっ！』




　やあ、オレ、カイ！　勇者リンの伝記土さ！

　リンを泣かせた野や郎ろうには、オレのクーゲルシュライバーが火を拭ふくぜ！

「喰くらえ必殺、『暗黒騎き士しの紅あかき魔ま眼がん』！」

　かきんかきーん、びびび、しゃきーん、しゅわっ、ちょりーん、ぼわぼわっ！

　そのときだった！　ずきっと、右うでの激痛が痛む。こ、これは、あの時、冥王ヴェラガーヴに祝われたアザ！　完全に封ふうじたはずなのに、まさか今になって疼うずくとは！

「くっ、どうやらオレの右手の祝いの刻印が、目ざめちまったようだ……！」

　ぐぉぉぉ、おぉ、お、おぉぉおおおおおお！　闇やみが、蠢うごめく……──！

　この世のものとはおもえないくらい、ピンチだった。そのとき、大変なことがおこった！

「カイ！　私のしかばねをこえていけ！」

　ぼうそうをはじめようとしたオレの右手からかばうために、リンがぎせいになったのだ！　オレはリンをぎゅっとだきしめた。悲しかったので、上を向いてさけんだ。

「リン、そんな、オレのために……リン……──！」

　オレたちの運命や、いかに！　次週を侍まて！


（原文ママ）








「驚おどろくほどのカオス！」

　カイは持てる限りの力でページを引き裂さいた。

「いやあああああ！　なにするの、カイ！」

「こっちが聞きてぇよ、完全に混こん沌とんじゃねぇか！　どっからつっこんでいいのか分からねぇよ！　とりあえず誤字多すぎ！　あと冥王ヴェラガーヴって誰だれ！　……って、あれ？」

　よせばいいのにページをめくってしまったのは、怖こわいもの見たさというものだろうか。

　そこには見慣れない字が並んでいた。力強い、なかなかの達筆だ。……正面から熱い視線を感じる。カイがいやいやながら目を上げると、ジルが灼しやく熱ねつの眼まな差ざしを送っていた。

　もうこの時点で読みたくないのだが、ジルは厳おごそかに膝ひざを乗り出してきた。

「次は俺の作品だ。力作だぞ。まずは題名からインパクトで勝負する」

　ジルの瞳ひとみは星のごとき眩まばゆい輝かがやきを宿している。カイはしぶしぶ最初の一行に目を遣やった。




タイトル　『よせ！　やめろ！　そんなものを！　俺に入れるな！』




「出落ちィィィィイイ！」

　カイは上じよう腕わん二頭筋に身体からだ中の全精力を注いでページを裂いた。

「うおおおおお！　なんてことをするのだ、カイ！」

「なにこのタイトル！　激しく不ふ愉ゆ快かい！」

「つかみはばっちりだろう！」

「斬ざん新しんすぎるよ！　タイトルのインパクトが強すぎて、どんな内容でも頭に入って来んわ！　いったい何を入れられたんだ、何を！」

「だからその内容を、臨場感たっぷりに描びよう写しやして……なぜさらに細かく破る!?」

　ちょっと薄うすくなった手帳をポケットに収めながら、カイは小さくごちた。

「ったく、どいつもこいつも文才ゼロじゃねぇか！　俺の方がまだマシだわ！」

　聞かれるはずのない独り言のつもりだったのだが、ニーナの冷たい声が答えた。

「だったらあんたがやってみなさいよ」

「……え？」

「仮にも伝記士のたまごなら、今この状じよう況きようを伝記風に表現してみなさい、さあ」

　涼すずしげな表情の底に、意地の悪い悪魔の顔が見え隠れしている。

「わぁ！　カイの作る物語、聞きたい、聞きたい！」

　期待に満ちたリンの視線が、頬ほおに突き刺さった。

「……さ」

　汗あせにまみれた拳こぶしをにぎって、カイは自分の内に眠ねむっている（と思われる）とぼしい才能を総動員した。

「さわさわと揺ゆれる木の葉たち……こ、木こ漏もれ日さんが、躍おどってる……？　砂糖菓が子しみたいな小鳥が囀さえずり、空に浮うかぶ雲はまるで、わた、わたあめのよう……。はちみつみたいな日差しが降り注ぐ、そ、そんな甘い、午後のひととき……」

「……っ……」

　カイの隣となりでかたかたと震ふるえていたリンが、蒼そう白はくな顔で口を開いた。

「……すッ……すっごくいいと思うよ、カイっ！　ス、ステキ！　ファンタスティックで、ノ、ノスタルジックで、あと、そのっ、……とってもカプサイシンっ！」

「カプサイシンは褒ほめ言葉じゃなくて辛から味み成分な!?」

　それでも賛辞を探してくれているのか、必死に目をさまよわせるリンをよそに、ジルとニーナが容よう赦しやなくとどめを刺さしてくる。

「いやはや、予想の斜ななめ上空だったぞ！　案外乙女おとめだな、カイ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、笑ってないわ、笑ってないわよ。ただ気持ち悪いと思っただけだわ！」

「うるせぇよ！　なんだか死にたくなってきたよ、どうしてくれんだ！」

「まあ！　わかったわ、ひと思いに楽にしてあげる！」

「ご、ごめんニーナ、冥めい土ど送りだけは勘かん弁べんしてくれ、ちょっと口が滑すべっただけなんだ！」

　嬉き々きとして伝説の剣けんを振ふりかざしたニーナの腕をどうにか退けると、どっと疲つかれが押し寄せた。やはり駄だ目めだ。一行たりとも書ける気がしない。

　うなだれたカイの肩かたを、リンが揺する。

「ねえ、カイ！　私ね、カイなら絶対大丈夫と思う！」

「はあ？　一体何を根こん拠きよに……」

　胡う乱ろんげなカイの視線に、リンは真しん珠じゆのような歯を見せて笑った。

「だって、私の伝記士だもん！」

「……」

　何の根拠もない。論理にすらなっていない。それでも何な故ぜか、救われる思いがした。

「はは……ま、やってみるしかねぇか」

　旅立つ前よりも少し前向きに、楽天的になれたのは、この風変わりな仲間との冒ぼう険けんのおかげかも知れない。

　よーし、俺だって勇者になって、こいつらを見返してやる！　この旅をまとめた伝記を提出して、俺も勇者になってやるんだ！

　そう、俺の夏休みはこれからだ！

　ジルが運転席へと乗り込んだ。ぶるるん、と、もはや身体に馴な染じんだ唸うなりを上げて、ケイトラが走り出す。こうして一行は一路、ユースタシア学園へ──始まりの町へと向かった。

　──が、走り始めて数分が経過した頃、ふと助手席のニーナが呟つぶやいた。

「ところで、私、ちょっと心配なことがあるのよね」

「心配なこと？」

「ええ。もしかしたら、そろそろ……」

　言葉半ばに、ケイトラが不ふ穏おんな振しん動どうを始めた。

「なっ、なんだ!?」

　ぶぅん、ぶぅんとケイトラが唸るごとに、みるみる速度が落ちてくる。そして。

「あっ」

　ぷひゅん、という間の抜けた吐と息いきを最後に、ついにケイトラは沈ちん黙もくした。

「どうしたんだ？」

　ぽかんとするカイに、ニーナが事もなげに答える。

「ガソリンが切れたわ」

「がそりんが、切れ……？」

「エンストよ」

「えんすと……」

「そうよ。つまり」

　ニーナは涼しい顔で告げた。

「もうケイトラは使えないってこと」

「え？　……え……？　えええええええええ!?」

「な、な、な……何ぃ─────────ッ!?」

　リンとカイのひきつるような絶ぜつ叫きようがこだました。カイは縋すがる思いで後部窓にかじりつく。

「マジでか!?」

「マジよ、マジ。大マジよ」

「ど、どうにかならないのかっ!?」

「他の乗り物を召しよう喚かんしてみる？　でも、一度呼び出したもの以外は、目当てのものを召喚するまでに、かなり時間がかかるわよ」

「こ、ここから歩くと、学園までどれくらいだ!?」

「さあ、どうかしら？　見当もつかないわ」

「ざっと見て、十日はかかるのではないか？」

　ニーナとジルの回答を聞いて、カイは膝から崩くずれ落ちた。

「か、カイ、しっかり!?　しっかりしてぇぇ！　死んじゃいやだよぉぉ！」

　──ああ、吸い込まれそうな青空だ。荷台に大の字になったまま、カイは力なく笑った。

　……俺の夏休みが……終わった……。








　エピローグ




　カイはとぼとぼと廊ろう下かを歩いていた。今日は夏休みが明けて三日目──学生たちがまとめた伝記の発行日だ。図書館では夏休みの集大成である伝記の数々が、所ところ狭せましと積み上げられていることだろう。

　昼休みを待ちわびた生徒たちが、一人どんよりと暗雲を背負っているカイには目もくれず、駆かけ足ですれ違ちがって行く。




　あれからニーナはケイトラを異世界に返し、新たな移動手段を召喚しようとしたのだが、どれも上う手まくいかなかった。一輪車や船、手押し車など使いようのない乗り物を召喚しまくり、最後にはデンシャやヒコーキなどという手に余る化け物まで出てくる始末。おまけに負担が掛かかり過ぎたのか、ニーナはその場で卒そつ倒とうしてしまった。

　どうにか近場の村で馬車を借り、通りかかった町で原げん稿こう用紙を買って、カイは揺れる荷台で伝記を書き続けた。リンがニーナの看護をしつつ、つきっきりで手伝ってくれたのだが──馬の奮ふん闘とうむなしく、ついに始業式には間に合わなかった。




　それでも一いち縷るの望みをかけて期限の翌日に提出したのだが、やはり認めてもらうことはできず、今回の人気投票は選考外という情けない結果に終わった。

「カイくん」

「……先生」

　涼しげな声に顔を上げる。そこには担任の姿があった。夏休み前に迫せまられたことを思い出して身構えるカイに、しかし担任は静かな声で告げた。

「今回は残念でしたね。でも締しめ切りを守れないなら、最初から書かないのと同じです」

　カイの前に立つ彼女は肉にく食しよく獣じゆうとは違う、一人の教育者の目をしていた。

　カイは素す直なおに頷うなずいた。いつか異世界から呼び出されたマンガカのモモヨさんと同じだ。締め切りを守れない人間は、伝記士とは言えない。

　カイの反応を見た担任は、ふっとその表情を和やわらげた。

「けれど」

　唇くちびるを綻ほころばせて、長い髪かみを耳に掛ける。

「カイくんの伝記、先生は好きでしたよ。これまで読んだことのない、とても斬新な読み味でした」

　それは間違いないだろうと、カイは思う。なにせただリンを巡めぐって起こった出来事をそのまま書いただけなのだ。カイ自身、書き上げてみてから身に染しみた。あんな突とつ飛ぴでめまぐるしい冒険は、どんな伝記でも読んだことがない。

「はい。ありがとうございます」

「ふふ」

　不意に、担任が笑った。何が可お笑かしいのだろうと首を傾かしげるカイに、いたずらっぽく目配せする。

「カイくん、なんだかとっても柔やわらかく笑うようになりましたね」

「え……」

　カイはごしごしと頬ほおを擦こすった。俺、笑ってたかな？　……でも、あいつらとの旅、なんだかんだで面おも白しろかったな。俺、あいつらと過ごす時間、けっこう好きだったのかも……。

「カイくん。ひとつだけ聞きたいのですけれど」

「はい」

「これは君の創作ですか？　それとも、本当にあったことなのですか？」

　イケメンの遊び人に、異世界の一いつ般ぱん人じんを呼び出す召喚士。岩ごと取れた伝説の武器。モテたいコカトリス。四天王である竜りゆう王おうとの邂かい逅こう。魔ま物ものと言葉を交かわし、その心を溶とかしてしまう勇者。そして、魔物たちが何のためにこの世界に存在しているか──

　カイはただ笑ってこう答えるだけにとどめた。

「ご想像にお任せします」

　担任は「そうですか」と微笑ほほえんだ。そしてカイに向かってゆっくりと一歩踏ふみ出す。

「今後も、君には期待していますよ。特に──ジルっていう子との絡からみとか、ね……」

「…………え？」

　カイは我と我が耳を疑った。

「……誰だれと誰が、なんですか？」

「カイくんとジルくんの、恋れん愛あい模様ですよ」

　やはり聞き間違いではない。立ち竦すくむカイに、担任は蛇へびのようにじりじりとにじり寄ってきた。その目はいつしか異様な光を帯びている。

「夏休み前に言ったでしょう？　先生ね、君の身体からだに興味があるんです。この世に若い男の子の肉体ほど美しいものはありませんから。そして、美しい身体のぶつかり合い……つまり男の子同士の絡みこそ、この世に神様がもたらしてくださった、至高の芸術なんです……！」

「……は……!?」

　白い手がカイの胸むな板いたを撫なでさすった。舐なめるような濃のう厚こうな手つきに、全身が総毛立つ。

「うふふ。ねえカイくん、ジルくんとはどこまで進展したのですか？　長い旅ですもの、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入るくらいのフラグはあったのでしょう？　うふ、うふふ腐ふふ腐腐腐……！」

「せ、先、生……？」

「ねえ、カイくん！」

　教師は後ずさろうとするカイに縋りついてきた。きらきらと目を輝かがやかせて、まるっきり少女の表情になってしまっている。

「普ふ段だんは冷たいけれど、いざという時は背中を預け合うというカイくんとジルくんの関係、先生とても興奮しましたよ！　助け合い、庇かばい合い、時に反発し、そして芽生える禁じられた恋こいっ……ふぉっ、ふお……ふぉっひょォォぉおおぉぉぉう！」

「先生！　先生、落ち着いて！　エキサイトしすぎです！」

「先生、読みながら年とし甲が斐いもなく鼻血出しちゃいましたぁ！　いつもはつっけんどんなカイくんが虹にじ色いろみみずで餌え付づけされて、ちょっとずつ心を開いていく場面なんかもう……！」

「そんなわけの分からん場面は微み塵じんたりともなかったですからァァァ！　なんなんすか、どこをどう読んだらそうなるんですか!?　そして近いっす！」

　窓まど際ぎわまで追い詰つめられたカイに逃にげ場はない。豊満な胸がむにむにと胸部を圧あつ迫ぱくしてくる。もはや吐と息いきが触ふれるほどの近きん距きよ離りだ。つやつやと濡ぬれ光る唇から、カイは顔を背そむけた。

「先生……──っ！」

　その時。

「カイーっ！」

　悲鳴に似た絶叫とともに突つき飛ばされて、カイは盛せい大だいに廊下に転がった。

「いってぇ！」

　ちりんっと鈴すずの音ねが耳を洗う。カイを背に庇って立ちはだかったのは、リンだった。

「せ、先生、カイは食べてもおいしくないです！　お腹なかが減っているのなら、代わりに私の卵焼きあげますから！」

　声を上うわ擦ずらせるリンに、担任はにっこりと笑って首を傾げる。

「まあ、それはおいしそうですね。けれどリンちゃんも好きなのでしょう、卵焼き？」

「はい、大好きです！」

「では卵焼きはリンちゃんが食べなさい。先生は他に好物がありますからね」

　担任は満足げに笑うと、なんとか立ち上がったカイの横を擦り抜ぬけざま、囁ささやいた。

「次の伝記では、主にジルくんとの絡みを事細かに描びよう写しやするように。頼たのみましたよ」

　今にも気を失いそうなカイに笑いかけてから、担任は「そうそう」と手を打った。

「約束は続行です」

「え？」

「次の人気投票は体育祭明けですからね。楽しみにしていますよ」

「は……はい！」

　勇者への道は断たたれたわけではないらしい。

　カイは感謝と畏い怖ふを込こめて、遠ざかる背中を見送った。

「……カイ」

　気が付くと、リンが口を尖とがらせてじっと見上げている。

「どうした？」

「約束って、なに？」

「あ？」

「先生との約束って、なんなの？」

　カイは頭を掻かいた。投票で一位を獲かく得とくしたら『翼よく獅じ子し』へ再挑ちよう戦せんできるという約束は、二人だけの秘密と念を押されている。それに……。

「……お前には関係ねぇよ」

「えー！　教えてよう！」

　カイは頑かたくなに唇を結んで手を振ふった。そんなん言えるわけねぇだろ！　なんだか未練がましいようで、カッコ悪いじゃねぇか！　……と、ふいにリンの追つい及きゆうが止やんだ。

「ん？」

　怪け訝げんに思って見下ろすと、リンは口を押さえて、「ふふふっ」と笑っている。

「どうしたんだよ？」

　大輪の花が咲さくように、リンの笑顔がはじけた。

「ねぇカイ。今回の旅、すっごくワクワクしたね！　昔カイと読んだ、どんな伝記とも違う旅だったね！」

「……まーな」

「また一緒に冒ぼう険けんしようね！　今度はもっとすごいやつ！　一緒に来てくれるでしょ？　だってカイは──」

　リンは真しん珠じゆのような歯をこぼして笑う。

「私の伝記士なんだから！」

「……しょうがねぇなぁ」

　口だけはぶっきらぼうに答えながら、カイはふと笑みを浮うかべている自分に気が付いた。

　──勇者にはなる、いつか、必ず。だけど……だけどもう少しだけ。

　カイは窓の外へと目を向けた。抜けるような蒼そう穹きゆうが、目に染み入る。




　もう少しだけ、リンの隣となりで、伝記士をやってもいい──そう思ったんだ。








　あとがき




　皆みな様さまはじめまして、琴こと平ひら稜りようと申します。

　この度たびは、『勇者リンの伝説』をお手に取っていただき、誠まことにありがとうございます。

　本作は、第24回前期ファンタジア大賞で金賞を受賞させて頂いた拙せつ著ちよに、改かい稿こうを加えたものです。




　小さい頃ころから、ファンタジーの世界に強い憧あこがれを抱いだいておりました。学生時代などはよく授業そっちのけで、見知らぬ異世界へと想おもいを馳はせたものです。……というか、今でも重度の妄もう想そう癖へきに悩なやまされております（アイタタタ）。そしてある日、私は思い立ったのです。

『そうだ、この妄想力を形にしよう！　自分で書くんだ、血湧わき肉躍おどるような冒険を。ロマンに溢あふれた異世界を……そして個性豊かな仲間たちが織りなす、壮そう大だいな物語を──！』

　そして数か月後。

『ああああ！　思ってたよりポップでひゃっほうなご機き嫌げんファンタジーができあがっちゃった！　壮大さはどこに行ったの!?　ロマンは!?』

　こうして本作、『勇者リンの伝説』が誕生いたしました。




　大好きな妄想を糧かてに書き上げたそんな作品を、まさか本にして頂ける日が来るなんて！

　このような素す晴ばらしい賞を下さった審しん査さ員いんの先生方、編集部の方々、読者モニターの方々、本当に、本当にありがとうございました。さらに葵あおいせきな先生にはなんと推すい薦せん帯まで書いて頂き、もう私のテンションがＭＡＸを振り切って旅に出たまま帰って来ません！

　また、美び麗れいなイラストによって物語に命を吹ふき込んで下さったｋａｒоｒｙ様。初めてリンたちのラフ画を拝見した時には、興奮のあまりリアルに涎よだれが垂れました！　そして右も左も分からない未熟者の私に根気強く寄り添そい、ここまで導いて下さった担当様。本当にありがとうございました。

　最後になりましたが、日頃から私を支え、応おう援えんしてくれる皆様、この作品に携たずさわって下さった全すべての方、そして何より、この本をお手に取って下さった読者の方々に、心より御お礼れい申し上げます。本当にありがとうございます。少しでも多くの方に楽しんでいただけるよう、より一層努力してまいりますので、今後とも、何なに卒とぞよろしくお願いいたします。





琴平　稜
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勇ゆう者しやリンの伝でん説せつ




Lv.1 この夏なつ休やすみの宿しゆく題だいが終おわったら、俺おれも、勇ゆう者しやになるんだ。
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